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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二十一章　ゼニス編







第一話「しらばっくれる」




　冒険者区へと到着した。

　俺の魔術による跳躍は、訓練を繰り返したことにより、そうそう着地を失敗することはなくなっていたため、今回は足が砕けたりはしていない。

　時間は……移動を開始してから、十数分というところだろうか。

　ゼニスがいなくなってから、と考えると、すでに数時間が経過している。

　はやく、ゼニスを捜しに行かなければ……。

「ふー」

　と、逸はやる気持ちもあるが、その前に、状況を再確認しよう。

　クリフの家に戻ってくると、ゼニスがいなくなっていた。

　どうやら、ギースが連れ出したらしい。時間が経てば帰ってくるかとも思ったが、日が暮れても帰ってこない。

　ギースはＳ級冒険者だが、荒事は苦手だし、魔族だ。

　ここミリス神聖国における魔族の扱いは、誰もが知っての通り。

　ギースは獣族寄りの見た目をしているから、それほど迫害されたりはしていないようだが、場合によっては、心神喪失した女を誘拐している、なんて勘違いされて衛兵にとっ捕まる可能性もある。

　それに、魔族がゼニスと一緒にいる、なんてラトレイア家が知ったら、どうなることか……。

　ラトレイア家のクレアは、今の状態のゼニスを無理やり誰かと結婚させよう、なんて言うトンデモババアだ。何をしでかすかわからない。

　ともあれ、万が一のこともあるし、早いところ見つけて保護しなければならない。

「よし、行こうアイシャ」

「お兄ちゃん、ちょ、ちょっと待って……」

　アイシャは足をガクガクと震わせて、へたり込んでしまっていた。どうやら、腰が抜けたようだ。

「待てないよ、早く」

「わ、わかった。けど、せめて、地上を走ってよ……」

　アイシャは高い所が苦手か。悪いことをしたな。

　俺の身内には高い所が苦手なヤツが多いようだ。

　シルフィも高所恐怖症だし、俺も高いところはあんまり得意じゃない。エリスだけは好きそうだけどな、高い所。

　とはいえ、今はそれを考慮している暇はない。

「地上を走ったら交通事故が起こるよ。さぁ、早く母さんを捜そう」

　これから、いなくなったゼニスか、あるいはゼニスを連れ出したギースを捜さなければならない。

　今の状態のゼニスを放置するわけにはいかないのだ。

「うー……歩けない」

「ほら、おんぶするから」

「もう跳ばない？」

「跳ばないよ」

　へたり込むアイシャをおんぶして、捜索開始だ。

　とはいえ、冒険者区も広い。どこから捜すべきか。

「お兄ちゃん、酒場見ていこう。ご飯の時間だから、どこかで食べてるかも」

「あ、そうだな」

　アイシャの助言を受けて、通りを小走りする。

　通りにあるいくつもの酒場を覗のぞいて、ゼニスかギースの姿を探す。

　食事時であるため、客は多いが、馬鹿正直に客全員の顔を覗き込む必要はない。店員に聞き込みをすれば、一店舗ごとの時間を短くできる。

　虚うつろな顔をした女と、猿顔の魔族。目立つはずだし、目撃情報が取れないとは思えない。




　とっくに日は落ちていたが、冒険者区にはまだまだ人が多かった。

　獲物を抱えて依頼から戻ってきた冒険者。その冒険者と取引をする商人。仕事が終わり、食事へと繰り出す冒険者。その冒険者を呼び込む宿屋や酒場の店員。喧けん嘩かの声も聞こえてくる。

　時間が時間なためか、馬車の行き来は少ない。

　となれば、ゼニスがウロウロと一人で歩きまわって馬車に轢ひかれるという可能性も低い。

　そこは安心できる。

「猿顔の？　ああ、ギースか？　あいつなら、『春の木漏れ日亭』で見かけたぜ？」

　三軒目でアタリが出た。

　ギースはこの国に来て、そこそこの日数暮らしている。

　あいつのことだから、いろんなところに顔を広げているのだろう。

「女性を連れてませんでしたか？」

「女性……？　どうだったかな……？」

　店員は首をかしげていたが、とにかく行ってみればわかることだ。

　俺は店員に場所を聞き、礼を言って銅貨を一枚握らせた後、『春の木漏れ日亭』へと急いだ。

　少し、嫌な予感がした。





　　　　★　★　★






　『春の木漏れ日亭』のある場所は、ガラが悪かった。

　通りには娼しょう婦ふと思おぼしき女が立ち並び、下げ卑びた表情をした男たちが品定めをするように歩いている。恐らく、娼婦街が近いのだろう。ミリシオンにも、こうした町があるんだな……。

　それにしても、男たちが物珍しそうに俺たちを見ている。

　俺とアイシャのように静せい謐ひつな雰囲気を持つ人物は、浮いているのだろうか。

「ハッハ！　よう！　そりゃどんなプレイだ？」

　なんて、気さくに話しかけてくる者もいた。

　俺がどんなプレイをしているっていうんだ。確かに俺は一流のプレイヤーを目指しているが、今はベッドの上でもないし、特にプレイをしているわけでは──。

「ちょ、お兄ちゃん、恥ずかしいからそろそろ下ろして！」

　違った。おんぶされてるアイシャが珍しいだけだったっぽい。

　アイシャを下ろすと、視線は消えた。

　『春の木漏れ日亭』。

　店構えは普通だが、ガラの悪い連中が出入りしている。

　出てきた強こわ面もての男に、以前の俺ならビビっちまったことだろう。

　でも俺も、この世界に来てから、かなり強くなった。こういう店も恐れることなく出入りできる。ぶっちゃけ、シャリーアのルード傭よう兵へい団の事務所の方が威圧感があるぐらいだ。

　だが、こんなところにゼニスがいるかもしれないということに不安感を覚える。

　ギースめ、何を考えているのか……。

　もし、何かを勘違いしてゼニスを娼館にでも売ろうというのなら、いくらギースでも容赦はしない。

　腕の二本と足の二本ぐらいは覚悟してもらう。

「らっしゃーぃ！」

　入り口から中に入ると、喧けん騒そうと共に店員の元気のいい声が響いた。

　特に排他的な雰囲気はない。ガラが悪いのは外側だけで、中は明るい雰囲気だ。

　客層も、言うほど荒くれ者ばかりというわけではなく、普通の冒険者が多いようだ。

　早速俺は周囲の客の顔を確認しつつ、店員に──。

「そこで俺が機転を利かせて言ってやったわけよ。『もしかすると、三つの転移魔法陣は全部罠わなで、別に通路があるんじゃねえか？』ってな」

　聞くまでもなかった。

　奥の方、猿顔の男が酒を呷あおりながら、若手の冒険者相手に自慢げに何かを話していた。

　若手の方は、髪をツンツンに尖とがらせてる少年、鼻にピアスをつけているロン毛の少年、つり目がちで髪を派手な色に染めている少女の三人。なんていうか、とっぽい感じだ。

　ゼニスの姿はない。

　周囲を見渡しても、やはりゼニスの姿はない。

「そしたら、俺の睨にらんだ通り……ありやがったんだ、ボス部屋への隠し通路が……」

　テーブルの近くに立つと、ギースが俺に気づいた。

　瞬間、ギースの表情が変わる。「あっ、やべっ」って顔だ。

「ギース」

「よ、よぉセンパイ。ちょ、ちょうどあんたの話をしてたんだ。ほらお前たち、彼が『泥沼』だ」

　三人がぎょっとした顔で俺を見た。

　少女など、自分の胸元を押さえながら椅子ごと体を引いている。

　なんだよ……俺をどんな風に話してたんだよ。女の子にこうやって引かれると、俺もちょっとは傷つくんだぞ。

　まあいい。そんなことより、聞かなければならないことが山ほどある。

　何から聞くか……よし、まずは、ヒトガミが関与してないかカマを掛けてみよう。

「ギース……残念だよ。お前が俺の敵だったなんてな」

「はぁ？　何がだよ？」

「全部聞いてるんだろ？　夢のお告げで、あいつにさ。こうなった場合、俺がどうするかも」

「おいおい、何の話だ？　夢？　え？」

　ヘラヘラ笑いながらすっとぼけようとするギースに対し指先を向けて、魔力を込める。

　岩砲弾ストーンキャノンが生成され、高速回転を始める。キュィィンと、ドリルのような音を周囲に響き渡らせる。

　若手の冒険者たちがぎょっとして腰を浮かせた。

「動くな」

　奴らは一言で止まった。

　その後、ギースの目を見て、もう一度言う。

「何を吹きこまれたか、全部白状しろ。そしたら命だけは助けてやる」
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「ちょ、おい、お、おいまじ、まじか、やめ、やめろ…………悪かった！　何がなんだかわからねぇが、俺が悪かったから、それ近づけるのやめろ！」

　指先を少しだけ遠ざける。

　すると、ギースは即座にイスから飛び降りて、その場で土下座した。

　そして、そのまま恥も外聞もなく、ぺこぺこと謝ってきた。

「俺が、何か悪いことしたんだな！　センパイを……いや、ルーデウスさんを怒らせるようなことをしたんだな！　謝る！　この通りだ！　でも心当たりがねえんだ！　まずはそれを教えてくれ！　何が悪かったのかわかんねぇんじゃ、謝りようがねえ！　ほんとすまん！」

　なんだかあっけに取られてしまった。

　予想とは、あまりにも反応が違う。

　ヒトガミの使徒ではないのだろうか。

　いやいや、まだ判断はできない。

　しかし、今まで世話になっていた相手がこう、目の前でへこへこしている姿は……申し訳ない気持ちになるな。

「……ウチの母さんはどうしたんだ？」

「あ？」

　ギースは顔を上げて、首をかしげた。酔っ払った赤ら顔だが、きょとんとした表情。

　これが演技だったら、凄すごいな。

「母さんだよ。ゼニス・グレイラット」

「……ゼニス？　いや、そこらを見せて回った後、すぐに帰したぜ？」

「帰ってきてないから、俺がここに来たんだ」

　腕を組んでそう言うと、少年の一人がくすりと笑った。

　見ると、アイシャが横で俺と同じポーズを取って頷うなずいていた。ふざける場面ではないので、偶然だろう。少年をひと睨みすると、彼は「ヒッ」と声を漏らして体を硬直させた。

　ほんと、ギースはどんな風に俺の噂うわさを流してたんだろう……。

「ええ……でも、なぁ……確かに帰したぜ？」

「どこまで？」

「どこまでっつっても、冒険者区の入り口あたりだよ。そこで、お前んちから迎えが来たんで、そいつらに任せたんだよ」

　…………え？

　使い？　俺んちの？

　俺とクリフはずっと教団本部にいた。アイシャは買い物で、ウェンディは家に……。

　いや、違う。

　俺の家じゃない。

「それは、ラトレイア家の者だったか……？」

「そうそう、ちゃんと紋章も確認したぜ？　間違いなく、ラトレイア家の使いだった」

　動どう悸きがする。

　ラトレイア家の使いが、ゼニスを、連れ帰った。

　落ち着け、整理しろ。まず、ギースがゼニスを連れ出した。なんでだ？

「そもそも、お前は何のために母さんを連れ出したんだ？」

「何のためって言われても、ゼニスやセンパイとも久しぶりだから、ちょっと話でもしようかと思っただけでよ……」

　気まぐれか。

　オーケー。辻つじ褄つまは合って……いや待て、おかしい。

「お前、なんでクリフの家を知ってた？」

「最初はラトレイア家を訪ねたんだよ。まぁ、あんま行きたくないトコだけどよ、センパイに取り次いでもらえば大丈夫だと思って……。そしたら、お前とゼニスは事情があって別の家に泊まったから、そっちを訪ねろっていうんだ。だから、わざわざそっちまで訪ねたんだよ」

「神聖区に入るのを嫌がってたのに？」

「魔族が理由もないのにウロついてたら何されるかわかんねぇってだけで、どうしても入りたくねえってわけじゃねえよ」

　ギースの言い分が、少しふわふわしてるな。

　曖昧だ。酒を飲んでるのもあるだろうし、混乱してるのもあるだろうが。

「……」

　しかし、わかった。何が起こったのかは、今のでわかった。

　つまり、話の流れはこうだ。

　まず昨日、俺はラトレイア家で激げき昂こうして、あの家を飛び出した。だが、徒歩で帰った俺たちに、尾行が付いていたのだろう。うかつなことに、俺はそれに気づかず、滞在場所を知られるに至った。

　とはいえ、ラトレイア家とグリモル家は派閥で言えば敵同士だ。出向いていってゼニスを渡せと言っても、突っぱねられるのは想像に難くない。かといって、グリモル家を襲撃するのは、情勢的にも難しいはずだ。魔族排斥派が優勢とはいえ、一つのことが失脚材料となるからな。

　そこで、ラトレイア家はギースを使った。

　自分のところにのこのこと出向いてきた何も知らない魔族の男。

　本来なら、叩たたき返すべき存在だが、それは同時に魔族排斥派の自分たちが使うはずのない駒にもなり得た。

　それを利用して、ゼニスを外へと連れ出させた。

　ギースが連れ出したゼニスをすぐに確保しなかったのは、護衛がいるかを考慮してだと思う。

　しかし、護衛はいなかった。俺は出かけていたし、アイシャもタイミング悪く外出していた。

　最終的にラトレイア家は運良く、実にスムーズにゼニスを確保した。

　あとは、俺が何を言っても知らんぷりできるだろう。

　ギース？　知らない子ですね。そもそも、そんな薄汚い魔族を自分たちが知っているわけがない、とかなんとか。

　さらってきたゼニスは、どこかに隠せばいい。

　世話係を一人つければ、監禁するのは容易だ。

「お、おい、センパイ、どうしたんだよ……」

「……いや。お前、家を教えてもらう時、ラトレイア家のヤツに何か言われたか？」

「え？　ああ、ゼニスも帰ってきたばかりで町が恋しいだろうから、家にいるようだったら連れ出してやれって……」

　ギースを責めるまい。彼は何も知らなかった。ラトレイア家に出向くことと、そこに滞在するであろうことを言ったのは俺だ。

　俺が家にいると思っていたのなら、ラトレイア家がギースに対して刺とげ々とげしい対応をしなかったのだとしても、疑問には思うまい。

　そんな状態であれこれ吹き込まれれば、操り人形になってしまうのも仕方がない。

　うかつなのは俺だ。やはり、ゼニスは今日にでも家に帰しておくべきだった。

　ラトレイア家への訪問が終わった時点でゼニスがミリシオンにいる必要はなかったんだ。時間がかかることにはなるが、先にゼニスを家に送って戻ってきて、それから腰を据えてミリシオン攻略に乗り出すべきだった。

　時間に余裕がないってわけでもなかったのに、弱点となるものを手元に置いていたのが間違いだったのだ。

　全てが終わった後、こっそりとゼニスを連れて観光にでも来ればよかった。

　だが、悔やんでも仕方がない。

　とにかく今は、ゼニスを取り戻さなければならない。

「ギース……実はな──」

　俺はギースに事の顛てん末まつを話し、協力を要請することにした。

　こういう状況だし、こいつの力はあったほうがいいだろう。利用されたとはいえ、こいつにも責任の一端はあるのだから。先ほどの受け答えを見る限り、ヒトガミの使徒ではないと思うし。

「……マジかよ」

　全てを話し終えた時、ギースは苦々しい顔をしていた。

「そっか、確かに、少しはおかしいと思ったんだ。ラトレイア家ではセンパイの仲介もなく、すんなり居場所を教えてもらえたし……てっきりセンパイが話を通してるからだと思ってたが……外に連れ出せってのも、そういうことかよ……」

　ちょっとした情報の齟そ齬ご。それが、相手に付け入る隙すきを見せてしまった。

　しかし、誰にでもミスはある。

　すぐに取り戻そう。

「わかった。そういうことなら、俺も協力するぜ」

「頼む」

　ギースを仲間にし、俺たちは早速ラトレイア家へと向かうことにした。

　半ば、無駄だろうとは思いつつも。





　　　　★　★　★






　ラトレイア家についた時には、すでに周囲はシンと静まり返っていた。

　晩飯時も終わり、就寝時間へと移り変わろうとしている時間帯だ。

　急いで来たつもりだったが、人を二人抱えての移動である。どうしても時間はかかってしまうものだ。

　アイシャが半べそで「お兄ちゃんの嘘うそつき……」と呟つぶやいているのは置いとこう。

「起きてるな」

　さて、ラトレイア家はまだ明かりがついている。

　だが、門には誰の姿もなかった。呼び鈴もない。家人を呼んでもらいたい場合、どうすればいいのだろうか。

　大声でも出せばいいのかな？

　……客が来たらどうするつもりだったのだろうか。いや、この時間の客など、最初から門前払いにするつもりなのだろう。

　ええい、ままよ。

「ルーデウスです！　どなたかいませんか！」

　俺は門をガンガンと叩きながら、大声を張り上げた。

　近所迷惑など知ったことではない。

　大義とはいえないかもしれないが、名分はある。

　もしラトレイア家がゼニスを誘拐したのであれば、非は向こうにある。

　もしラトレイア家がゼニスを誘拐していないのであれば、ギースのところに来たラトレイア家の使いは偽物で、本当にゼニスが誘拐されたことになる。

　俺はこの家と縁を切ったつもりだが、ラトレイア家を騙かたってということなら、この家にとっても問題だろう。

「……」

　しかし、返事はない。俺はさらに門を叩き、大声を張り上げ続けた。

　金属製の格子門は、魔導鎧マジックアーマーの拳に叩かれて、少しずつ歪ゆがんでいく。

「ウチの母さんの件についてお話をしたいのですが！」

　しかし、やはり返事はない。

　いっそぶち破ってやろうか。

「出てこないなら門をぶち破りますよ！」

　一応、そう断った後、俺は右手に魔力を込めた。

　この程度の門で俺を止められると思ったら大間違いだ。

「お、おいセンパイ、待てよ！　壊すのはまずいだろ」

　止められた。

　確かに壊すのはやりすぎか。ちょっと頭に血が上っているらしい。

　だが、焦りもあるのだ。先日、クレアはゼニスを嫁がせて子供を産ませる、みたいなことを言っていた。相手を見つけて、結婚式をあげて、住居を決めて、子供を作る……。

　と考えれば、時間はある。焦ることはない。

　ラトレイア家の動向を探っていれば、いずれゼニスのところにたどり着けるだろう。

　だが、ここで一つ問題がある。

　子供を作るという部分にクローズアップしてみると、あら不思議。

　男と女を用意して、ベッドに放り込んで三十分もすれば、出来る時は出来てしまう。

　そして、世の中には「既成事実」という単語も存在している。

　ゼニスを見つけた時には、すでに何かが踏みにじられている可能性もあるのだ。

　自分の娘に対してそこまではやらないだろうと、そう願いたいが、心神喪失状態になった娘を嫁がせようというイカれた婆ばあさんの考えは読めない。

　だから急がなければいけない。

　しかし、扉を破るのは性急だろう。

　岩砲弾ストーンキャノンでも撃ち込めば一発だが、大きな音は人を呼ぶはずだ。この国の法律はよく知らないが、門を破壊して無罪ってことはあるまい。人が集まり、衛兵が来て、犯罪者ともなれば、教皇やクリフにも迷惑が掛かろう。

　先を見据えて行動しなければいけない。

「そうだな。ここは土魔術で解錠してこっそりと──」

「こっそりと、どうするおつもりですか？」

　その声は、門の向こうから聞こえた。

　気づけば、いつしか格子門の向こう側に、五人の男女が立っていた。

　兵士が三人に、執事が一人。そして、品の良い服装に身を包んだ、老ろう婆ばが一人だ。

「こんな夜更けに、当家に一体いかなるご用向きでしょう？」

「……」

　クレア・ラトレイア。

　俺の声を聞いて出てきたのか。それとも、予あらかじめ出迎える準備をしていたのか……。

「クレアさん……ちょっとやり方が汚いんじゃないですか？」

「何のお話ですか？」

「ギースを使って、母さんを拉致したお話ですよ」

　そう言うと、クレアはギースを見て、眉を顰ひそめた。

「拉致ですか？　何のお話かさっぱりわかりません」

「そうとぼけるのは、予想していましたけどね……」

　ギースに目配せする。彼は頷きを返し、護衛三人のうち一人を指さした。

「あいつだ。あいつが迎えに来た」

「……」

　指さされた護衛。そいつは、すっとぼけた表情をして、肩をすくめた。

　何の話かわかりませんって顔だ。

「当家では、教義により魔族と関わりあいになることを禁じています。そのような薄汚い魔族を使うなど、あり得ません」

　クレアは冷ややかな目でギースを一いち瞥べつし、きっぱりと言った。

　あまりにも予想通りの反応だ。

「ゼニスが何者かに拉致されたというのであれば、捜索隊を出しましょう。無論、その魔族のでまかせということもあり得ますので、詳しい話を聞かせてもらおうと思いますが……」

「うっ……」

　その言葉に、ギースがうめき声を上げて一歩、後あと退ずさりした。

　口封じか。そう考えると、今晩中にもギースが殺されていた可能性があるな。

　そうなると、俺はここまで来られなかった可能性も高い。

　早めに動いてよかったということか。

「では、あなた方は、どうあっても、母さんの所在に心当たりはないと言うんですね？」

「ありません。仮に心当たりがあったとしても、当家と縁を切って出ていったあなたに教える義理はありません」

　なんでいちいち嫌味なことを付け加えるんだ、この婆さんは……。

　作戦か？　俺をイライラさせて何の得がある？

　もしかして、こいつ、ヒトガミの使徒なんじゃなかろうな。

　意図は読めないが……。

　あるいは、本当に知らない可能性もあるのか？　となると、ギースが嘘を言ってる？　なぜギースが嘘をつく？

　こいつは嘘つきだけど、人が傷つく類たぐいの嘘はつかないはずだ。

「クレアさん……」

「なんですか、ルーデウスさん。嘘だと思うのなら、屋敷を捜していただいても構いませんよ？」

　クレアはふんと鼻息を吐いて、冷ややかな視線を送ってきた。

　見つからない自信があるのか。それとも、すでに別の場所に移したか。

「他に何もないのなら、お引き取りください。あなたはもう、ラトレイア家には関係のない人間なのでしょう？」

「……」

　俺は苦々しい顔をしていたと思う。

　目の前の人物が怪しいのに、真偽を確かめる術すべがない。話し合っているはずなのに、言葉が出てこない。

　ゼニスは心配だが、目の前の婆さんからその居所を聞き出すことはできる気がしない。

　いっそ、クレアを拉致して、無理やりにでも居場所を聞き出そうかという気持ちすら湧いてくる。

　いや、いっそではなく、そうしてやろうか。

　証拠は何もない。ギースが言ってるだけだ。

　だが、ラトレイア家が拉致したというのが真実なら……。

　待て、待て、落ち着け。まずは、対話だ。

　しらばっくれるだろうことは、最初からわかっていたことじゃないか。

　話せばわかるはずだ。一見すると嫌なヤツでも、話してみれば少し違う面が見えてくる。そういったことを、俺はついこの間、学んだはずだ。

「母さんは……ラトレイア家と、関係あるって言うんですか……」

「あの子は私の娘です。母親には、道を踏み外した娘の面倒を見る義務があります」

「それが！　本人の意志なく結婚させることだって言うんですか？」

「……」

「俺だって、ゼニスの息子です。父さんに『死んでも母さんを守れ』って言われたんです。義務があるんです。決して見捨てたりせず、責任を持って死ぬまで面倒を見ます。だから母さんを返してください……」

「……」

　クレアは答えなかった。

　ただ、いたたまれなくなったように視線を逸そらした。なんでそんな顔をする。

　やはり彼女にも、思うところがあるのか？　自分のやってることはおかしいという自覚が。

　テレーズだって、クレアをそんなに悪い人だとは言ってなかった。

　少しすれ違いがあるだけなのだ。そうだ。よし。俺がもっと我慢して、ちゃんと話をして、意図を聞き出せば……。

「衛兵が来ましたね」

　違う。クレアは目を逸らしたのではない。視線の先、通りの方。

　そこから衛兵と思われる者たちが、ランプを片手に走ってくるところだった。

「これ以上、この場で問答を続けるつもりなら、慮外者として通報しますが、いかが？」

　俺はクレアを睨んだ。

　冷ややかで頑固で、俺の言うことなんて一つも聞くつもりのない婆さんを睨んだ。

　頭の中で、この婆さんを人質に取って、ゼニスを返還するように要求する光景が浮かぶ。

　こんな門、俺にとってはあってないようなものだ。

　ぶち破って、婆さんの首根っこを掴つかんで持ち上げて、周囲の奴らに「今すぐゼニスを連れてこい」と叫ぶ。

　二秒もかからない。一瞬だ。

　でも、それでゼニスは戻ってくるのか？

　この婆さんの冷ややかな顔を見ろ。

　何かできるものならやってみろと言わんばかりの余裕な面つらを見ろ。

　何もできないと思っているわけじゃないだろう。

　俺はこないだは暴れた。あまりにも頭に血が上っていたから記憶が定かではないが、後で聞いた話によると、俺は衛兵を六～七人は吹っ飛ばしたらしい。

　今、彼女の周囲にいる衛兵の数は二人、走ってくる衛兵も二人。

　俺が吹っ飛ばした数より、なお少ない数の護衛しかいない。

　数が全てというわけではない。

　だが、俺がその気になれば、実力行使ができると、わからないわけではないだろう。

　それなのに、こんな門一つを隔てただけの場所に出てきて、

「……俺は、あんたを拉致して無理やりにでもゼニスの居場所を聞き出してもいいんですよ」

「やってごらんなさい。それでゼニスが戻ってくると思うのなら」

　こんな居丈高に、こんなことを言い放つ。

　その度胸はどこから出てくる？

　俺にはできるとわかっているだろうに、キレれば暴れるヤツだってわかってるだろうに。

　自分がどうなろうと構わないのか？　なぜ、こんなことをする？

　くそっ、意図が読めない。俺を暴れさせたいのか……？

　衛兵たちの目の前で？

「クレアさん、あなたもしかして、夢でお告げとかされているわけじゃないですよね？」

「……は？　なんですか、急に？　お告げ？」

　クレアは一瞬だけ、冷ややかな表情を崩した。

　きょとんとした顔。本気で、心当たりのない顔。先ほどのギースとよく似た顔。

　これは、違う。ヒトガミの使徒ではない。

　だが、すぐにその表情も消えた。

「……ふん」

　彼女は俺から顔を逸らし、走ってくる衛兵に向かって顔を向けた。

「聖堂騎士団『弓グループ』の市街警備シティキーパーです！　大きな物音が聞こえましたが、何かありましたか!?」

「この者たちは──」

「わかりました。今日のところは帰ります」

　俺は最後の理性を絞り出すようにそう言った。





　　　　★　★　★






　帰り道。意気消沈しながら、居住区の道を歩いていた。

　俺の思考はグルグルと回っている。冷静ではないとわかっている。どうしようもない怒りと苛いら立だちが渦巻いている。

「……」

　結局、ゼニスの行方はわからなかった。

　だが、今のやりとりで。あの無言の顔や返答で。俺は確信していた。

　クレアはギースを利用して、ゼニスをさらった。

　それは、間違いない。

　俺に悪いところもあっただろうが……でも話し合いの席すら設けることもなく、一方的に拉致し、しらばっくれ、突っぱねた。

　くそっ……。

「その、悪かったな……俺がヘタうっちまって」

「いや、ギース。お前は悪くないよ。母さんのことを思って、入りたくなかった神聖区にも来てくれたんだろ？」

「あ、ああ……」

　ギースが悪いわけじゃない。利用されただけだ。

　タイミングが良すぎるとは思うが、利用される時ってのは、そんなもんだ。こっちは気が抜けているかもしれないけど、相手は虎こ視し眈たん々たんと機会を狙っているんだから。

「ギース……ウチの母さん、捜せるか？」

「できないことはないが、厳しいぜ？」

「だろうな……」

　ギースは魔族だ。

　こうして居住区を歩いているだけでも、すれ違う兵士に怪け訝げんそうな目を向けられる。

　そんな彼が、居住区や神聖区に探りを入れるのは、厳しいだろう。場合によっては、そのまま牢ろう屋やに入れられる可能性すらある。

　ゼニスを直接捜し出すための手札は、俺の手元にはない。

「……」

　だが、直接でなくとも、間接的にやれることはいくらでもある。

　あっちがその気なら、手段を選ばず卑ひ怯きょうなことをするってんなら。俺にも考えがある。

　ルーデウス・グレイラットは今日から魔族排斥派の敵だ。

　クレア婆さん、あんたがそうさせたんだ。

「アイシャ、ギース……ちょっと危険なことをする。手伝ってくれ」

「もちろん手伝うけど……お兄ちゃん……どうするの？」

　アイシャが不安そうに聞いてくる。俺はそんなアイシャを見下ろして、言った。




「神み子こを誘拐する」




　ギースが飛び上がった。

「はぁっ!?　なにいきなり突拍子もねえこと言ってんだ!?」

　詰め寄ってきて、肩のあたりを掴んでくる。

「そりゃ、やべぇって！」

「ラトレイア家は神殿騎士団と関わりが深い。神殿騎士団は枢機卿派。枢機卿派は神子を擁することで勢力を伸ばしてるんだろ？　だったら、人質として一番有効なはずだ。他のヤツなら切り捨てられるかもしれないけど、神子なら絶対に母さんは戻ってくる……」

　相手が誘拐って手段を使ったのなら、それと同じ意趣返しをしてやりたい。

　人質交換に使えそうな人物といえば神子ぐらいしか思いつかない。

「そりゃ有効だろうけど、後先考えろって！　それで無事にゼニスが戻ってきたとしても、ミリスって国全体を敵に回しかねないぜ!?」

　ミリス神聖国などどうでもいい。オルステッドの暴力とアリエルの権力でねじ伏せてやる。

　この国における活動は諦める。

　俺にとっては、ゼニスの方が大事だ。

　ヒトガミとの戦いは大事だが、一番守りたいものを切り捨てるつもりはない。

「センパイはなんとかなるかもしれねぇが、俺は魔族だ。さっきので関わりがあるってバレてるし、確実に殺されちまう！」

　ギースの悲痛な声。

　殺されるという言葉に、少しだけ頭が冷える。冷静になる。

　確かにラトレイア家、並びに神殿騎士団を敵に回すと、俺はともかく、周囲は危険にさらされるだろう。

　今日の昼に会ったようなのが大量にいる軍団だ。

　何をするかわからない。

　教皇は問題ないだろうが、クリフは集中的に狙われるだろう。

　思えば、未来の日記でアイシャやザノバを殺したのは、ミリスの騎士団だった。

　つまり、ミリスを敵に回せば、シャリーアに戻っても安全ではないってことだ。

　その上、その後の展開に大きな支障をきたすのは間違いあるまい。

　ミリス教徒は中央大陸のどこにでもいる。

　傭兵団の活動をしようとする度に、妨害されるかもしれない。

　本来なら、まず味方になるはずのミリス教団。それと敵対しあったまま、ラプラスが復活すれば……一番喜ぶのはヒトガミか。

　いや、ヒトガミも俺が神子を誘拐しようとするとまでは考えていまい。ただの被害妄想だ。

　何にせよ、神子を誘拐するのは、悪手か。

　いや……待てよ。神子をどうにかしてほしいとは、教皇も暗に言っていた。

　うまく動けば、ラトレイア家・枢機卿派を潰つぶしつつ、ゼニスを取り戻せるかもしれない。

　教皇側につくということ自体は、別に構わないだろう。

　どのみち、ルイジェルド人形を販売しようと思ったら、避けては通れない道だ。

　現時点でそっちにつくのは、クリフにとって本意ではないだろうが、彼だってわかってくれるはずだ。

　心残りがあるとすれば、テレーズぐらいか。

　神子の護衛隊長のテレーズ。十年前と今日で二度も助けてもらった彼女への恩を仇あだで返すことになる。

　……くそ。

「アイシャ、お前はどう思う？」

　アイシャにも意見を聞いておく。

　彼女もまた、真剣な顔をして悩んでいたが、俺の言葉で顔を上げた。

「神子をさらうのは、やりすぎだと思う」

「そっか」

「いつも冷静沈着なお兄ちゃんらしくない……と思う」

　君のお兄ちゃんは、普段からあまり冷静沈着ではない。でもまぁ、彼女がそう言うってことは、俺は今、冷静じゃなかったってことだ。

　冷静でない時は、判断ミスをしやすい。

　そうだな……。

　よし、落ち着いて……せめて落ち着いた気持ちになって考えよう。

　まず、ヒトガミの仕業かどうか。

　現時点では、それは考えすぎだろう。アイツが絡むと被害妄想がどこまでも広がるが、今回は基本的に俺とラトレイア家との問題だ。今のところは、それだけだ。

　俺にクレアを殴らせて枢機卿派と対立させようとしてる可能性はあるが、回りくどすぎる。

　どちらかというと、俺は元々教皇側の人間だ。枢機卿側とはあまり考えが合わない。

　ヒトガミが未来予知で枢機卿側と俺が手を結ぶ未来を見て、そこからこういう方向に持っていったのかもしれないが、それなら、クレアより、神子とか枢機卿といった、ハッキリとわかりやすい存在と敵対させたほうがいい。まぁ、実はクレアが枢機卿側との橋渡しに尽力してくれる存在で、そこと敵対させれば自動的に枢機卿とも敵対するというシナリオなのかもしれないが。

　ともあれ、そのあたりはどう転んでも証拠すら出てこないだろうから、考えるだけ無駄だ。

　だから、ひとまず今はヒトガミの関与はないものと考えて行動する。

　そして、排斥派と敵対するのも、あまりよくない。

「わかった。神子の誘拐はやりすぎだな。やめとこう」

　それから、今すぐ強硬手段を取る必要もない。

　教皇には、すでに後ろ盾を頼んだ。テレーズだって、今日の感じでは友好的だった。

　二人に詳しく話せば、協力してくれるかもしれない。

　一か八かで強硬手段に訴えるより前に、まだまだできることはあるはずだ。

　そのために、今日、教団本部に行ったのだから。

　あの頑固な婆さんに何らかの意図があるとしても、問題の渦中ですぐにゼニスを見知らぬ男に抱かせて既成事実を作る、なんてことはあるまい。いくらなんでも、あんな回りくどい手を使って誘拐して、そんなすぐに足がつくようなやり方はしないはずだ。

「相談できる人は多い。まずはいろんなところから働きかけをしてみよう。ラトレイア家にもこれから動きがあるはずだしな」

　そう言うと、二人はほっと胸を撫なで下ろした。

　今の答えは、冷静だと見てもらえたらしい。

「でも、万が一のため、ギースは母さんの居所を探ってみてほしい。捜しにくいとは思うけど……なんだったら、人を使ってもいい。金はある」

「おう。わかった」

「あたしは？　あたしは何をすればいい？」

　ギースに頼むと、アイシャがぎゅっと拳を握って聞いてきた。

　彼女も責任を感じているのかもしれない。

「……じゃあ、アイシャは傭兵団支部用の建物を探しておいてくれ」

「え!?　ゼニスお母さんを捜すんじゃないの？」

「通信石版と、緊急用の転移魔法陣を設置しておきたい。ヒトガミの関与について、オルステッド様の意見も聞きたいしな」

「あ、そっか……そうだね。その後は？」

「ギースの補助をしつつ、母さんを捜してくれ」

「わかった！」

　アイシャは力強く頷いた。

　魔族であるギースだけでは厳しいかもしれないが、アイシャとタッグを組めば鬼に金棒だ。

　本来見つからないものまで見つけてくれそうな安心感がある。

「……でも、もし本当に母さんがヤバイとなったら、俺は後先考えずに動くつもりだ。だから二人とも、いざって時に逃げる準備はしておくように」

「ああ」

「わかってる」

　二人が力強く頷く。

　よし、俺は明日もう一度、教団本部に行こう。







第二話「詰め将棋」




　翌日。俺はまた、結界に阻まれた個室の中で教皇と対たい峙じしていた。

　脇にはクリフの姿もある。

「猊げい下か、ご機嫌麗しゅう」

　クリフも昨晩のことは知っている。

　ゼニスを連れて戻らなかったことに関して、全て話した。ラトレイア家の暴挙に関して憤りを見せてくれた彼に、俺は「教皇に力を借りたい」と頼んだ。

　その結果が、二日連続での拝はい謁えつである。

　教皇も暇ではないだろうに、俺が来るということで、時間を取ってくれた。

「ルーデウス殿は、少々お疲れのご様子ですね」

「わかりますか？」

　俺は己の頬ほおに触れた。剃そったばかりの髭ひげの感触が手に残った。

　昨晩はクレアの言動を思い出し、イライラしてあまり眠れなかったのもある。

　酷ひどい顔をしているのだろう。

「はい。本日は、もしかしてその一件についてですか？」

　見透かしたような教皇の態度。

　もしかすると、すでにゼニスの一件は彼の耳に届いているのかもしれない。

「実は昨晩、母が誘拐されましてね」

「ほう、それは、誰に？」

　教皇は微笑をたたえたまま、俺を見ている。

　誰にという言い方をするところを見ると、やはり、知っているのだろうか。

　まさか、教皇が裏で手を引いているということはないと思いたいが……。

「ラトレイア家です」

　そのまま昨日の詳細を話すと、教皇は目を細めた。

「それで、私に捜索を手伝ってほしいと？」

「端的に言えば」

　教皇は思案げに、自分の髭ひげを撫なでた。サンタクロースのような髭をくりくりと。

　そして、俺を見た。顔は微笑のまま、しかし目は笑っていない。

「では、何をしてもらいましょうか……」

「猊下？」

　教皇の言葉に不可解そうな声を上げたのは、クリフだった。

「彼は僕の友人です、今回は派閥のことではなく、家族のこと。何か交換条件を持ち出すのはいかがなものかと……」

「だからですよ、クリフ」

　そんなクリフに、教皇は優しげな声音で、諭すように言った。

「今回はラトレイア家の問題。我々が口を出すことはできますが、他家に口を出すことになります。グリモル家に口を出されるのは、ラトレイア家も面白く思わないでしょう。しかし、教皇からの口利きだと考え、話は聞いてくれる。所しょ詮せんは母と娘、そして孫の話ですからね。そして、グリモル家は、ラトレイア家に大きな借りを作ることになります」

　ラトレイア家側からすると、エビで鯛たいを釣る形になるわけだ。

　鯛側としては、もう少し何かがないと割に合うまい。

「猊下としては、俺に何をしてほしいと？」

「さて、それを口にするのは簡単ですが……。ずいぶんと私に都合の良すぎる話に思えてきました。『龍神の右腕』が、困り顔で私の前に現れ、助けを求めてくるなんて……そもそも、ラトレイア家は、なぜわざわざ『龍神の右腕』とも称されるあなたと敵対する行動を取ったのでしょうねぇ？」

「……わかりません。龍神に関する情報を持っていないんじゃないですか？」

　思えば、クレアは最初から俺を見下していた気がする。

　アイシャに対する配慮にしても、最初の挨拶の無視にしてもそうだ。

　龍神オルステッドなんて田舎者は知らんと言わんばかりだった。

「ラトレイア伯爵は、あれでいて情報収集に長たけている人物です。あなたのような武人の情報は逃さないでしょうし、軽視するとも思えませんが」

　伯爵というと、クレアのことではないな。クレアの夫、カーライルのことだ。

「……私は、当主である伯爵とは会っていません。何も知らない伯爵夫人であるクレアが独断で動いているのかもしれません」

　仮にクレアが情報を持っていたとしても、人の価値観はそれぞれだ。

　俺は貴族でもなく、どこかの国で要職についているわけでもない。龍神という、名前だけは聞いたことがあるという程度の武人の下にいると聞かされてもよくわからず、アリエルとつながりがあると言っても、どれだけ親密かはわからない。

　虎の威を借る狐きつねなだけかもしれない。

　クレアの常識で考えると、俺という人間に価値はなかったのかもしれない。

「ラトレイア家のクレア殿は、確かに少々、家柄を重視しすぎるところもありますからね……そうしたことも、あり得るでしょうか……」

　教皇は髭を撫でつつ考え、うんと頷うなずいた。

「まあ、いいでしょう。冒険をせねば宝は手に入らないとも言います。それで、ルーデウス殿……具体的に何ができますか？」

　何ができるか、か。

　言い換えると「どこまでできるか」という意味かもしれない。

　あなたの誠意はどこまでですか、って意味だ。

「そうですね……」

　考えたのは、昨日ふと思いついたことだ。唐突に思いつき、当然のように却下された思いつき。

　だが、可能であること。

「神み子こ様を誘拐するぐらいのことは可能です」

　その言葉を聞いた瞬間、クリフが叫んだ。

「誘拐!?　ルーデウス！　何を言ってるんだ！」

「つまり、魔族排斥派の急所を取ってくることができると言ってるんです」

「そうじゃない！　こんな話で神子を誘拐したらラトレイア家は取り潰つぶしにされかねない！　君は、自分の実家を潰すつもりかと言っている！」

　俺はゆっくりとクリフの方を向いた。

「俺の実家じゃ、ありません」

「……！」

　言葉を失ったクリフから目を外す。

　教皇は、にこやかな顔のままだ。

「もちろん、何ができるかということで、猊下にとって有用そうなことを挙げたまでです。やろうと思えば、町一つを灰にしたり、森を更地にするぐらいは可能です」

　あくまで手札を見せただけだが、教皇はまた髭を撫でた。

　彼にとってはうますぎる話に思えるだろうか。誰かが罠わなを張っているように思えるかもしれない。

　裏を調べてもらっても構わない。少なくとも、俺に関しては裏などない。

　ただゼニスを取り戻すことだけを念頭に動いている。

「僕は反対です！」

　唐突にクリフが叫んだ。

「誘拐は犯罪です。いかに敵とはいえ、お祖じ父い様が間に入れば、それで解決するはず！」

「……」

「ルーデウス、君もだ！　相手と同じことをしてどうする！　君らしくもない……頭に血が上ってるんじゃないか？」

　頭に血が上っている？　ああ、そうだろうとも。

　俺はクレアのやり方に煮えくり返っている。クレア・ラトレイアに怒っている。

　暴力に訴えないのが不思議なぐらいだ。

　これが、ゼニスではなければ、ここまで怒りはしない。

　北帝との戦いでエリスが負傷しても、死神との戦いでロキシーが死にかけても、怒りはしない。

　彼女らには、意志があった。自分の意志で俺に付いてきていたし、覚悟もあった。

　その結果として死んだら、俺はきっと悲しむだろう。その意志を尊重し、己が力不足だったことを嘆くだろう。もっとどうにかできたはずと泣き叫ぶだろう。

　だが、今のゼニスに意志はない。

　手紙によって呼び出され、行くとも行かないとも言わないまま連れてこられた。

　その上で、見ず知らずの男と結婚し、子供まで産まされる可能性がある。

　もし仮にゼニスに意志があって、自分の意志でここに来ているのなら、話は別だ。拒絶した上で戦い、敗れた結果そうなったのなら、まだ許容できる。許容できるといっても、あくまで『怒りはしない』という程度だろうが、許容は許容だ。

　その時はその時で、俺の心中に自殺したくなるような何かが湧き上がるだろう。怒りとは別の、何か。やるせなさとか、そういう類たぐいの無力感だ。それは、怒るより、もっとずっと辛つらい感情かもしれないが、許容は許容だ。

　今回のは、許容できない。

　意志がないゼニスを、道具のように扱うことは、俺は許容できない。

　だからこそ、俺はクレアにそういう無力感を与えたいと思っているのかもしれない。

　お前のせいで神子が誘拐された。責任をとれと詰め寄られ、糾弾され、何もできずに困り、弱り果てるクレア。そんな姿が見たいのかもしれない。

　要は、意趣返しをしたいのだ。

　……嫌なヤツだな、俺は。

「ルーデウス。今ならまだ間に合う、もっと話し合え。なんだったら、僕が話し合いに同席してもいい」

「クリフ先輩……」

「ラトレイア家は、君の母上の捜索に尽力してくれたんだろう？　それは、君の母上や、妹たちを思っての行動のはずだ。なら今回の件だって少しお互いに誤解があるだけで、ちゃんと互いの考えを話し合えば、納得できるかもしれないじゃないか」

　クリフの言葉で、少し心が動くが、すぐに元の位置に戻る。

　俺だって、話し合いで済むならそうしたい。でも、あの婆ばあさんは俺の話なんて聞いてくれないじゃないか。俺は、あの婆さんと和解できる気がしない。

　考え方が、価値観が、違いすぎる。別の言語で喋しゃべっているみたいな違和感がある。

　対話できない相手と、話し合いなんてできないんだ。

「……そうですね」

　だが、と少し落ち着いて考えてみる。

　それは、あくまでクレアと俺の間での価値観の違いだ。

　クリフの言う通り、改めて第三者を間に挟んでみれば、解決策はあるかもしれない。

　教皇は立場的に無理だ。間に立てば、貸し借りを作ってしまう。

　クリフも厳しい。彼はまだ、この国において何の立場もない。クレアは彼の言葉を聞いてくれないかもしれない。

　だが、まだ、相談できる人はいる。クレアに話が通じそうで、派閥間の貸し借りにならない人物。

　そうだな。教皇ではなく、先に、そっちに相談すべきだった。

「テレーズさんに相談してみます……猊下、申し訳ありませんが、誘拐の話はなかったことに」

「それがいいでしょう」

　教皇はそう言って、柔らかく微笑ほほえんだ。

「彼女は神殿騎士団の中でも、特にまっとうな考え方の持ち主です。きっと、あなたの力になってくれるでしょう……」

　教皇の言葉に俺は頷き、クリフはほっと胸を撫で下ろしていた。
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　翌日から、テレーズへの相談を始めることにした。

　が、少々問題があった。

　彼女は神子の護衛隊長だ。神殿騎士団の所属で言うと、盾グループの『中隊長ミドルリーダー』という位置づけになる。

　彼女は日頃から神子と一緒に暮らし、その身を守り続けている。

　その神子が日頃、何をしているかというと、特に何もしていない。神子は、教皇たちと同様、教団本部の中枢に軟禁状態になっている。以前は頻繁に外出していたらしいが、暗殺されかけたこともあって、現在は教団の用事がない限り、外に出ることはない。

　教団本部には神殿騎士や、神撃魔術や結界魔術の使い手が多数駐在しており、神子自身にも、専属の護衛が十人弱ついている。非常に安全な場所というわけだ。

　そんな神子と常に一緒にいるテレーズと会うのは、かなり困難だ。手紙は届かないし、呼び出しても出てきてはくれない。

　教皇に助けてもらえばよかった、と思うほどに。

　もっとも、無理というわけではない。

　教皇からの情報になるが、神子も年がら年中、部屋の中に閉じ込められているわけではない。

　何日かに一度、ほんの短い時間だけ、教団内の庭園に出ることだけは許されている。

　神子の自由時間だ。

　一般信徒にも開放されている庭園に出て、木々や花々を見たり、護衛たちと他愛のない話をしたり、たまにいる一般人から話を聞いたり……極めて狭い範囲でしか生きられない神子にとっての、唯一の楽しみが用意されている。

　そこを狙ってテレーズと会う。

　とはいえ、あまりあからさまに出待ちしていては、余計な疑いを持たれる。

　神子はＶＩＰだ。テレーズに用があるとはいえ、付け狙うような動きをすれば、当然のように神殿騎士に目をつけられるだろう。

　なので、俺はほぼ毎日、庭園に通うことにした。クリフの護衛として当然のような顔をして本部に顔を出し、当然のような顔をして庭園で過ごすのだ。

　表向きの理由としては、サラークの木が気に入ったから、ということにして。

　さらにキャンバスを持ち込み、絵を描いた。

　絵は一日では完成しないし、毎日通うための口実となる。

　その間にも、アイシャとギースには動いてもらった。

　アイシャは超特急で建物を探し、ギースは人を使い、ラトレイア家の使用人たちの行動を監視しつつ、ゼニスを捜索している。

　無論、まだ成果はない。

　そんなことをしているうちに、神子の休日とぶつかった。




「あっ、ルーデウス様！　今日もいらしていたのですね！」

　神子は俺の姿を見ると、すっ飛んできた。

「約束です！　エリス様の話を聞かせてください！」

　俺は望み通り、彼女にエリスの話をしてやった。

　エリスのエピソードは面白いものが多く、神子も嬉うれしそうに話を聞いていた。

　護衛は俺を警戒していた。彼らの仕事は、神子から不審者を遠ざけることにある。変な虫が近づいてこないようにするのが、彼らの役割だ。

　もっとも、俺は不審者ではない。クリフの友人であるという身元は割れているし、護衛隊長であるテレーズとも面識がある。

　神子との会話の後、テレーズに相談をした。

「ああ、そのことか……」

　彼女は、ゼニスが誘拐されたという件について聞き及んでいるようだった。

　真剣に相談に乗ってくれた。

「まさか、母様がこんな強引な手に出るなんてな……ともかく、もうすぐ休日があるんだ。その時にでも、私も母様と話しておこう。大丈夫、君が知らないうちにゼニスが別の男と結婚してることなんてないよ」

　テレーズは、ゼニスと同じぐらい大きな胸をドンと叩たたいて、そう言ってくれた。

　頼もしい。

「だが、私も騎士団に入る時に母様に大反対されてな。私の言い分に耳を貸してくれるかどうかはわからない」

「……貸してもらえなかったら、どうしましょうか」

「その時は、父様でも兄様でも、いくらでも相談できる相手はいるさ。任せてくれ」

　実に頼もしい。





　　　　★　★　★






　それから、何日か経過した。

　ゼニスはまだ見つからない。ギースの話では、使用人たちに怪しい行動をしている者はいないらしい。外で誰かと連絡を取るってこともなく、ラトレイア家以外の人間が頻繁に屋敷に出入りするという感じもない。むろん、ゼニスらしき人物が出入りしているということもない。

　ゆえに、ギースは、ゼニスはラトレイアの屋敷の中にいる可能性が高いと見ていた。

　アイシャの方はというと、傭よう兵へい団の支部となる建物の設置を完了した。商業区の端にあった酒場の跡地だ。アイシャは現在、そこに保存食や衣類などを用意する手配を進めている。

　俺はその建物の地下に、通信石版と緊急用の転移魔法陣を設置した。

　この転移魔法陣は魔力結晶を利用したシステムを用いている、俺の手持ちのスクロールと通じているが、一度しか使えない。

　まぁ、これは使わないだろうが。

　とにかく、通信石版を用いて、早速オルステッドに相談をした。

「──というわけです」

「なるほどな」

　オルステッドに今回の件を話すと、いくつかの情報と、ヒトガミの思惑の予想を教えてくれた。

　まず、神子の情報だ。

　神子。名前は無い。神子として教団に召し上げられた時点で、名前は捨てられた。以後は、表向きは要人として、裏向きはただの道具として扱われている。

　神子の能力は『記憶の閲覧』だ。彼女は他人の瞳を見ることで、記憶を見ることができる。

　そんな彼女の仕事は、審問。教団内部の審問や、国の裁判の時に呼ばれ、容疑者の記憶を見る。完全犯罪をしたはずの司教が、貴族が、神子一人の言葉によって断罪される。強力な嘘うそ発見器であり、その力は国王が証明している。

　枢機卿派が祭り上げ、教皇派が弱体化するわけだね。

　それにしても、記憶か。記憶を見る。見るだけ。

　だが、もしかするとと思う部分はある。神子ならゼニスの記憶を取り戻せるのではないか……と。

　オルステッド曰いわく、神子の能力は見るだけだから無理だろうってことだが……。

　でも、機会があったら、試してみてもらおうと思う。

　ただ、その神子の能力ってのは、部外者がちょいちょいと頼んで使ってもらえるものでもないらしい。神子の能力はミリス教団が、実際には枢機卿派が独占しており、使用するとなると許可が必要になる。

　王族だろうと、教皇だろうと、枢機卿の許可がなければ、神子の能力は使えないのだ。

　俺がちょっと仲良くなったからって、ラトレイア家まで出向いてクレアの嘘を暴いてくれ、とか言えるわけじゃないってことだ。

　ちなみに、この強力な能力の神子。彼女は、非常に儚はかない運命を持っているらしい。

　どのループにおいても、大抵は十歳前後で、長生きしても三十を迎える前に死んでしまうそうだ。

　運命的に見ても能力的に見ても、ヒトガミの使徒である可能性はゼロに近いとオルステッドは言った。

　それから、ラトレイア家に関してだ。

　ラトレイア家で現在成人しているのは、ゼニスを除いて四人。

　現当主、カーライル・ラトレイア伯爵。

　その妻、クレア・ラトレイア伯爵夫人。

　長男、神殿騎士エドガー・ラトレイア。

　四女、神殿騎士テレーズ・ラトレイア。

　長女であるアニス・ラトレイアは、バークラント侯爵家に嫁に行った。バークランド侯爵家は、ミリシオンの西の方、一日ほど移動した町にある。そのため、彼女は現在、ミリシオンにはいない。

　長男であるエドガーも同様。

　神殿騎士団の小隊長スモールリーダーとして、アニスと同じ町に赴任しているそうだ。

　当主であるカーライルは、神殿騎士団の大隊長ラージリーダー。

　かなり忙しい役職で、仕事中はほぼ宿舎に泊まっており、十日に一度ぐらいしか家に帰らない。

　テレーズは先日調べた通り、神子の護衛として、教団本部に寝泊まりだ。

　基本的には休日にも家に帰らない。つまり、屋敷は実質クレア一人で切り盛りしているというわけだ。

　クレアという人物について、オルステッドにも聞いてみた。

　クレア・ラトレイア。

　ラトレイア家の長女であり、生まれた時から頑固な性質で、家の教育で自分にも他人にも厳しい人間に育った。自分がこうと決めたことは決して曲げない性格は、死ぬまで変わらないらしい。

　夫であるカーライルは入り婿。

　子供は男が一人、女が四人。オルステッドの知る限り、特に歴史に名前を残すことも、大きなことをやるわけでもない、どこにでもいる普通の貴族の女。

　正々堂々とした人物を好み、犯罪を嫌う。

　強引に誰かを誘拐するような人物ではない、とはオルステッドも言っていた。

　さらに、ミリス教団の内部抗争についても詳しい話を教えてもらった。

　知っていたことではあるが、ミリス教団は教皇派と枢機卿派に分かれて争っている。

　分かれたのは三百年ほど前。それまでは経典にある「魔族は全て滅ぶべし」という文言に従い、ミリス教団は魔族を排斥していた。だが「いかなる種族もミリスの下に平等である」という文言を見たある神父が「魔族も平等なのでは？」と言い出したことで分裂。

　その後は、魔族迎合派と、魔族排斥派として争いを続けている。

　現在は、以下の状況だ。

　教皇派：魔族迎合派。現在の最大派閥。クリフの祖父が教皇。ミリス国内に住む平民や、教導騎士団の大半がこの派閥に所属。（通称：教皇派、迎合派、等）

　枢機卿派：魔族排斥派。神子を有している派閥。ラトレイア家等の古いミリス貴族や神殿騎士団の大半がこの派閥に所属。（通称：枢機卿派、神子派、排斥派、等）

　王族や聖堂騎士団は中立。

　四、五十年ぐらい前までは排斥派の方が勝っていて、ミリシオン内での他種族への風当たりが強く、大森林の連中とは、よく諍いさかいを起こしていた。

　けど、迎合派が獣族とのやや大きめの抗争を終わらせたことで、発言力が強くなり、迎合派の枢機卿が教皇の地位をもぎ取った。それからしばらくは迎合派が好き勝手やってたけど、神子が生まれ、排斥派がそれを擁立。排斥派の大司教が枢機卿に格上げされ、排斥派がまた逆転しつつある。

　そんな感じだ。

　最後に、ヒトガミの関与について。

　オルステッドが言うには、今のミリスにさしたる重要人物はいないそうだ。

　ミリスという国柄、どう転んでも、ラプラスが戦争を起こした時、魔族側につくことはない。

　ヒトガミにとっても、オルステッドにとっても、教皇派が勝とうが枢機卿派が勝とうが、どっちでもいいということだ。

　もっとも、俺の理想は、教皇クリフの誕生だ。

　それを妨害するためにヒトガミが何らかの行動を起こしている可能性もある。

　が、それにしては動きが妙だ。ゼニスをさらわせるという行動の意味がわからない。

　正直、ヒトガミの関与は低いと見ていい、らしい。

「迷ったなら、殺せ。思惑ごと潰せる」

　ってのがオルステッドの言葉。今回は、本当にそうしちゃおうかって気持ちになっている。

　ひとまずは、それだけだ。

　この程度の情報は、事前に仕入れておくべきだったな。

　まあ、今回のミリス行きは結構唐突だったし、ちょっと行って挨拶して帰ってくるだけだからと楽観視していたところもある。

　王竜王国の時には、もっとちゃんとしていこう。




　さらに数日後。テレーズが朗報を持ってきてくれた。

「母様がゼニスを監禁していることを暗に認めたぞ」

「おお！」

　テレーズは数少ない休日を利用して、クレアに会いに行ってくれた。

　そこであれこれと問い詰めたところ、配下を使ってギースを騙だまし、ゼニスを誘拐したことをそれとなく認めたということだ。

　そして、どこかにゼニスを監禁しているとも。

「だが、やはり母様の様子は少し変だったな……何かを隠しているというか、迷っているみたいだ。まさか本気で姉様の結婚まで考えているわけではないと思うけど……」

「なるほど……それで、監禁場所は？」

「いや、すまん、そこまでは聞き出せなかった」

　そこでテレーズは顔を曇らせた。

　彼女は、監禁場所を吐かせようとしたが失敗。その後、テレーズはゼニスを俺のところに返してやるように説得したそうだ。

　今のゼニスがどういう状況になっているかは知らないが、未亡人で心に異常がある女の相手を探す余裕なんてないだろう、とか。

　ルーデウスの凄すごさは実感できないだろうが、教皇にあっさりと面会を許されるほどの立場にいる男だから、もっと真面目に対応しろ、とか。

　そんな男が死ぬまでゼニスの面倒を見ると言ってるんだから、任せればいいじゃないかとか。

　だが、クレアは要領を得ない返答でのらりくらりと避けたらしい。

「最終的には、あなたはいつ結婚するのかって話に持っていかれて……すまんな。それを言われるとどうしても喧けん嘩かになってしまってな……」

「……」

　ギースからの、誘拐した後、動く気配はないという様子。

　隠しているというか、迷っているみたいな言動。

　オルステッドの、強引に誰かを誘拐する人物ではないという情報。

　やはり、何かあるのだろうか。

　……何かあるのだとしても、俺がそれを考慮する義理はないか。向こうだって、俺の事情を考慮しなかったんだから。

　ないがしろにしたのだから。

「まあ、ラトレイア家は私の相手も用意できないんだ。すぐにゼニスの結婚相手を見つけられるわけがない。そうだろ？」

「……え？　あ、はい、そうですね。まったくその通りです」

　よくわからん理論だが、テレーズがそう言うんなら、そうなんだろう。

「とにかく、母様はただ意固地になっているだけさ。次は周囲から固めていくよ。父様にも話を通しておいたし、兄様と姉様も地方から呼んだ。母様はあれでいて男を立てる人だからね。父様や兄様に言われれば、聞く耳ぐらいは持ってくれるはずだ」

「何から何まで……ありがとうございます」

「お礼なんていいさ。悪いのは母様なんだから」

　テレーズはうまく動いてくれている。なんでこんなに献身的になってくれるのかと思うほどだ。

　会ったことなんて一度や二度しかないのに……。

「だがもし君が私に礼をしたいというのなら、アスラ王国の貴族か騎士を何人か紹介……」

「テレーズ！　お話は終わりましたか？」

　話が一段落した頃、神子が寄ってきた。即座にテレーズが居ずまいを正す。

「ハッ、神子様！　任務中に私事で時間を取ってしまい、申し訳ありません」

「いいんですよ。エリス様の夫のことですからね。恩は返さねばなりません。ミリス様はいつも見ておいでですから」

　そうか、テレーズが俺を助けてくれるのには、エリスのこともあったな。

　エリスがやらかしたことで人に感謝されたのは初めてな気がする。

　よし、もう少し子供が大きくなったら、エリスも連れてこよう。




「神子様、そろそろお時間です」

「お部屋に戻りましょう」

「ルーデウス殿も、いつもお疲れ様です！」

　取り巻きの人たちも、最近は俺に対してゆるくなった。

　最初こそ、教皇派の人間につながりがあるということで、護衛が殺気立つことは何度かあったが、最近は特に突っかかってくることもない。

　あくまで警戒はされているようだが、一応は中立の立場にある、安全な人物だと考えてくれているようだ。

　いや、俺だって頑張ったのだ。

　あくまで神子を害しそうな素振りは見せず、また神子ということで変にかしこまることもなく、いつも面白おかしい話をして神子を楽しませたつもりだ。

　俺といると神子は常にご機嫌だし、己の自室に戻った後も、俺の来訪を心待ちにしているようだし……努力の成果だよ。

　それ以上に、護衛隊長テレーズが俺に親身になってくれているというのもあるだろうな。

　隊長があまりにも警戒していないから、警戒するのも馬鹿らしくなったのかもしれない。

　正直、もっと警戒してほしいと思う。

　こんな状態だと、簡単に神子を誘拐してしまえそうだ。

　しないけどね。

　……いや、でも、テレーズの働きかけも虚むなしく、ゼニスが帰ってこなかった場合。

　本当に追い詰められて、手段がなくなった場合。

　俺は、やる。

　神子の誘拐だろうが、ラトレイア家の襲撃だろうが、俺はやる。

　最終的には、ゼニスを優先する。そうでなくては、死んだパウロにも、妊娠しているシルフィを見てくれているリーリャにも、申し訳が立たない。

　それを踏まえ、神子とは目を合わせないようにしている。

　記憶を読むという彼女の能力で、相手の思考をどこまで読み取れるのかはわからない。

　見られたところで、俺が神子を誘拐するという選択肢を持っていることは、知られないかもしれない。

　知られるかもしれない。

　何にせよ、目を合わせなければ発動しないのは間違いない。

　護衛の中に、俺が神子と目を合わせないようにしていることに気づいた者はいないと思う。

　もしかすると、いるかもしれないが、教団内でも目を合わせるのを避ける者ばかりだそうだ。

　記憶を見られるのは、誰だって嫌だろうからな。

　目を合わせなかったところで、誰も不審に思ってはいないはずだ。

　誘拐するのは簡単だ。

　神子がいつも座る椅子の下、土の中にでも、転移魔法陣のスクロールを設置しておけばいい。

　作戦決行時、俺は護衛の目を盗んでその魔法陣に魔力を込め、神子を転移させる。

　俺の目の前で神子が消えるため、疑われはするだろう。

　だが、証拠はない。魔法陣を描いたインクは消え、紙だけが残る。

　一部の人間を除き、転移魔法陣が使われたのだとは気づきはしないだろう。

　転移魔法陣は傭兵団支部へと続いている。あそこには、傭兵団を動かしていくための食料や衣料品が詰まっている。そこでアイシャに神子を監視させ、交渉を進めていく形になるか。

　しかし、できる限りこの方法は使いたくない。

　神子警備の責任者であるテレーズにも申し訳がない。

　彼女は、本当に親身になってくれている。クレアの強引なやり方に、憤りを感じてくれている。

　説得のため、ミリシオンからやや離れた町に滞在している兄姉へも連絡を取ってくれた。

　近くにいるはずのカーライル卿がどう思っているかはまだわからないようだが……。

　何にせよ、テレーズは、本気でクレアを説得しようとしてくれている。

　神子が誘拐されれば、そんな彼女が責を負うことになるのは想像に難くない。

「テレーズさん。もし時間がありましたら、俺にもカーライル卿や伯父上、伯母上を紹介してください。挨拶はしておかなければならないでしょうし、今回の一件で俺の方からもお願いをしたいので」

「ああ、わかった」

　でも、それでも。いざとなったら、俺は動く。俺が汚名をかぶることでパウロやリーリャとの約束が守れるのなら、いい。

　だが、できればその前にテレーズにスジを通しておきたいな。テレーズの説得が無理だとわかった時には、せめて卑ひ怯きょうな手は使わず、真正面から堂々と護衛を打ち破って神子をさらいたい。

　準備していることとは真逆の感情だ。

「こんな立派な息子のいるゼニスより、私の相手を探してほしいものだよ……はぁ……」

　ぼやきながら立ち去るテレーズに、俺はもう一度、頭を下げた。

　俺はあんまり立派ではないです。





　　　　★　★　★






　さらに数日が過ぎた、朝。

　この国に来て、十四、五日ほどが経過しただろうか。

　ギースと、拠点設置を終えて捜索に参加したアイシャから、新たな情報が来た。

　昨日、服飾店の者が、ラトレイア家に出入りしたそうだ。

　アイシャが人を使ってそいつを締めあげたところ、花嫁衣装の注文があったため、家の中で女の採寸をしていたということだ。少々トウの立った、うつろな目をした女ということだから、ゼニスに間違いあるまい。

　さらに、クレアは昨日、執事を使って教団の誰かに裏で連絡を取っていたらしい。

　話の流れからすると、ゼニスの結婚相手を選んでいるのだろうか。

　となれば、もしかするとあまり時間がないのかもしれない。

　だが、焦ることはない。現在、テレーズの要請を受けて、ラトレイア家の長男と長女が、こちらに向かっている。先に届いた手紙の内容によると「いくらなんでも、喋ることもできない娘を結婚させることはないだろう」と言ってくれているらしい。伯父さん伯母さんがまともでよかった。

　カーライル卿とはまだ会えない。

　大隊長ラージリーダーということで、忙しい立場にいるのだろう。

　もっとも、テレーズ曰く「今のクレアのやり方を許す人ではない」ということだ。

　アイシャも、「当主様には優しくしてもらった」と憶おぼえていた。今回の一件でどういった意見を言うのかはわからないが、早く会いたいものである。

　当主を含めた家族全員が反対するとなれば、クレアとて好き勝手はできないだろう。

　いくら屋敷を切り盛りしているといっても、当主ではないのだ。何か動いていたのだとしても、時間の問題。詰んだ、と見ていいだろう。

　迅速に動いてくれたテレーズには、感謝してもしきれない。

　もしダメだったとしても、すでにゼニスの居場所はわかり、屋敷の戦力も把握している。

　テレーズに事前に言えば、屋敷の見取り図や監禁場所の予想ぐらいは出してくれるだろう。

　もっとも、当主が味方になってくれるのであれば、襲撃というレベルにはなるまい。ちょっと強引にゼニスを見つけ出し、クレアを糾弾する、という程度だろう。

　よかった。

　なんとか、ラトレイア家と俺の問題だけでカタがつきそうだ。

　クリフにも教皇にも迷惑を掛けず、クレア以外のラトレイア家の面々とツテも出来る。

　紆う余よ曲きょく折せつあったが、理想の形に落ち着きそうだ。

　うん。やはりあの場で暴れなくてよかった。ちゃんと周囲に相談して、こうやって外堀を埋めていけば問題なかったのだ。

　神子を誘拐する必要など、なかった。

　あの日の俺は、どうかしていた。物事を一発で打開できる道を探そうとして、突拍子もないことをしようとしていた。

　物事は一つ一つ地道に、だ。

　そうすれば、ほら、悪いヤツはちゃんと追い詰められているじゃないか。

　意趣返しはできないが、固執することもあるまい。

「……」

　なんて思いつつ、俺はいつも通り、教団本部の中庭へと赴いた。

　教団本部のサラークは、この十四、五日程度の間に散ってしまった。

　だが、俺の絵の中では満開だ。今日もピンク色の花びらを散らせている。

　そんな絵も、そろそろ完成する。自分でもヘタクソな絵だとは思う。最初の頃は、取り巻き連中にも、思う様に馬鹿にされた。

　けど、途中で絵に白いワンピースを着た神子の姿を追加してみたら、連中はコロッと意見を変えた。大賛辞の嵐だ。単純な連中である。

　神子も絵が完成したら欲しいと言ってきた。

　俺の絵でよければいくらでも差し上げよう。

　ついでに、裏でこっそり人形も作って贈呈しようと思う。考えてみれば、別に魔族排斥派の戦力をそいで教皇派の発言力を上げなくても、神子がツルの一声で「人形の販売を許可します！」と言えば、通る気がする。

　最初から魔族の人形を売るのではなく、人形を一つ一つ販売していけば、シリーズとして魔族のものも……。

　いや、やっぱ無理かな。神子にそんな権限はなさそうだし。

「……あれ？」

　ふと、庭園の入り口で違和感を覚えた。

　人の気配がする。

「……もう来てるのか？」

　いつもだと、俺が庭園に入ってから、しばらくして護衛が数名庭園内を見まわり、その後に神子が出てくる。

　この時間帯だと、誰もいないはずだが、すでに見回りを始めているのだろうか。それとも、別の誰かだろうか。

　庭園の中へと足を踏み入れる。

　すっかり花の散ったサラークの木。その近くに設置した、俺のイーゼルとキャンバス。

　人影はない。

　気配がしたと思ったが、気のせいだったか。

　よくよく考えるまでもなく、俺はルイジェルドみたいな目は持ち合わせていないからなぁ。

「ん？」

　一ヶ所だけ、俺の知らないものが置いてあった。

　イーゼルの上だ。イーゼルの上に、火のついたろうそくが置いてあったのだ。

　ポツンと。一つだけ。日の光の中でゆらゆらと揺れている。

　近づいてみると、地面に足あとが残っているのが見えた。

　足あとは一人分。サラークの木の裏へと続いている。木の幹の後ろに、誰か隠れているのだろうか。

「……テレーズさん？」

　俺は呼びかけながら、予見眼を開いた。

　返事はない。何か変だ。

「誰かいるのか!?」

　やや強い言葉を発しつつ、俺は魔導鎧マジックアーマーにも魔力を込めた。

　戦闘態勢。

　全方位に注意を配りつつも、サラークの木には近づかない。

　出てこないのであればそれでいい。距離を保ったまま、死角に届く魔術で攻撃する。

　あの木は神子のお気に入りだから傷つけないように……風魔術で。

　先手必勝。

「あれっ？」

　右手に込めた魔力が霧散した。

　何かがおかしい……と、思った時には、もう遅かった。

　大きくバックステップを踏もうとして、後ろの壁にぶち当たった。

　振り返ると、何もない。否いな、見えない壁があった。

「……っ！」

　咄とっ嗟さに足元を見る。そこには、朝日の中、うっすらと青白く光る魔法陣があった。

「……結界魔術か」

　見覚えのある結界魔法陣。

　魔法陣から外に出ようとすると、不可視の壁に遮られ、魔法陣の中で魔術を使おうとすると、魔術を霧散させられる。見覚えがある。

「王級の結界だ。ルーデウス君」

　声は、木の後ろから聞こえた。

　ゆっくりと出てくるのは、青色の鎧よろいに身を包んだ、一人の女性。

　本来ならゼニスによく似た顔の部分は、無骨な兜かぶとで隠されている。

　彼女だけではない。別の木の陰から、林の茂みから、続々と鎧姿の男たちが出てきた。

　オタサーの姫に群がる、オタクたち。

　別名、神殿騎士団。

　だと、思うのだが、その頭は変な形をした兜に覆われていた。

「悪いが……君が、神子様を誘拐しようとしているという情報が入った」

　あっけに取られる俺。騎士たちは結界の周りをぐるりと取り囲んだ。唯一居場所がバレていたテレーズが、俺の真正面に立ち、言った。

「よって、これより異端審問を始めさせてもらう」

　兜をかぶった男たちが鞘さやごと剣を地面に突き立てる。

　ザクリとガシャンの合わさった、奇妙な音が響き渡った。







第三話「ひっくり返して玉を拾う」




　こんにちは。ルーデウス・グレイラットです。

　今、ガラの良い連中に囲まれています。磨き上げられた青色の鎧よろいを身につけた、八人の騎士たちが、ぐるりと俺を囲んでいます。

　本日は彼らを一人ずつ紹介していこうと思います。

　まず、俺の正面にいる人物がテレーズ。

　テレーズ・ラトレイア。

　ええ、そうです。私の叔母で、ラトレイア家の人間です。魔族排斥を掲げる神殿騎士団において、ちょっと毛色の違っている人ですね。魔族と仲のいい俺を理解してくれている……というより、魔族とか人族とか、わりとどうでもいいと思ってるみたいな感じです。

　普段はほやっとした顔を俺に向けてくれますが、今はどんな顔をしているのでしょうか。

　兜かぶとで隠されていて、ちょっとわかりません。

　彼女の右隣から、時計回りに見てみましょう。

　テレーズの隣。

　髑どく髏ろを模した兜をかぶっている男。鎧の胸のあたりに傷があります。この傷には見覚えがあります。

　本名はわかりませんが、『スカル・アッシュ頭蓋骨の灰』と呼ばれていた騎士でしょう。

　兜も髑髏ですし、恐らく間違いありません。

　その隣。

　ミリス神聖国の街角に設置してあるゴミ箱のような兜をかぶっている男。

　彼は八人の中で、唯一、赤いマントを身につけています。この赤いマントのことを神み子こはとても気に入っており、よく彼のマントで汚れた手を拭いていました。

　そんな彼は『ダスト・ボックスゴミ箱』と呼ばれていたことを覚えています。

　さらに隣。

　のっぺりとした兜に『安らかに眠り給たまえ』という文字がびっしりと刻まれている男。

　身長はゆうに二メートルを超えているこの男。

　よく神子をその肩の上に乗せて、木の上の方になっている木の実を取らせてやっていました。

　その時に呼ばれていた名前は『グレイブ・キーパー墓守』

　四人目。竹たけ箒ぼうきを頭に乗っけたような兜。

　鎧に特徴はない。

　えーと……箒……掃除……。

　あ、多分『トラッシュ・スイーパー掃除人』と呼ばれていた奴です。

　残り三人。

　ぶっちゃけ見分けもつかないし、思い出せません。確か、『死』とか『墓』に関連した名前で呼ばれていたはずです。彼らは神子から名前を呼ばれるたびに、誇らしげに胸を張っていたけど……。

　確か、背筋が痒かゆくなるような中二病チックなコードネームだったはずです。

　ああ、そうだ。

　ブラック・コフィン黒い棺。

　ブリアル・ガーメント死装束

　コルテージ・ヘッド葬列の先導者

　こんな感じでしたかね。

　チーム名は……なんだったか……えーと。

「これより、異端審問を開始する！　審査長は『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』隊の隊長、テレーズ・ラトレイアが務める！」

「ハッ！」

　周囲の七人が、また剣を地面に突き立てた。

　そうそう『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』だ。

　前に、一度テレーズに教えてもらった。

「では、被告人に最初の質問を行う。異議のあるものは!?」

「異議なし！」

「異議あり！　即刻処刑すべし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議は却下とする！」

　あ、ダストさんがしょんぼりしてる。そうだね、これから調べようって時に調べずにやっちまおうって言っても、却下されるよね……でもてめぇ、覚えとけよ。

「被告人の名は、ルーデウス・グレイラット！」

　えーっと……ちょっと待ってほしい。

　状況が飲み込めない。誰か、前回までのあらすじを頼む。

　まかせろ、いくぜ。

　前回までのあらすじ！

　母ゼニスを救い出すため、神子と、神子の護衛隊長であるテレーズに根回しをしていたルーデウスだったが、ある日テレーズに会いにミリス教団本部に行くと、王級の結界に捕らわれてしまった。

　話によると、どうやら神子の誘拐を企たくらんだ異教徒として、疑われているらしい。

　と、自分で独白して現状確認。

　オッケー。俺は確かに、一時期、神子の誘拐を思いついたことはある。

　しかし、それは諦めて、今はテレーズに根回しして、ゼニスを返してもらうように交渉中だ。

　つまり、この状況はなにかの間違いだ。あるいは、誰かがデマを流したか、だ。

　俺が誘拐について話した人物は、そう多くない。アイシャ、ギース、クリフ……教皇もか？

　この中で一番可能性が高いのは教皇だろうな。あるいは、ギースがすでに捕らえられていて、拷問の末に吐いてしまった可能性もある。

　……アイシャは無事だろうか。

「審問を開始します！　被告人ルーデウスは、質問には正直に答えるように」

「……はい」

　状況はわからない。

　こういう時は、ひとまずは落ち着くことが大事だ。

　ここで暴れるのは、ここまで積み重ねてきたことをおじゃんにしかねない。

「被告人ルーデウス・グレイラット。あなたは、魔族が悪ではないという図書を配布し、信徒たちの心を惑わせていますね？」

　それも調べたのか。まぁ、教皇も知っていたしな。データベースにあるのだろう。

「いいえ」

「正直に答えてください。調べはついているのですよ？」

「配布じゃありません、ちゃんとお金をとってます」

「でも、本とは思えないほどの格安な値段で」

　そりゃ、格安だと思うよ。多数に行き渡らせることが目的だしね。

「テレーズさんも知っての通り、俺は──」

「被告人は質問以外に答えることは許されていません」

　そう言わずに聞いてほしい。俺が、理わ由けあってルイジェルドをヨイショしているということを。

　いや、テレーズだって知っているはずだ。

　以前にも、話したはずだ。

「被告人ルーデウス・グレイラット。あなたは魔族を崇拝し、それを神として崇あがめていますね？」

「……」

　あ、これ、ハイって答えちゃいけないやつだ。

「いえ、私は神を信じていません」

「嘘うそ！」

「被告人は嘘をついている！」

「嘘だ！」

「嘘です！」

「嘘だ！」

「被告人の言葉は嘘だと判断します！」

「嘘だね！」




「過半数により、嘘と断定します」




　断定された。

　多数決なんて、ずいぶんと民主主義的じゃないか。でもそうだな。異端審問なんてそんなもんか。

「最後の質問です。被告人ルーデウス・グレイラット。あなたは、我らがミリス教団の象徴たる神子の誘拐を画策しましたね？」

「いいえ。冗談めかしてそのようなことを口走ったことはありますが、画策には至っておりません」

　確かに、口走った時は冗談じゃなかったが……。

　でも、実際には用意すらしていない。話半分……冗談で終わった話だ。

「嘘！」

「被告人は嘘をついている！」

「嘘だ！」

「嘘です！」

「嘘だ！」

「嘘だと判断します！」

「嘘だね！」

　ですよね。なんか逆に面白くなってきた。

　絶対に笑ってはいけない異端審問とかやってみたい。

　普通の質問に対してありえない嘘を言って、笑ったヤツの頭の上にタライが落ちてくる感じで。

　でも、これが最後の質問なんだよな……。

「過半数により、嘘と断定します」

　テレーズの厳かな言葉と同時に、他七人が、また剣を地面に突き立てた。

　威圧感が凄すごい。

　もし、この一ヶ月ほどで彼らの中身を見ていなかったら、ブルってしまっただろう。

「審問の結果。被告人ルーデウス・グレイラットを異教徒と認定します！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議あり、こんな裁判には付き合っていられねぇ！　オラは帰って稲刈りをしなきゃなんねえだ！」

「……異議なし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

「異議なし！」

　途中で口を挟んだら、ちょっと睨にらまれた。ごめんな、トラッシュさんの番だったね。

「以上で異端審問を終わる。被告人には『術奪い』の刑を執行する！」

「それ、死刑の一種ですか？」

　答えてはくれないだろうと思いつつ、一応聞いてみる。

「いいえ……命は取りません。両手を切り落とし、二度と魔術が使えぬよう、結界を編み込んだ布で封印し、その上から土魔術で固めさせてもらいます」

　答えてくれた。

　まぁ、お互い手出しできないこの状況で、どうやってやるつもりなんだと思うところだが……。

　閉じ込めたのは向こうだ。

　その後の攻撃方法ぐらい、いくらでも用意しているだろう。

　しかし、術奪いか。両手を切り落として、結界で封印。さらに腕をコンクリ詰めにして二度と手を使えなくする。

　魔術も、剣術も奪う……ゆえに『術奪い』ってことかな。

　そんなことをされたら、おっぱいが揉もめなくなるな。

　また義手の世話になることになっちまう。ザリフの義手は、感触は悪くないが、揉まれるほうはあんまりよくないらしいし。やっぱり、手は柔らかく、温ぬくもりがないと。

「テレーズさんは、人の趣味を奪うつもりですか？」

「……人を殺すのが趣味なのですか？」

　えぇ……そんな風に思われてたの……？

　両手が自由なら人を殺すって……むしろ逆なのに、作るほうが好きなのに。

「いいや、両手がないと妻を抱きしめるのもままならないでしょう？」

「は？　なんですって……？」

「え、あ、あの、妻を抱きしめるのが……楽しみ、です」

「チッ」

　恥ずかしいことを二度も言わされた挙句、凄い舌打ちされた。なんなの……。

　まあいい。俺だって、捕まってエロ同人みたいなことをされるのはごめんだ。

「何にせよ、あなたたちは俺を逃がすつもりはないということですね？」

「その通りです」

「今の冗談みたいな裁判は、遊びじゃなくて本気だったってことですね？」

「その通りです」

「神子様を呼んでいただければ、身の潔白が証明できるのですが……確か、審問の時は神子様がいらっしゃるんですよね？」

「七人以上の神殿騎士には、簡易審問にて異教徒を断罪する権限が与えられる」

「つまり、神子様を呼んでくださるつもりはない、と」

「その……通りです」

　テレーズの顔色は兜でわからないが、声音は少しだけ震えていた。

　やりたくてやっているわけではない、彼女も不本意だ……ってところか。

「今まで俺によくしてくれたのは、みんなこの瞬間のための演技だったってことですか？」

「いいえ、私たちも神子様も、あなたを受け入れていました。裏切ったのは、ルーデウス君、キミだ」

「俺は裏切ってなどいません。テレーズさんを信用して相談したし、あなた方が大切にしている神子様とも仲良くやってきたつもりだ」

「……」

　答えない。俺の言葉に聞く耳なんて持ってないってことか。

　それにしても……はぁ……残念だ。実に残念だ。

　今回、俺は本当に裏表なく付き合ったつもりだった。はやる心を抑えて、自分を殺して、地道だけど確実な手でゼニスを取り戻そうとしたつもりだった。

　なのに、こうなってしまうか……。

「テレーズさん、母さんはどうなりますか？」

「……私が、責任を持って母様を説得します。今回のこととそれは、無関係ですので」

　ふむ。さっきの声の震えに加えて、この答え。

　やはりテレーズの独断専行ってわけではないのかね。

　教皇か、あるいは枢機卿あたりの画策かな？

　宮仕えの辛つらいところだね。

「俺は確かにミリス教徒じゃないし、教皇ともつながりはありますが……そんなのはあなた方だって最初から知ってたことでしょう？　それを今さらになって──」

「質問は、以上ですか？」

　もう終わりだと言わんばかりの冷たい声。

　答えてくれる気配はない。元々問答などするつもりはなかったのだろう。

「最後に、俺の情報は『夢に出てきた神のお告げ』によるものですか？」

「違います。ある信用できる筋によるものです。我々はそのような得体の知れない者の言葉は信用しない」

「その夢の神様が、ミリスを名乗っても？」

　そう言った瞬間、周囲が大声を上げて抗議してきた。

「ミリス様はお告げなどなさらない！」

「だからこそ、神なのだ」

「たとえお告げをなさるとしても、我々のごとき矮わい小しょうな者が頂けるものか！」

「神子様が先だ！」

「そうだ！　神子様にお声を掛けぬのなら、もはやそれはミリス様ではない！」

「ミリス様こそが神だ！」

「神を騙かたる者は悪魔だ！」

　周囲の声を聞いて、テレーズは誇らしげに言った。

「その通りだ。皆、よく言った……ルーデウス君。我々の信仰は、絶対だ」

「……それを聞いて安心した」

　ひとまず、この気の良い妄信者たちの中に、ヒトガミの使徒はいない。

　みんな、敬けい虔けんなミリス信徒だ。それが聞けただけでも十分だ。

「……」

　俺はローブの袖を払うように両手を広げた。

　バッ、と自分でもかっこいいと思えるような音が響く。左手の先には、こういう時に備えた装備がついている。

「『腕かいなよ、吸い尽くせ』」

　俺の魔力を通した吸魔石が作動し、足元にあった結界が、音もなく消失した。

　神殿騎士たちが目を見開く中、俺は言った。

「じゃあ、喧けん嘩かしましょうか」





　　　　★　★　★






「総員！　散開しろ！」

　テレーズの一言で、神殿騎士たちが飛び退しさった。

　距離を取る神殿騎士に対し、俺はサイドステップを踏みつつ、両手で岩砲弾ストーンキャノンを生成。

　速度と硬度はそこそこ。急所に直撃すれば死ぬだろうって程度。

　射出。

　まず狙うのは……お前だ、ダスト・ボックス！

「サポート！」

「ぐっ！」

　ダストに向かった二つの岩砲弾ストーンキャノンは、両脇から飛び込んできた別の神殿騎士に弾はじかれた。

　彼の手には、半透明の膜のような盾、初級の結界魔術『マジックシールド』だ。

　……あれ、本当に初級か？　初級に弾かれたのか？

「ダスト、グレイブ、スカルは右翼！　トラッシュ、コフィン、ブリアルは左翼！　コルテージは私と遊撃！」

　逆側の三人から、一斉に魔術が飛んできた。

　火と水と土。三つの属性が同時に……だが、関係ない。

「『腕かいなよ、吸い尽くせ』」

　吸魔石で魔術を分解しつつ、カウンターで岩砲弾ストーンキャノンを放つ。

　が、これも弾かれる。攻撃に加わらず、予あらかじめマジックシールドを構えているヤツに弾かれた。

「──小さな燻くすぶりが巨大なる恵みを焼きつくさん！　『火炎放射フレイムスロワー』！」

「────勇壮なる氷の剣を彼かの者に叩たたき落とせ！　『氷霜撃アイシクルブレイク』！」

　同時に、逆側から魔術が飛んでくる。

　火と水。違う！　一人が地面に手を置いている。三種類だ。土槍アースランサーかっ！

「『腕かいなよ、吸い尽くせ』！」

　火と水を吸魔石で同時に分解。同時に、土槍アースランサーの発生地点に泥沼で上書きして、無効化。

　いかん、一手遅れた。カウンターが撃てない。

　だが足は動く。俺は咄とっ嗟さにバックステップを踏んで、逆方向から飛んできた魔術を回避した。

　魔術は一つ。

　火属性のみ。規模を見るに『火球ファイアボール』か？

　一つ？　そっちの方向に敵は三人いた。なぜ三つじゃない？

　考えているヒマはない。俺は左翼右翼の両方に向けて、両手を向けた。

「『岩砲弾ストーンキャノン』！」

　バックステップで距離を取ったせいか、よく見えた。

　左右に展開している神殿騎士はそれぞれ三人ずつ。

　そのうち、二人ずつが半透明の盾を持ち、俺の岩砲弾ストーンキャノンの射線に飛び込んでいる。

　弾いた。先ほどよりも速度と質量を乗せた岩砲弾ストーンキャノンだが、あっさりと弾き飛ばされた。

　あれも見覚えがあるな。水神流の技だ。魔術の盾でも応用できるのか。凄いもんだな。

「大地の精霊よ！　我が呼び声に応え、大地より天を突け！　『土槍アースランサー』！　」

「雄大なる水の精霊にして、天に上がりし雷帝の王子よ！　勇壮なる氷の剣を彼の者に叩き落とせ！　『氷霜撃アイシクルブレイク』！」

　時間差で、盾を構えていないヤツが魔術を放つ。無論、俺はそれをレジストできるが……さて、どうする。

　敵は左翼・右翼で三人ずつに分かれている。

　三人のうち、二人がそれぞれ結界魔術を使い、俺の魔術を逸そらす。

　俺は魔術を同時に二つしか撃てないから、盾は二つでいい。三人目は自分の方に魔術を撃たれた時はカウンターで魔術を放つ。

　魔術を撃たれなかったチームは、攻撃されなかったとわかった瞬間に盾を解く。

　そして、無防備に横っ腹を見せている俺に対し、三人で一斉に魔術を放つ。

　三つの属性を使ってきたのは、俺が二つしか魔術を使えないことを知っているからだろう。

　吸魔石で同時に無効化できることを知らなかったのは、向こうの情報不足かね。

　最初に片側からしか魔術が飛んでこなかったのは、恐らく距離の問題だ。

　あそこなら、踏み込めば接近戦に移れた。魔術詠唱の隙すきをついて殴ることも可能だったはずだ。

　盾を持たない残りの一人は、接近戦への対応も担っているのだろう。

　でも、俺が安全圏にいるうちは動かない、と。

　……よく考えているな。じゃあ、こういうのはどうだ？

「『火球ファイアボール』」

　わざと大声で叫びつつ、魔力を込める。直径二メートルほどの大きさの火球ファイアボールを二つ生成。

　大きさ、熱量は上級並み。だが、速度は岩砲弾ストーンキャノンに比べ、遅い。

　ふわりと、スローボールかと思えるほどの速度で。

　両翼へと放つ。

「サポート！」

　盾を持った二人の騎士が前に出てくる。だが、マジックシールドには弱点がある。

「『乱魔ディスタブ・マジック』！」

「!?」

　乱魔ディスタブ・マジックにて、騎士の盾が掻かき消えた。

　左翼側、二人同時に。

　結界魔術は、ほとんどのモノは発動中に魔力を消費し続ける。それは、初級の魔力障壁でも変わらない。

　つまり、詠唱中でなくとも、乱魔ディスタブ・マジックが効く。

　右翼は防がれるだろうが、なぁに、各個撃破だ。

「……っ！」

　と、思った瞬間、真後ろから何かが飛んできた。

　咄嗟に振り返りつつ、右手を振り上げて防御する。ガァンとでかい音がして、俺の目の前で何かが粉々に砕け散った。

　茶色の岩石が、顔に降りかかり、破片となって後ろへと飛んでいく。

　肘のあたりに衝撃が残っている。

　これは、岩砲弾ストーンキャノンだ。相手に使われたのは初めてかもしれない。

「ルーデウスは両手で一つずつ魔術を使う！　二人が対処し、一人が攻撃すればお釣りがくる。一人も抜かれるな！」

　テレーズともう一人が、いつのまにか俺の真後ろへと移動していた。

　今のは、もう一人が放った魔術か。

「……」

　気づけば、包囲は完成していた。

　最初に後ろに下がったのは失敗だったか。

　いや、接近戦に対しても、何かしらの対抗策があったと見るべきだろう。

　先ほど、火球ファイアボールを受けた騎士たちも、鎧から煙は出ているが健在だ。

「ルーデウス君。我々は神殿騎士団の中でも最も強い。君に勝ち目はないよ」

「そうなんですかね？」

「ああ、この十数日の間に、君の戦い方については調べさせてもらった。有名だったお陰で、対策はすぐに立てられたよ」

　ふむ。なら、なぜ剣を抜かないのだろうか。俺が弱いのはどちらかというと接近戦だぞ。

　いや、現状、俺の魔術を回避できているのは確かだ。

　無論、俺にはまだまだ手が残っている。それを警戒して、接近戦を挑んでこないという可能性はある。

　完封している現状を見るに、効果的であると言える。

　そのまま消耗戦を挑むというのならリサーチ不足と言えるが、背後も取った。

　何か策があるのだろう。

　なら、俺も、次の手を打たなきゃいけない。

「ルーデウス君、投降してくれ！　先に言っておくが、君の得意とする魔術への対抗策はある！　左手の魔道具は想定外だったが、それももう見切った！」

「ほう」

「庭園の入り口は結界魔術にて封鎖した！　しばらく助けも来ない！」

　そうか。そこまで言うなら、完璧なんだろうな。

　俺を捕らえるために、きっちりと作戦を立ててきたんだろう。

　生半可な戦法では打ち破れないように。

　綿密に。

　それを打ち破るために、いろいろ試してみるのもいいだろう。だが、その結果として負けては、目も当てられない。

　俺は手加減できるほど、強くないんだ。

「……『泥沼』」

　だから本気を出そう。







★ テレーズ視点 ★




　ルーデウスの呟つぶやきと同時に、足元がぬかるみにハマった。

　この魔術も情報にある。ルーデウス・グレイラットの代名詞と言われる魔術『泥沼』だ。

　本来なら、相手の足元に皿ぐらいの大きさの沼を作るだけの魔術。

　だが、さすが、代名詞といわれるだけあって範囲は広い。この広い庭園の、見える範囲の全ての地面が泥の沼と化している。神子様の大好きだったサラークの木や、バルタの木、ピーリスの木がずずっと音を立てて傾かしいでいる。

　だが、こんなもので我々の足を止めることはできない。

　すでに、トラッシュがレジストのための詠唱を始めている。

「……『濃霧ディープミスト』」

　ルーデウスの呟きが聞こえた途端、周囲が一瞬にして白い霧に飲み込まれた。

　まずい！

「各員警戒しろ！　沼で足を止め、霧にまぎれて各個撃破を狙ってくるぞ！」

　次の瞬間、地面が紫電を帯びた。

　遅れて、パァンと何かの破裂する音が聞こえ、キンと耳鳴りが残る。

「うろたえるな！　鎧に施した付与で、『電撃』は効かない！　ヤツの逃亡には気を配れ！　一気に抜けてくるぞ！」

　霧の中から「了解！」という声が聞こえる。

　大丈夫だ。情報によると、ルーデウスの近接戦闘能力は決して高くはない。

　だが、ルーデウスは電撃や岩砲弾ストーンキャノンなど、いくつか気をつけるべき魔術を使う。

　どの魔術も一級品だ。まともに喰くらえば、油断できる相手ではない。

　だが、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』は、全員が上級以上の剣士であり、結界魔術上級、四種魔術上級の腕を持っている一流の神官戦士だ。

　単体でも強いが、多対一で相手を抑え込む訓練は、いやというほどやってきた。

　私はせいぜい水神流中級だが、そばに控えているコルテージ・ヘッドは水聖である。いかにルーデウスが帝級の力を持つ魔術師と言われていても、この包囲を突破することは容易ではない。

　私の戦術は間違っていない。

「──『泥沼』をレジスト、いきます！」

「『流砂サンドウェイブ』！」

　コルテージの声とズレるように、トラッシュの声が聞こえた。

　足元のぬかるみが砂へと変化していく中、埋もれないように足を引っこ抜く。

　すまんな、ルーデウス君。『泥沼』は『流砂サンドウェイブ』で上書きできる。

　これは、魔法大学でも教えてもらわなかったはずだ。混合魔術のレジストについては、まだまだ研究途上だからね……『泥沼』を真っ向からレジストされるのなんて初めてだろう？

　君が何を企んでいたかわからないが、これでチェックメイトだ。

　もちろん、私たちだって、君が本当に神子様を誘拐しようとしているなんて思っていたわけじゃない。

　君は本当に、神子様を楽しませてくれた。ゼニスを本気で心配して、私に相談してくれた。

　本当にそれだけだったというのはわかる。

　けど、仕方ないじゃないか。枢機卿からの命令なのだから。

　情報の真偽はともかく、私たちはそれに従うしかないんだ。

　ダストだけは、やっぱりアイツは神子様のことが好きだったんだ、と息巻いていたけど……。

　せめて、命は奪わないようにと進言はした。

　その進言も通った。枢機卿は神敵に対し、両手を奪うだけという、寛大な処置でいいとおっしゃられた。ゆえに、剣も毒も使わない。

　大丈夫だ、ルーデウス君。

　君はまだ若いが、いいお嫁さんをもらったんだろう？

　なら、エリス様に支えてもらえば、腕をなくしても生きていけるさ。

　それに、君は龍神の配下だって話じゃないか。龍族は不思議な術を使うと、子供の頃に聞いたことがある。もしかすると、私たちの封印を解き、両腕を治せるかもしれない。

　私たちも、自分たちの目の届かないところで君が何かをしたって、気にはしないさ。

　それに、ゼニスのことだって、なんとかしよう。

　さっきも言ったが、それとこれとは別問題だからね。

「──『濃霧ディープミスト』のレジスト、いきます」

　コルテージの声で、思考から浮かび上がってくる。

　それと同時に、ふと、違和感が襲った。

　何かおかしい。

　何がおかしい？

　……何もしていない。

　そうだ。ルーデウスは、濃霧ディープミストを使ってから、一歩も動いていない。走ったり、魔術を使ったりすれば音の一つもするだろう。しかし、一メートル先すら見えない霧の中では、何の物音もしない。

　最初の『電撃』以降、何も。

　もしかして、すでに逃げられたのか？

　あの泥沼と濃霧ディープミスト、電撃は我々の足を止めるための布石。

　別の魔術を使って、すでにこの──。

「──『強風ウインドブラスト』！」

　風魔術が発生し、一瞬にして霧が晴れた。

「……」

「……」

「…………え？」

　私たちは、全員が目を疑っていた。

　濃霧が吹き飛んだ中、私たちの包囲の中央にいたのは、ルーデウスではなかった。

　破れたスクロールの上に立つ、何か。

　巨大な……岩の。

　人形？

　甲かっ冑ちゅう？

「……召喚魔術？」

　ふと思いついた言葉をぽつりと呟いた、次の瞬間。

　巨大な鎧が動き出した。

　その巨体からは想像もできない、凄すさまじい速度で。







★ ルーデウス視点 ★




　最初に打ちのめしたのは、ダストの一団だ。

　霧が晴れた瞬間を狙って急接近。奴らはあっけに取られており、対処が間に合わない。

　さらに予見眼で奴らの盾の位置、足運びを確認しつつ、一発、二発、三発。

　防御はしただろうが、あっさり貫通した。

　鎧をひしゃげられながらぶっ飛んでいく。

　無論、手加減はした。意識を刈り取っただけだ。死にはしないだろう。

　三人を潰つぶすと同時にガトリングを作動。

　右後方に振り向きつつ、腕を振った。ブーンと蜂の羽音のような音が響き、岩砲弾ストーンキャノンの線が薙ないだ。

　三人の足が鎧のレガースごと、小枝のように叩き折られた。ちぎれてはいない。

　急所にも当たっていないし、死んでないだろう。

　だが動かれても困るため、頭に岩砲弾ストーンキャノンをぶち込み、気絶させた。

　あと二人。

　俺はオルステッドに教えてもらったステップを踏みながら振り返る。背後から攻撃してくる敵に肉薄するための、回避を織り交ぜたステップ。攻撃をされている感じはしなかったが、念のため。

　止まった時、テレーズは目の前にいた。

　唖然として俺を見ている。

　もう一人が、彼女を守るように剣を抜き放つ。

　が、遅い。

　遅すぎる。エリスなら、こいつの抜刀までに十回は斬りつけてきているであろう。

　この『一式』に乗った時、俺はそれに対応できる。そういう訓練をしてきた。

　剣が抜かれる前に、俺の拳は振り抜かれていた。

　最後の一人は声も出せずに吹っ飛び、教団本部の壁面に叩きつけられて気絶した。

　テレーズは、それでもまだ呆ぼう然ぜんとしていた。

　兜のせいで表情がわかるわけではないが、その佇たたずまいは見覚えがある。

　何が起きたのかわからないって時、人はそういううろたえ方をする。

「な、なん……」

　俺は彼女に対し、今まで動いてくれたせめてもの敬意を表し、拳ではなく岩砲弾ストーンキャノンにて気絶させた。




　終わった。




　やはり魔導鎧マジックアーマー『一式』は圧倒的だった。

　相手の攻撃はまったく受け付けず、こちらの攻撃は相手の防御をあっさりと貫通した。

　大人げない、とまで思ってしまう。

　周囲には、テレーズほか神殿騎士たちが転がっている。誰も死んではいない。

　ヒトガミの使徒じゃない人間は、できる限り殺したくない。

　そういう俺ルールだ。今回は余裕もあったしな。

「はぁ～……スッキリした」

　最近、フラストレーションが溜たまってたせいか、やけにスッキリした。

　やっぱり、定期的に暴れないとダメだな。エリスを参考にして……いや、あれは暴れすぎだ。

　しかし、この後どうしよう。

　こうなった以上、神殿騎士団は完全に敵に回るだろう。

　そもそも、誰が裏切ったんだ？

　誘拐の話を知っているのは、俺とギース、アイシャ……あとはクリフと教皇か？

　クリフの家にいた少女もそうか？

　まず、アイシャは絶対にないな。彼女が裏切ったのなら、こんなことしなくてもいい。

　お兄ちゃーん、おんぶしてー、って甘えて、俺が背中の胸の感触を楽しんでいる間に、喉でもかっ切ればいい。いやもう、飲み物に毒でも仕込んでおくだけでいい。あのね、お兄ちゃんのために特製のドリンクを作ったの……って言えば俺はイチコロだ。

　クリフとギースもないだろう。あいつらだって同様だ。回りくどい方法を使うまでもなく、俺の背中は取れるはずだ。

　なら、教皇か？　このタイミングで教皇が俺を消す？

　何の得がある？

　いや、逆か。単純に俺という駒を神殿騎士団にぶつけたかったのかもしれない。

　教皇側から見ると、味方になるといって、結局味方にならなかった。チラチラうぜぇと思われ、こんなことを画策したのかもしれない。

　こうして護衛の人たちが出張っている裏で、教皇の息のかかった連中が神子を誘拐しているとか。

　待て待て。テレーズは信用できる筋からの情報と言った。

　彼女にとって、教皇は信用できる筋か？　ノー。教皇は敵だ。信用できない筋だろう。

　そもそも、誘拐というのが偶然の一致なだけという可能性もある。

　俺が神子を誘拐するという嘘を、誰かがでっちあげたのだ。

　待て。偶然と考えるより、ヒトガミの仕業と考えたほうがいいな。

　今回も、ヒトガミの使徒が俺の見えないところに潜んでいる可能性だ。

　うん、誰かが裏切ったと考えるよりは、そっちの方がわかりやすいし、確率も高い。

　ヒトガミの意図？　どうせ未来を見て決めてるんだろうし、わかんねぇよ。

　大体悪いことは全部あいつのせいだ。

「……」

　こんな現状では、犯人はわからない。考えるだけ無駄だな。

　問題は、そこじゃない。

　問題は、このままだと敵が出来るってことだ。

　現在、神子がどうなってるのかはわからないが、護衛の神殿騎士団はこのザマだ。

　ここから、枢機卿派の動きは推測できる。まず、『神子誘拐未遂』で、俺を逮捕だ。そこから芋づる式に、俺を連れてきたクリフと、クリフの祖父である教皇を攻撃。

　あれ？

　そう考えると、教皇が仕組んだわけではないのか？　枢機卿か？

　いやだから、犯人探しはいいんだって。このあと、どうするかだ。

　でも、どうしたものかね……。

　もう、皆を連れて、この首都から逃げ出しちゃおうかな？

　いや、ゼニスはどうする？　ゼニスを置いていくわけにはいかない。今からラトレイアの屋敷に行って、ゼニスを救出して……いなかったら？　こんな作戦をしてる間に、ゼニスを別の場所に移動させてたら？

　そのまま、ミリス神聖国を滅ぼすまで騎士団と戦う？

　それこそ、ヒトガミの思うがままだ。

　まぁ、いいか。それでも。やっちまおうか。

　ひとまず、今からアイシャとギースとクリフを避難させる。

　ラトレイア家に行って、ゼニスを回収する。いなかったら、適当に城の方まで行って、王族でも捕まえて、人質交換を要求しよう。

　もういい。それでいい。考えるの、疲れた。

「……あ」

　ふと、声がした。

　見ると、泥沼で歪ゆがんだ光景となった庭園の端。

　中枢に続く、特殊な鍵がないと開けられない扉の前に、一人の少女が立っていた。

　鍵を持って立っていた。ぽつんと一人で立っていた。

「……」

　彼女は俺の眼を見ていた。

　咄嗟に逸らそうとしたが、すでに遅かった。

　彼女は全てを見透かしたような顔をして微笑ほほえみ、そして何かを求めるように、俺に向かって両手を広げた。

　俺はそれを見て悟った。

　それはただの勘だったのかもしれない。
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　だが、決断は早く、行動も迅速だった。







　俺は神子を拉致した。





第四話「強気交渉」




　毒を食らわば皿まで、という言葉がある。

　毒を食ってしまったなら、その皿も食っちまおうというものだ。

　この格言が出来た当時は、硬く焼いたパンを皿代わりにしていることが多かった。硬く焼いたパンは、乗せられた肉などのメインディッシュで味がついており、ちぎってスープなどにつけ柔らかくして食べる。

　皿まで、というのは、つまり完食を意味する。

　出されたものは毒であろうが全て食べる。ごちそうさまの精神である。

　嘘うそである。

　本当は、どうせ死ぬ運命にあるのだから、いっそ普段食い慣れていないものを食って死のう、という前向きな精神のことを指す。皿なんて普段は食べないからな。磁器を食って胃袋が破裂して死ぬのも、毒が回って死ぬというのも、変わらないという意味である。

　これも、もちろん嘘だ。

　さて、現在、俺はアイシャが傭よう兵へい団の事務所用に用意した物件の一つにいる。

　商業区にある、廃業した酒場の地下だ。

　周囲には保存食の入った樽たるや、加工前の黒いコートがズラリと並んでいる。

　ここには、転移魔法陣のスクロールを用いて移動した。

　双方向通信の転移魔法陣。こんなこともあろうかと設置しておいたものだ。

　そして、目の前には一人の女だ。普段は幼い仕草をしているぶりっ子。

　実年齢は二十歳を超えているであろう女。

「なかなか、趣のあるところですね」

　神み子こが女の子座りしている。

　特に手足を縛っているわけではないが、埃ほこりっぽい床に、すとんと座っている。

　結局、俺はあのまま、神子を連れてここまで来てしまった。

「どういうつもりですか？」

「何がですか？」

「あんなタイミングで出てきて、逃げもしないだなんて……」

　思えば、神子はタイミングよく出てきた。まるで出待ちでもしてたかのようなタイミングだった。

　そして、おとなしく捕まった。完全無抵抗だ。

「……出てきたのは偶然です。私は、あのような争いがあるとは知らされていなかったので……外に出たら、庭園が霧で覆われていてビックリしました」

　その割には、判断が早かった。

「嘘でしょう？」

「はい、嘘です。本当は、世話係の人の記憶を読み、テレーズたちがあなたに何かするとわかったので、出てきました」

「ほぉ……俺を助けに来てくれたと？」

「はい。それで、外に出て、あなたの目を見て、すぐに何があったか悟りました」

　目と目が合う瞬間、記憶が読める。

　魔導鎧マジックアーマーごしによく見えたなと思うところだが、神子の不思議能力なら、そんなもんか。

　ザノバの怪力の秘密だって、わかってないんだ。

「私は、あなたの味方です。力になりたいと思います」

「……」

　俺は無言で神子に指先を向けた。

　毒を食らわば皿までだ。さらってしまったのなら、仕方がない。もう計画も何もない。動かなければならない。

　こちらのカードは二枚。俺と、こいつだけだ。

　そう認識した上で、最悪の状況を想定してみよう。

　教皇は敵、枢機卿も敵、テレーズも敵、クレアも敵。みんなヒトガミの手先で、クリフ、アイシャ、ギースはすでに捕まっている。神子を誘拐してからまだ一時間ぐらいしか経過していないが、すでに神殿騎士も動いている。転移の瞬間は誰にも見られていないと思ったが、実は見られており、神殿騎士団は今まさにこちらに向かっている。

　魔導鎧マジックアーマー『一式』は、送還用の魔法陣を用意している暇はなかったので、泥沼で地中に沈めておいたが、すでに掘り出されて確保されている。

　それぐらいが、最悪の状況だろう。

　最悪すぎて、そこまでいくとどうしようもない気がするが……。

　俺はその最悪な状況を、自身の戦闘力と神子という、二つのカードで打開しなければならない。

「神子、その言葉を信用する前に、俺の質問に答えろ」

「もちろんです」

　そのためにすべきは、神子への尋問だ。

　俺の力になりたいと言う女。こいつを信じるにしろ信じないにしろ、まずは情報を得なければならない。

「お前の神子としての能力を教えろ」

「すでに、ご存知なのでは？」

「本人の口から改めて聞きたい」

　オルステッドの情報と違っているかもしれない。再確認だ。

「人の記憶の表層を、見ることができます」

「表層？」

「はい。その人が思い浮かべているモノと、それに関連する記憶を、少しだけ」

「それは、心が読めるというのと同じじゃないのか？」

「いいえ、私が見えるのは、過去だけです。ずっと目を見続ければ、どこまでも、どこまでもさかのぼっていけますがね……」

　記憶が見える……というより、今考えていることと関連付けられた過去が見えるって感じだろう。

「見るだけなのか？」

「はい、見るだけです」

「心身を喪失した者を元の状態に戻すとかは？」

「できません。治癒魔術と併用すれば、あるいは何かしらの手立てが思いつく可能性もありますが」

　ゼニスの記憶を取り戻すとかは、できないか。

「……相手の心を読めるわけじゃないんだな」

「ですが、推測することはできます」

　今思い浮かべているものは見えないが、会話をしながらまったく別のことを思い続けられるヤツはそういない。「朝ごはん何食った？」と聞かれて、例えば空の青さに関する科学的な考察が意識の表層に出てくるヤツはそういないだろうしな。

「後ろ暗いところのあるヤツは、お前と目を合わせたくないわけだ」

　まさに嘘発見器だ。彼女は気に入らない相手を断罪することができる。目が合ったという、それだけの理由で断罪できる。

　彼女自身が嘘を言っていても誰もわからないが、そんなのは関係ないのだろう。

　神子ってのは、そういうものだ。ザノバを見ればわかる通りだ。

　権力のある誰かが、その効能を保証するだけでいい。

「ルーデウス様は、目を逸そらさないのですね」

「後ろ暗いことなど、ありませんから」

　俺は先ほどから、神子から目を逸らしていない。やや自暴自棄になっているのもあるが、過去が見えるというのなら、こうして目を合わせているだけで、説明の手間が省けるというものだ。

「いいのですか？　後ろ暗くないことも、私に全てを知られてしまいますよ……」

「……」

「へぇ、オルステッド様はそのような呪いが……なるほど、ヒトガミ……最初の言葉はそういう……あら？」

　突如、神子の顔が赤くなった。

　どうした？　エロいものでも見えたか？　でも、こんなものは審問でもすれば、すぐに見えるだろう。

　ミリスの神父が浮気した時とか、見ることになるはずだろ。

「そんな、二人同時なんて………二人なのに愛が………ああ…………あ、これは祭壇………え？　…………え？」

　そこで、とうとう、神子は目を逸らしてしまった。

　冷や汗をかいてる。息も荒い。見てはいけないものを見てしまったようですね。

「何か、見えましたかね？」

「邪きょ………えっと、こほん、ミリス教ではない方は……その、過激、いえ、不思議な儀式をなさるのですね……」

「それが俺の魂ソウルです」

「え、ええ」

　神子はスカートの端を押さえつつ、やや身を引いていた。

　安心しろよ。ロキシー教はミリス教ほどホワイトではないが、それでも綺き麗れいな青色だ。エロ同人みたいなことにはならんさ。

「コホン、話を戻してくれ」

「コホン、そうですね」

　お互いに咳せき払ばらい。

　見られて困るもんじゃないのだが、改めて知られるとなると恥ずかしいな。

　二人一緒にやった時のことを見られたってことは、俺が言ったあのセリフも聞かれたかもしれない。

　違うんだ。あれはちょっと興が乗って口走っちゃっただけなんだ。普段は言わないんだ……。

　とにかく、話を続けよう。

「まず、今回の一件がなぜ起こったのか。神子様は、今回の一件、誰が首謀者だと考えていますか？」

「教皇猊げい下かか、あるいは猊下を陥れたい枢機卿の仕業でしょう。ヒトガミは関与していないかと思います」

　つまり、ミリス魔族排斥派のトップか。ラトレイア家の人物は関係していないのかな……？

「ラトレイア家は関係していないと？」

「利用はされているかもしれませんが、首謀者ではないと思います」

　ゼニスの誘拐は、先ほどの一件とは関係ないか。

　とにかく、教皇派と枢機卿派。それぞれのトップが怪しいわけだ。

「なぜ、ヒトガミが関与していないと？」

「もし、本当に猊下がヒトガミの言葉などに従ったというのなら、それはミリス教徒の風上にも置けぬ行為だからです。猊下はそれはそれは悪い人ですが、それでも敬けい虔けんなミリス信徒ですから」

「でも、それをどう判断するつもりで？」

「それは、目を見れば、わかります」

　愚問だったか。さて、だが、信じられるかね。

「私を信用できないのであれば、私を人質として交渉し、欲しいものと交換なさるといい」

「それをするには、カードが足りない。すでに、神殿騎士団は手を打っているはずだ。あんたと引き換えに何かを要求したところで、結局は──」

「私は、神殿騎士団の全てです」

　俺の言葉を遮って、神子は言った。ふわふわとした笑みを浮かべながら、続ける。

「神殿騎士団……というより、魔族排斥派は、私が死ねば勝利がなくなることをよく知っています」

「つまり、向こうが何か言ってきても、あんたの身柄と引き換えに強気の交渉をすれば、こっちの要求が全て通るってことか？」

「それぐらいの価値があると、自負しています」

　本当かなぁ……。それを信じて、アイシャが目の前でザックリ斬られるところとか、見たくないぞ。

「神殿騎士団だって馬鹿で無能じゃないはずだ。今頃アイシャを捕まえて、この場所を聞き出しているかもしれない。いや、別に捕まえなくてもいい。俺の動向を探っていたのなら、ここが怪しいことはすぐにわかるはずだ。俺が要求を出すために教団本部に赴いた時、あんたを神殿騎士団が救出する可能性もある」

「なら、要求を出す時に一緒に行けばいいじゃないですか」

「大胆な考えだが、道中で包囲されて、そのまま総力戦になるってこともあり得る」

「ルーデウス様なら、その全てを蹴散らすことも可能でしょう？　なにせ、あのオルステッド様やオーベールとあれほど互角の戦いを繰り広げたのですから」

　そこも見たのか。

　まあ、可能ですよ。自慢じゃないが、『雑魚狩りのルーデウス』と名乗ってもいいぐらい、有象無象を蹴散らすことには慣れているんだ。手加減することを考慮に入れず、殺すつもりで動けば、先ほど倒した連中ぐらいならどうとでもなる。

「それに、襲ってくるのだとしたら、神殿騎士団ではなく教皇の手の者だと思います」

「それは、なぜ？」

「神殿騎士団は、万が一にも私を死なせたくはありません。ですが、教皇派は偶然にも私が死んでしまうことを望んでいますので」

　教皇派も、表向きは神子を守る動きをするだろうが、混戦の中で殺してしまったとしても、利はあれども、損はない。

「結界魔術やらなんやらで、神殿騎士団が安全にあんたを奪い返すかも」

「神殿騎士団で、最も対人能力に優れた集団は、すでにあなたに敗北しています。神殿騎士団の性格を考えれば、新たな戦力を投入してくることはないでしょう。危険すぎますので」

　……最も優れた集団ってのは、さっきの連中か。

　そういえば、最強とか言ってたっけな。

　上手に連携はしていたが、あんなのが……。

　いや、あんなの、とは言うまい。俺の岩砲弾ストーンキャノンを受け流しつつ、魔術を連発してくる技量を持つ連中だ。魔導鎧マジックアーマーとの戦いにおいても、怯ひるまず剣を抜こうとした。

　一人あたりの平均値を『剣神流上級、水神流上級、攻撃魔術中級、結界魔術中級、治癒魔術中級』あたりと仮定すると、かなり高水準かつオールマイティに戦える連中と言える。

　個々の強さにブレはあるはずだが、ともあれそんなのを七人も集め、あれだけ綺麗な連携を叩たたき込んだというだけで精鋭部隊なのは見て取れる。テレーズだけは頭ひとつ落ちていたが、彼女の指揮も立派なものだった。

　『一式』を使わなければ負けていたってことはないと思うが、負ける可能性は十二分にあったと思う。

　ともあれ、一番強いのを倒したというのなら、確かに……。

　いやでも、それはあくまで神殿騎士団内での話だろう。

「教導騎士団や、聖堂騎士団ってのもいると聞いていますが？」

「あれらは、あくまでミリス神聖国の騎士団です。教団内部のことに口出しや手出しはしてきません。それに、教導騎士団はいま、この国にはいませんし」

　そうか、いないのか。

　でも、そう聞くと、なんだかいける気がしてきた。

　人質を連れて、堂々と真正面から交渉。オルステッドの配下である俺様が、いきなり襲われて気分を害している。本来ならば神子を八つ裂きにして、ミリス教団の威光を地に落としてやるところだが、我々は寛大だ。きちんと謝罪しこちらの要求を通すなら、神子の命共々、許してやってもよい、という感じで。

　その過程で、神子に協力してもらいつつ、ヒトガミの使徒や犯人を特定する。

　無論、少々の禍根は残るだろうが……。

　それでも、交渉次第では、無事にこの国を出られるだろう。

　だが、さすがに傭兵団は諦めたほうがいいか。

　数年後、クリフが本当に偉くなった時に改めて頼めばいい。流れ次第、例えば教皇がヒトガミの使徒であったなら、クリフにも、この国での成り上がりを諦めてもらう必要があるが……こうなった以上、クリフには悪いが、仕方がない。

「他の騎士団が心配だというのなら、早めに動いたほうがいいと思います。もし本当にルーデウス様のお身内の方が捕まっているのであれば、時間が経過すると何をされるかわかりませんので」

「ですね」

　まだ、誘拐から一時間程度しか経過していない。

　最悪のケースではすでに捕まっていると考えられるが、アイシャやギースを見つけて、捕まえて拷問をする……ってのには、さすがにまだ早い。

　だが、隠れている時間が長くなればなるほど、向こうも焦るだろう。

　焦れば何をするかわからないのは、皆一緒だ。

　よし。ここからは、賭けだ。ダメなら、少なくとも、神子の命と引き換えに誰かが死ぬ。

　それぐらいの覚悟を持とう。

　持ちたい。が、持ちきれない……何か一つ、決め手が欲しい。

「……なぁ、神子様」

「なんでしょうか」

「あんた、なんで俺の味方をしようとしてるんだ？　あんなにあっさり捕まってさ」

　神子はきょとんとした顔をして、そして、柔らかく微笑ほほえんだ。

　ミリス教団の象徴にふさわしい笑顔で。

「私が今、こうして生きている因果が、あなたとスペルド族の戦士にあるからです」

　それは俺の記憶を見たのか。それとも、以前にエリスの記憶を見たのか。

　わからないが、確かに以前、エリスをミリスに連れてきたのは俺とルイジェルドだ。

　しかし、あまりに俺が望む答えに当てはまりすぎて、ちょっと疑わしいな。

「それで納得されないのであれば、せっかく仲良くなりかけた友人と、すっかり仲良くなった配下が殺し合いをさせられたことに憤りを感じているからだと、そう思ってください」

「……」

「何日も楽しい話を聞かせてくださり、絵まで描いてくださったお礼も。ミリス様もおっしゃっています。『汝なんじ、礼を失することなかれ、恩を忘れることなかれ』と」

「…………」

「元々、私はあなたが、母上のことで助けを求めてきたのなら、こっそりと力になるつもりでいたのですよ……結局、頼んでくださらなかったけれど」

　黙っていると、神子はスネるように口を尖とがらせた。

「大体、ルーデウス様も、一目見て私が敵ではないと確信したからこそ、さらってきたのでしょう？」

「まあね」

　一目見た時に、敵じゃないとは思った。

　だからこそ、迅速にさらって、こうして話を聞いているのだ。

　よし。何にせよ、今さらだ。俺は後手に回り、この状況に陥った。これ以上あれこれ考えても、事態はなんら好転しない。

　次のシーンでは、より優位な立ち位置で参入し、自分の目的を果たさなければいけない。

　目的は以下の通りだ。

　第一目的、ゼニスの奪還。

　第二目的、アイシャ、ギース、クリフの安全の確保。

　第三目的、クリフの今後に迷惑が掛からないようにする。

　第四目的、傭兵団の設置。

　第五目的、ルイジェルド人形の販売の許可。

　第六目的、ミリスを味方に引き入れる。

　ひとまず、二までの達成を目標とする。

　次は先手を打とう。俺は今、カードを手にしている。神子という、非常に強いカードだ。

　もちろん、俺自身というカードもそれなりに強力だ。

　なら、別の誰かが、状況をまったく理解していない誰かが、何かを用意する前に。

　さっさとターンを回して、先制攻撃をするとしようじゃないか。

「この一件、もし綺麗に片付いて、何も遺恨が残らなかったら……エリスを、連れてきます」

「はい、お願いします」

　さぁ、行くか。





　　　　★　★　★






　そして、教団本部へと戻ってきた。

　テレーズたちとの戦闘開始から二、三時間といったところだろうか。町中には、不思議なほどに神殿騎士の姿はなかった。

　となると、ギースやクリフが密告したという線は消してもいいだろう。

　俺たちは転移魔法陣のスクロールで脱出した。

　転移魔法陣の存在は、世間一般には知られていない。

　その上で神殿騎士団が入り口を封鎖していたというのなら、「まだ中にいるはず」と考えるのが普通だろう。

　すでに外に逃れただろうと現場の指揮官が判断するまでに一時間。

　外を捜すべく、神殿騎士団の本隊に応援要請をして、捜索部隊の編成を終えるのに一時間。

　誰かが誰かの足を引っ張って遅延が発生し、一時間プラスと考えれば……すでに町の入り口の閉鎖ぐらいはしているかもしれないが、本格的に動き出すのはもう少し後だろう。

　大きすぎる組織ってのは、大変だ。

　クリフとギースの二人は転移魔法陣のことを知っている。

　ギースは緊急脱出用の魔法陣の設置の時にも立ち会っていた。

　クリフの方は、シャリーアの事務所の地下に転移魔法陣を描く時、手伝ってもらったし。

　もっとも、彼らが裏切っているなら、最初から転移先に神殿騎士団の手が回っていてもおかしくはないか。

　最初からあり得ない線だったな。

　でも、教皇や枢機卿あたりだって、すでに俺が転移魔法陣で移動していることを察していてもおかしくはない。あれだけ情報を得ていたのだから。

　ヒトガミが裏から動かしたってそうだろう。

　……そう考えると、どうにもおかしな感じだな。まだ数時間だが、相手が後手に回っているこの感じ……まさか、テレーズたちが独断で動いたわけでもあるまいに？

　なんて考えつつ、教団本部に近づく。

　すると、中から青い鎧よろいを着た連中がぞろぞろと出てきた。

「神子様だ……」

「ルーデウスが神子様を連れて現れたぞ！」

「応援を呼べ！」

　ぞろぞろと、本当にぞろぞろと中から出てくる。

　周囲からもだ。あっという間に囲まれてしまった。本当に大丈夫なんだろうか。

「ルーデウス様、決して私から手を離さぬようにお願いします」

「……」

　俺は命綱たる神子の二の腕を掴つかんでいる。

　特に刃物を突きつけているわけでもないが、神殿騎士たちは色めきだっている。本当に襲ってきたりはしない。神子の言った通りだ。

「神子様をあんなに乱暴に……！」

「おのれ、ルーデウスめ……俺だって神子様に触れたことがないのに……」

「神子様を人質に取るなど、ミリス教徒の風上にも置けないヤツだ！　許せん！」

　なんかちょっと変な怒り方をされている……。

　しかし、何も言わないうちから人質に取ったことが確定事項となっているな。

　まあ、当然か。護衛騎士を全滅させて神子を連れ去ったんだから、そう見られても仕方ない。

　今回の件の首謀者だって、そういう風に見ているだろう。

「隊長、やりましょう……！　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』との戦いの後だ、いかにヤツとて、魔力はそう残っていないはず」

「待て、それでも神子様を手にかけるだけの力は残しているはずだ」

「大丈夫です。イチニのサンで一斉に攻撃すれば、きっとヤツも、神子様に手をかけるより、自分の身を守るはず……！」

　一人煽あおってるヤツがいる。あれが、今回の事件の首謀者の手駒かね……。

「神子様、あれ、誰の手の者です？　ヒトガミの手先ですか？」

「いえ、あれは教皇猊下の手の者ですね。ヒトガミとは関係ありません。今回の一件も詳細を知らされていないようです」

　小声で聞いてみると、小声で返ってきた。

　まあ、あんなのまでいちいち疑ってたら、キリがないか。

　よし。とりあえず、始めるとしようか。

「今回の一件について、教皇猊下と話がしたい！　道を開けよ！」

　できる限りの大声を張り上げる。やや居丈高な俺の態度に、神殿騎士たちは色めきたった。

「なんだと！」

「貴様ごときが猊下とお目通り願えるものか！」

「今すぐ神子様を解放し、断罪を受けろ！」

　数名、すでに剣を抜きかけた者もいた。

　だが、神子が俺の腕の中でビクリと身を震わせると、その騎士はためらいながらも剣を鞘さやへと戻した。

　おお、凄すごい、これが神子の力か。『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』の連中を見てなんとなくわかっていたが……思った以上に姫アイドルなんだな、この人。

　さてと……こほん。

「我が名はルーデウス・グレイラット！　『龍神』オルステッドの名代である！　偉大なる主君の名において、ミリス教団の象徴たる神子に傷をつけるつもりはない！」

　俺は左手を掲げる。そこにはオルステッドよりもらった腕輪が燦さん然ぜんと輝いている。

　身分証としては弱いかもしれないが、ハッタリにはなるはずだ。

「だが、話し合いの要求すらも通らぬ場合、その保証はない！　我を敵に回すことは、ミリス教団は『龍神』とその配下全てを敵に回すことと知れ！」

　交渉は強気に行うと決めていた。

　セリフもちゃんと考えておいた。オルステッドの名前を勝手に使ったが、問題ないはずだ。

　配下もそんなにいないけど、問題ないはずだ。

「……っ！」

　神殿騎士たちはたじろいで、一歩、後ろへと下がった。

　今の一言で、俺が一人の雑多な賊ぞくではなく、組織の偉い人だと認識してもらえたらしい。

　ひとまず、つかみはオッケーだろう。

「猊下より直接、先の一件についてのミリス教団の弁明を聞きたい！　なにゆえ、『龍神』の名代たる私の命を狙ったのか！　なにゆえ、我が母の身柄を拘束したのか！　返答次第では神子の命はないものと知れ！」

　私はあくまで客人です。

　突然、誘拐犯の汚名を着せられ、命を狙われて怒っています。プンプンです。謝罪と賠償を要求します。ついでにゼニスの一件も、ミリス教団全体の問題にしてしまおう。

「……」

「どうする……？」

「どうするったって、神子様を人質に取られているのでは……」

　しかし、神殿騎士が道を開けてくれない。

　どうにもぐずぐずしている。ここにいるのは下っ端だけなので、判断に困る感じか。

　少し待ってたら、指揮官が出てきてくれるだろうか。

「道を開けよ！」

「どけ！」

「神子様を見殺しにするつもりか！」

　なんて思っていたら、奥の方がにわかに騒がしくなり、四人の男女が姿を現した。

　そのうち、三人は見覚えがある。

　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』のメンバーだ。

　凹へこんだ鎧が痛々しい。

　テレーズの姿もある。彼女は俺の姿を見ると、申し訳なさそうに目を伏せた。

　もう一人は白い髭ひげを蓄えた五十代後半ぐらいの男だ。顔には深いシワが刻まれているものの、眼光は鋭く、衰えは感じられない。

　見覚えはないが、誰だろうか。

　彼も同じように青い鎧を身につけているため、神殿騎士であることはわかるが、少々鎧の意匠が凝っている。テレーズの鎧をさらにグレードアップさせた感じだ。

　いま俺の周囲を囲んでいる連中をノーマル神殿騎士、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』の連中をホブ神殿騎士、テレーズをエリート神殿騎士とすると、この男はキング神殿騎士ぐらいになりそうだ。

「神殿騎士団、剣グループ『大隊長ラージリーダー』カーライル・ラトレイアである」

　あ。この人がカーライル。俺の祖じ父いちゃんか……。

「こんな状況で失礼します。初めまして、ゼニス・グレイラットの息子ルーデウス・グレイラットです」

　咄とっ嗟さにそう返すと、カーライルは鷹たかのような眼光を俺に向けた。

　クレアよりもさらに鋭い視線。似たもの夫婦ということなのだろうか。ここで押し問答は困るが。

「それで、いいのですか？」

「……いえ」

　どういう意味かと一瞬思ったが、クレアとのやりとりを思い出して首を振った。

　今の俺はオルステッドの配下だ。ゼニスの息子なのは間違いないが、その立場ではない。

　対等な立場を主張しなければ、対等な立場での交渉ができない。

「『龍神』オルステッドの名代ルーデウス・グレイラットだ。猊下へのお目通りを願いたい」

　胸を張り、顎あごを引き、エリスのポーズを意識しながらそう答える。

　すると、カーライルはほんの一瞬だけ、柔和な表情を浮かべた。

「うむ」

　しかし、すぐに顔を引き締めた。

「案内する、ついて参られよ」

　カーライルが厳しい顔のまま、踵きびすを返した。テレーズたちも難しい顔のまま、カーライルの後に続く。

「どうですか、神子様」

「……テレーズは、枢機卿の命令に従っただけのようです。カーライル様は目を合わせませんでしたので、わかりません」

　一応、小声で聞いておく。便利だな。

　カーライルはグレーと。敵という感じはしないが、ちょっとおかしな感じだし、警戒していこう。

　俺は遠巻きに見守る神殿騎士たちを尻目に、彼らの後に続いた。




　まっすぐに中枢へと案内された。

　途中から、前後左右を『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』の別のメンバーが固めた。

　すでに兜かぶとは身につけていない。

　全員が二本の足でしっかり歩いているところを見ると、治癒魔術で治したか。

　警戒はしつつも、彼らが襲ってくるつもりがないことはわかっている。

　俺は奴ら自慢の王級結界を破り、その上で、真正面から奴らを潰つぶした。向こうも殺す気はなかったと思うが、こちらが手加減したのもわかっただろう。

　彼我の実力差は歴然としている。その上、俺の手には神子がいる。

　神子を危険に晒さらしてまで、数時間前に完敗した相手に挑むほど、愚かではあるまい。

　ていうか、連中の顔はやけにバツが悪そうだ。

　特にダスト氏。さっきから俺と目を合わせようとしない。

　でも、悪意はなく、敵意もない。あまり警戒もされていない。むしろ、俺を守るかのような立ち位置だ。

「……」

　中枢を歩き始めて、ほんの数分。

　俺は、気づいた時には方角を見失っていた。やや湾曲した通路と、七十度ぐらいの曲がり角を数度曲がっただけだと思うが……。

　前に来た時も思ったが、通路がやけにグネってる。まるで迷路のようだ。

「迷路みたいですね」

「はい。いざという時に、私や教皇様が簡単に逃げられるように、このような造りになってるんですよ」

　神子が教えてくれた。特に結界などによるものではない、ということか。

　ひとまず、唐突に眠らされたりする、ということもない、と思う。

「そうだ！」

「ミコ様はこの通路を全て網羅されているのだ！」

「我々も、最初の頃は追いかけっこでよく逃げられたものだ！」

　咄嗟に、取り巻きが自慢げに話してくれた。要人を逃がすため、か。よくある話だな。

　しかし、少し道がわからなくなってきた。奥まで連れ込まれたら、逃げられんな……。

　いや、天井を破壊して逃げるってのもアリだな。

　壁は……結界を張られているだろうが、吸魔石を使えばいけるはずだ。

　うん。なんかのこのこ来てしまったけど、大丈夫だろうか。

「まだですか？　あまり奥に行かれても困りますが」

「もう少しです」

　カーライルは後ろを振り返らずに言った。本当かねえ。実は罠わなにはめようってんじゃなかろうな。

　警戒しつつ、後ろの連中に視線を配っておく。

　すると、奴らはハッとした顔で喚わめき始めた。

「カーライル様！　失礼でしょう！　せめて後ろを振り返って言ったらどうですか！」

「ルーデウスはミコ様の腕を掴んでいるんですよ！」

「ヤツが不機嫌になって、ミコ様の身になにかあったらどうするのですか！」

「見てください、この鎧の凹みを！　我ら神殿騎士団の蒼そう鎧がいをここまで凹ます怪力の持ち主なんですよ！」

「少し不機嫌になるだけで、ミコ様の御手に醜いアザが残る可能性だって……」

「全員静かにしろ！」

　テレーズの一喝で、取り巻き連中の喚きが止まった。

　と同時に、カーライルが足を止め、ゆっくりと後ろを向く。

「もう少しです」

「……はい」

　俺もまた頷うなずいて答え、彼に続いた。

　それから、ほんの十歩ぐらいだっただろうか。カーライルは、一つの扉の前で足を止め、ノックをした。

「ルーデウス・グレイラットを連れて参りました」

　本当にもう少しだった。

　なんか急せかしたみたいで申し訳なかったな。考えてみると、方向感覚を失ったといっても、曲がり角を二回しか曲がっていないのだ。

　戻ろうと思えば戻れた。

「どうぞ、お入りなさい」

　中から聞こえたのは、教皇の声だった。カーライルは扉に向けて軽い祈りを捧ささげた後、扉を開けた。

　半身で扉を開けつつ、俺を中へと誘いざなう。

「お入りください」

「失礼します」

　俺は神子の腕を掴んだまま、部屋の中へと入った。

　なんか、もうそろそろ離してもいい気がするが……いやいや、油断してはいかん。

「……」

　中は、会議室のようになっていた。

　長いテーブルに、十数名が腰掛け、顔を突き合わせている。

　その中には教皇もいる。クリフもいる。教皇と似たような、高そうな法ほう衣えを着た老人もいる。あれが枢機卿だろうか。カーライルより、さらに高価そうな蒼鎧を着た男もいる。白い鎧を着ている人物もいる。

　さらに奥には、七人の騎士が手を後ろに組んで立っている。

　そのうち二人の顔に見覚えがある。教皇の護衛だ。

　全員が俺の方を向いていた。

　今まで白熱した議論をしていたのを、俺の出現によって止められたかのように。

　息を呑のんで、無言で、俺の方を見ていた。

　そして、テーブルのやや奥まったところ、そこに、二人の人物が座っていた。

　一人は、唇を真一文字に結んだ老ろう婆ば。彼女は俺を睨にらみつけるように見ていた。

　クレア・ラトレイアだ。

　そして、その隣。

　いた。ようやく見つけた。

　ぼんやりした顔で、天井を見上げている女。

　そろそろ四十歳近いのに、まだまだ若く見える女性。俺の親父が誰よりも愛した女性。

　俺の母親。ゼニスが座っている。

　あれ？　待て……なぜ二人がいる？

　どういうことだ。俺はまだ、何も要求していないはずだ。ゼニスを連れてこいとは言っていない。

　バタン。

　静寂を破るような音が響いた。背後で扉が閉じられたのだ。

　神殿騎士たちが扉を守るように配置につく。部屋の奥にいる騎士たちに対抗するかのように、一列に。

　テレーズだけが着席した。

「では、役者も揃そろったところで、話し合いを始めましょう」

　一番奥に座る教皇が言った。

　どうやら、この数時間で、何かが動いたらしい。先手を取るつもりだったが、また機先を制されたのか。ぐぬぬ。

「ルーデウス様、神子様、どうぞ、お席についてくださいませんか？」

　俺には後手に回る才能でもあるんだろうか。

　だが、状況は未いまだ、悪くはない。

　このままいく。







第五話「何を迷うことがあるのか」




　ゼニスとクレアの姿が見えても、俺は動揺を外には出さなかったと思う。

　勝てるという確信があったわけではない。全てがうまくいくという確信があったわけではない。

　ただ、この瞬間、最低限のことはできるという確信はあった。

　ゼニスを連れてこの場から脱出するシミュレートは一瞬で終わった。

　この人の多さで転移魔法陣は使えないが、すでにこの場にいる神殿騎士の力量は掴つかんでいる。

　教皇の背後にいる神殿騎士がどれほどのモノかはわからないが、神み子この言葉を信用するなら、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』に勝ることはない。

　ゼニスは確実に確保できる。

　この状況になったのであれば、目的の一つは達成したも同然だ。

　ゼニスを確保。クリフも確保。アイシャとギースも確保。そのまま脱出しよう。

　アイシャとギースの身柄だけは気がかりだが、それは今からの会話で聞き出すこともできる。

　ともあれ、そんな風に考えていたがゆえ、俺は堂々と席につけた。神子を隣の席へとエスコートし、その二の腕を掴んだまま、隣の席へ。

　座る前に口から出てくるのは、なんとも落ち着いた声だ。

「皆さんお集まりのようで、手間が省けましたね」

　舌が滑るように動く。久しぶりの感覚だ。

「お初にお目に掛かる方も多いと思いますので、まずは自己紹介を。私の名前はルーデウス・グレイラット。『龍神』オルステッド様の名代として、ミリス教団の方々と友好を深めに参った者です」

　龍神という言葉で周囲の空気が一瞬だけ戸惑いを持つ。

　この中に、オルステッドに直接会った者はいない。無論、オルステッドが何を目指し、何と戦っているかを知っている者もいまい。あるいは、七大列強という言葉を知らぬ者もいるかもしれない。

　だが『龍神』という単語を知らぬ者はいない。

　それは『魔神』と並ぶ有名な単語であるから。

「今は、故あって神子様の命を握らせていただいております」

　右手の人差し指にて神子を指す。魔力を込めて、ライターのような小さな火を作り出す。

　場に緊張が走る。

「今回、このようなことになって非常に遺憾に思っております。人質を取るなど、圧倒的超存在たるオルステッド様の顔に泥を塗るような真似をしなければならないとは思いもしませんでした。ですが、これも私自身の保身と、部下の安全、それに加え今後の交渉のための手段であると、ご理解ください」

「あっとうてきちょう……？」

「こほん」

　口が滑りすぎた。ふざけてるつもりはない。

「さて、なぜ私が命を狙われたのか、なぜ私が主君の顔に泥を塗るような真似をしなければならなくなったのか──」

　俺は周囲を見渡し……。

　ふと、クレアのところで目を止めた。彼女が、眉間にしわを寄せていたからだ。

「どなたか、弁明していただけると、ありがたい。でなければ、私を含めた『龍神』オルステッドとその配下は、ミリス教団と本格的に敵対しなければならなくなる」

　脅しではない。

　もし、ミリス教団のトップ連中がヒトガミの手で操られていたというのなら。そうなることも考慮に入れなければならない。

「……」

　俺の言葉で、会議場がシンと静まり返った。

　誰も、俺の売り言葉を買う者はいない。ならば戦おう、かかってこいと言ってくる者はいない。

　先ほどの戦闘が効いていたのか。それとも、俺が何かおかしなことを言ったのか。

　ただ、怒っていますというポーズだけは伝わっていると思いたい。

「ルーデウス殿のお怒りは、よくわかりました」

　答えたのは、俺の真正面。一番奥に座る男。脇にクリフを従えた、この場で最も偉い男。

　教皇ハリー・グリモル。

「しかし、先ほどもルーデウス殿が申されました通り、この場にはルーデウス殿の知らぬ者も多い。一人ずつ、紹介をしたいのですが、よろしいですかな？」

「……」

「そうお時間は取らせません」

　その意図を考える。紹介する意図……時間稼ぎか？　今、アイシャの確保に奔走中とか？

　いや、だが、人数にしてもそれほど多いわけではない。

　俺も、この場にいる相手について知っておくのは、悪くはないはずだ。

　何かを要求するにしても、順序が必要だ。聞く耳ってのは、持つのに準備が必要だ。

　ただ声高に自分の言いたいことだけを主張しても、相手に聞く準備が整っていなければ意味がない。

「構いません。私の方こそ性急すぎましたね」

「ありがとう……クリフ、頼みます」

「はい。皆様、私は教皇ハリー・グリモルの孫、神父クリフ・グリモルです」

　クリフが立ち上がってそう言うと、自らは一歩後ろへと引いた。

　どうやら、彼が司会進行を務めるらしい。

「では、まずはルブラン枢機卿からお願いします」

　クリフの声で、一人が立ち上がる。教皇と同じぐらい高価そうな法衣を着た男性だ。

　顔は一言で言うと、太っている。まんまるの顔で、アンパン顔の正義の味方みたいだ。

　でも、この人は魔族排斥派のトップなんだよな……。

「ルブラン・マクファーレン枢機卿です。神殿騎士団の統括と教皇猊げい下かの補佐を行っております」

　この人がミリス教団の実質的なナンバーツーということか。

　枢機卿の仕事ってのは、確か教皇の補佐だったからな……国王と宰相みたいなものだろう。

　もっとも、ミリス教団の教皇だの枢機卿だのというのは、俺の知る宗教におけるそれとは少し違うようだし、その関係もちょっと違うのかもしれないが。しかし、この教皇と枢機卿が戦っているのは確かなのだろう。

　次の教皇の座を狙っているわけだ。何年に一度、選挙が行われるのかは知らないが……。

　なんて考えていたら、枢機卿はすぐに座った。

　本当に、名前と役職だけの自己紹介か。

「──ベルモンド卿」

　クリフの呼びかけで、ルブランの隣にいた白い鎧よろいの男が立ち上がった。

　顔に傷のある、隻眼の男だ。歳は四十ぐらいだろうか。白い鎧ということは、聖堂騎士団か。

　しかし、その表情はひたすらに険しい。聖堂騎士団は、確かミリスの正騎士みたいな立ち位置にあったはずだ。

　俺が町中で騒ぎを起こしたということで、怒っているのだろうか。

「聖堂騎士団『弓グループ』副団長、ベルモンド・ナッシュ・ヴェニクだ」

　男は一言、それだけ言って座った。なんか、どこかで聞いたことがある気がする。

　向こうは、俺の方をじっと、睨にらみつけるように見てきているが、別段何を言うでもない。

　元々そういう目つきなのだろう。オルステッドとかルイジェルドみたいに……。

　あ、思い出した。

　確か、ルイジェルドの知り合いの騎士がそんな感じの名前だったはずだ。

　そう、ガルガードだ。ガルガード・ナッシュ・ヴェニク。

　略してガッシュ。

「もしかして、ガルガードさんの？」

「息子だ」

「その節は、お父上には、世話になりました」

　なるほどね。父親が教導騎士団でも、息子が同じ騎士団に入るとは限らないのか。

　とはいえ、出来の悪い息子ってわけじゃないのは、副団長という地位が証明している。

「──レイルバード卿」

　その後、白鎧の騎士が二人。いずれも知らぬ名前だったが、『弓グループ』の大隊長ラージリーダーを名乗っていた。この、なんちゃらグループというのは、軍隊における連隊みたいなものだ。

　大隊長ラージリーダーってことは、つまり団長、副団長、連隊長グループリーダーの次に偉い人だな。

「──カーライル卿」

「私は先ほど失礼した、飛ばしてもらっても構いませぬ」

　カーライル・ラトレイアは、紹介を辞した。そういうのもアリなのかと思ったが、思えば教皇は自己紹介していない。となると、クレアも紹介はなしなのだろうか。

　そう思いつつも、紹介は進む。大司教に、神殿騎士団の『盾グループ』の連隊長グループリーダー。

　一応、名前は覚えておこう。

　覚える必要があるかどうかはわからないが、名前を知っていて損はない。

　できれば名刺交換でもしたいところだ……。

「──クレア殿」

　クレアの名が呼ばれた。このお歴々の中、なぜ彼女がいるのか。

　何かの参考人として呼ばれたのか。あるいは、神子誘拐についてのデマを流したのが、彼女なのか。なぜゼニスを連れているのか。

　今すぐ聞きたいところではあるが、後に説明がある気もする。

　ひとまずは我慢だ。

「ラトレイア伯爵夫人クレア・ラトレイアです。こちらが私の娘のゼニス。少々病気のため、このような姿をしておりますが、ご容赦を」

　クレアはすまし顔でそう言うと、着席した。

　ひとまず、これで全員か。護衛の騎士たちは紹介していないが、話し合いに参加する資格がないということか。

「さて、では、始めましょうか。ルーデウス殿も交え、どこで何が起こっていたのかを」

　教皇の言葉で、話し合いが開始された。





　　　　★　★　★






「さて、ルーデウス殿、まずは前後関係をハッキリさせたいと思いますが、よろしいですかな」

「構いません。私も何が起きたのか、知りたいところですからね」

　教皇がこういう言い方をするということは、彼らも今しがた状況を把握したというところだろうか。

　騒乱から数時間。枢機卿や各騎士団のトップ連中が集まるのは、少々都合がよすぎる気もするが、トップ連中といっても、騎士団の団長クラスは現れていない。神子誘拐を受けて、押っ取り刀で来られる連中だけ来たというところだろう。

　それにしては、当事者たる神殿騎士団の連中が立ってるのも、おかしな感じだが。

「では、まず何から話しましょう……なにぶん、私もつい先ほど話を聞いたばかりですからね。まだ整理ができていない」

　教皇が眉のあたりを掻かきながらそう言うと、一人の男が挙手をした。

　ベルモンド卿。ベッシュさんだ。

「恐らく、自分たちが最も情報量が少ないだろう。自分たちは、枢機卿の要請で来た。神子を殺害し、国に損害を出そうという者の亡なき骸がらを引き取れと」

　国に損害を出すというのは、ザノバの存在を見ればわかるように、『神子』は国にとって重要な財産だからだ。ミリス教団が管理し、私物化しているとはいえ、国としても存在がなくなるのは困るのだろう。少なくとも、要請を無視できないほどには。

「しかし、来てみれば護衛は気絶させられ、神子もさらわれただけ。その上、誘拐した犯人はこのように、怒りを持って現場に戻り、己の正当性を主張している」

　ベッシュはそう言うと、枢機卿をじろりとねめつけた。

「受けた要請と現状のつじつまが合わない。ゆえに、今は中立の立場を取らせてもらう」

　ベッシュはそう言って、着席した。

　教皇はにこやかに微笑ほほえみ、枢機卿へと目線を移した。

「枢機卿殿、どうか、そのような要請に至った経緯をお話しください。どうか、私ではなく、ルーデウス殿の方を見て、お話しください」

　枢機卿は柔和な笑みを浮かべたまま立ち上がった。

　今の話を聞くに、枢機卿の仕業だったということかね。

「私の元に、ラトレイア家の者より通告があったのです。道端で神子様を誘拐するという物騒な会話をしていた者がいると……」

　ラトレイア家の者より道端で……。

　あ、もしかすると、二度目にクレアの家に行った帰り、誰かにつけられていたのかもしれない。

　全然気づかなかったが、あれだけ騒ぎを起こして別れたのだ。何かをしでかさないかと、一人ぐらい様子を見に来させていたのかもしれない。

　そうでなくとも、会話をしていたのは道端だ。誰が聞いていてもおかしくはない。それが偶然にもラトレイア家の耳に入ったって可能性は十分にある。

　壁に耳あり正直メアリーだ。密告者メアリーはどこにでもいる。

「その者が誰かと調べてみたところ、ルーデウス・グレイラット殿でした。部下に調べさせたところ、ルーデウス殿はテレーズとの関係を使い、巧みに神子様に近づいておりました」

　枢機卿曰いわく。本来ならば、そんな通告は無視しても構わないものだったという。

　そうしたいたずらは日常茶飯事だし、道端の悪口一つで動くほど、神殿騎士団も暇ではない。

　だが、俺は魔族とも交友が深く、魔族との迎合を主張する教皇猊下の孫と親友の間柄にある。

　そのうえ、ラトレイア家とも決別しており、何やら問題を抱えている。

　さらに、実際にルーデウスはラトレイア家と諍いさかいを起こした直後から、神子に急接近している。

　とどめに言うならば、ルーデウスには神子の護衛の目を盗んで誘拐したり、殺害するだけの能力がある。

　動機も能力も十分。

「ゆえに、私は先手を打ったのです」

「なるほど……しかし、聖堂騎士団の証言と食い違いますな。誘拐と殺害では、意味合いが大きく違ってくる」

「恐らく、連絡役の者が、少し誇張した表現をしたのでしょうな」

　枢機卿はしれっとした顔で言ったが、状況を見れば、彼の思惑は透けて見える。

　俺を神子の殺害未遂犯にしたてあげ、その裏で教皇が操っていたという形にしたかったのだろう。

　だが、残念ながら虎の子の神殿騎士たちは敗北した。

　俺には神子どころか、神殿騎士を殺害するつもりすらないことがわかってしまった。

「では、ラトレイア家……カーライル卿に話を聞く前に……ルーデウス殿に話を聞きましょうか。いかがですか？」

「……」

　話を振られて一瞬迷うが、よくよく考えてみると俺が嘘うそをつく必要はない。

　やましいことは一つもないからな。

「確かに、誘拐しようなどと口走ったことは確かですが、それはあくまで頭に血が上ってのこと、周囲の制止もあり、実行にうつすことはありませんでした」

「では、なぜ神子様にお近づきになられたのかな？」

「ラトレイア家との問題の解決を、叔母であるテレーズに相談しました。それが、神子様に近づいたように見えたのでしょう」

「ほう。しかし、それならば、なぜ本当に神子様を誘拐したのですか？」

　内容は詰問のようだが、教皇の声は常時やさしい。

　そのまま素直に答えれば大丈夫ですよ、とでも言わんばかりだ。

「先ほども言いましたが、己の身柄の安全を確保するのに、要人を盾に取らせてもらったまでのこと。無論、神子様にも許可はいただいております」

「本当ですか？」

「はい。ルーデウス様にやましいところがないのは、目を見ればわかりますので」

　神子がそう言って周囲を見渡すと、教皇や枢機卿はさりげなく目を逸そらした。

　やましいことだらけの人たちは大変だな。

「しかし、それならば、なぜ彼らを全滅させたのです？　言葉による説得もできたのでは？」

「唐突に結界に閉じ込められ、問答無用でふざけた裁判を行われ、両腕を切り落とすと言われたのです。抵抗しない理由はない」

　だが、考えてみると、確かに全滅させる必要はなかったな。

　テレーズあたりを一人残して、うまく説得するほうがスマートだったろう。

　ちょうど、神子が外に出てきたところで、神子を前にしても動かぬ俺を見れば、テレーズだって……。

　いや、無理か。神子が出てくるなんて思ってもいなかったし、あの場の雰囲気を思い出しても、話し合いで説得できる感じではなかった。

　結論が決まっている裁判だ。前世でも、ああいういじめられ方をしたことはある。

「なるほど……では……」

　そこで教皇は、ゆっくりと、核心に触れるかのように言った。

「そもそも、ラトレイア家との問題とは、いかなることですか？」

　クレアの体がびくりと震えた。

　それを見て、俺の中に薄暗い感情が湧いてくる。あの時の、自分勝手なクレアの言動が脳裏によみがえる。

　俺に対してのことなら、いくらでも我慢できる。だが、アイシャに対してのあの言葉。ゼニスに対してのあの言葉。ギースに対しても酷ひどかった。

「そちらの伯爵夫人が、我が母……そちらにいる女性ですが、彼女を拉致し、私の目の届かないところに監禁したことです」

　口にしているうちに、段々とイラついてくる。

「彼女は、言葉もまともに喋しゃべることのできなくなった母を、母の意思と関係なく、別の男と結婚させ、子供まで産ませようというのです」

　声が荒くなっていく。

「それに反対したら卑ひ怯きょうな方法で誘拐し、家に赴いて詰問したら知らぬ存ぜぬを通そうとしたっ！」

　周囲が戦せん慄りつした顔をしている。

　テレーズや神殿騎士団が険しい顔で腰の剣に手をかけ、神子が少し顔をしかめている。

　少し、手に力が入ってしまったらしい。

「……まぁ、そんな感じです」

　言葉が雲散霧消し、尻切れトンボのような言葉で終わってしまう。

　だが、俺の怒りは周囲に伝わったらしい。視線がラトレイア家の面々へと向いている。

　カーライルとクレアへ。その隣、ぽかんと天井の方を見ているゼニスに向けての、憐れん憫びんの視線もある。

「では、カーライル卿、クレア夫人。今の話を聞くに、今回の一件はあなた方の落ち度であると思いますが。お二方の意見を聞きましょう」

　カーライルとクレアは、一瞬だけ目配せをした。

　何を企たくらんでいるのか。少なくとも、枢機卿に二人を助けようという気配はない。

「妻が勝手にやったことです、私は知りません」

　カーライルは、すました顔で言った。

　切り捨てた。

　切り捨てたのだ、この男、自分の妻を。

　いや、だがクレアのあの態度が日ごろからのものであれば、日々カーライルが苛いら立だちを募らせているのであれば、こうした場で、カーライルが切り捨てるのもおかしくはないのか？

　俺だったら、エリスがどれだけ乱暴で問題を起こしたとしても、切り捨てたり見捨てたりすることはない。長年の夫婦生活で、相手のダメな部分に嫌気が差すことがないとは、絶対にないとは、言い切れないが、切り捨てたり見捨てたりはしない。

　それなら最初から結婚なんてしない。

　やはり少し喉に引っかかる。

　昔、クリフは言った。ミリスでは婚姻を結ぶ時、女の家族が花嫁に結納品を持たせるが、その代わり、男の方は女の家に何かあった時に、必ず助ける、と。家とはなにかという部分もあるだろうが、カーライルは、妻であるクレアを見捨てるのか……。

「無論、当主として責任を取るつもりではありますが、今回のことがラトレイア家の総意ではないことを、ご理解いただきたい」

　付け加えるようにそう言ったのは、彼なりの責任感か。

「ふむ。ではクレア夫人、いかがですか？」

「……」

　クレアは答えない。拗すねた子供のように口を真一文字に結んで黙っているだけだ。

「沈黙は肯定と受け取ります」

　教皇はそう言うと、周囲を見渡した。

　そして、誰かが何かを言う前に声を張り上げた。

「では、今回の一件の原因はクレア夫人。連帯責任としてカーライル卿。クレア夫人には罰を、カーライル卿には責を負ってもらうことで終わりとしたいが、いかがか？」

　何かがねじ曲げられたような感覚。論点のすり替えが行われたような感覚。最初から決められていたことが淡々と行われていたかのような感覚。

「異議なし！」

　それに誰よりも早く反応したのは、枢機卿だった。

「……異議なし！」

「異議なし！」

　枢機卿の言葉に釣られるように全員が頷うなずく中、クレアは青い顔をしつつも、すまし顔を崩さなかった。何か言わないのだろうか。言い訳とか。

　まぁ、ヘタに言い訳されても気分が悪くなるし、いいか。

　俺も、ゼニスさえ帰ってくれば、それでいい。俺はもう二度と、ラトレイア家には近づかない。ゼニスもノルンも、アイシャも、近づかせない。

　それで終わりだ。

「ルーデウス殿も、それで構いませんか？　今回の一件は我々にとって、不本意なこと。ルーデウス殿を害するつもりはなく、オルステッド様を敵に回すつもりもなく、依然として友好的な立場を保ちたいのですが……」

　俺は教皇を見る。教皇は、にこやかな顔を崩さない。

　枢機卿を見る。彼もまた柔和な笑みを浮かべていたが、俺と視線が合った瞬間、ひくっと喉を動かし、冷や汗を垂らした。

「む、無論、我々とてオルステッド様との争いは望まない。オルステッド様がいかにしてラプラスの復活を予知したのかは知らぬが、打倒ラプラスのために動くということに、協力を惜しむつもりはない。魔族の人形などというものの販売は、今後の深い協議の末に検討したいが……」

　そんなやりとりで、なんとなく、流れがわかった。

　神子の誘拐云うん々ぬんの一件。黒幕は教皇だ。

　恐らく、誘拐云々の情報をリークしたのも、教皇の手先だろう。ラトレイア家の名を騙かたり、枢機卿派に俺を殺害するように働きかけたのだ。あるいは、ラトレイア家に教皇の間者がいるとか、実際にラトレイア家の者が聞いたのを利用したのかもしれないが、どっちでもいいだろう。

　枢機卿が動くかどうかはわからない。

　でも、枢機卿から見れば、俺という存在は厄介に映ったはずだ。

　教皇の孫であるクリフの友人としてやってきた、龍神の配下。枢機卿派であるラトレイア家と問題を起こし、それを理由に神子に近づく姿は、教皇が放った刺客にも見えたろう。

　手を打たねばと思ったとしても、不思議ではない。

　神殿騎士団全てを動かさず、あのような形にしたのは、俺をナメていたか、こうなることを見越しての布石だったのだろう。

　教皇としては、俺が神子を殺さないことはわかっていたか、あるいは殺したとしても、何も問題はなかったのだろう。

　もちろん、俺が神殿騎士団に勝てず死んだとしても、教皇にデメリットはない。

　俺はクリフの友人であるが、教皇派というわけではない。教皇は直接手を汚したわけではなく、誘拐しろとも言っていない。神子に審問されても切り抜けられる自信はあったし、最悪クリフをスケープゴートにできる。

　さらに、後でオルステッドが来ても、魔族排斥派の罠わなにハメられたのだと声高に主張できる。

　その時に改めてオルステッドと友好を結んでもいい、ぐらいには考えていたかもしれない。

　そして、この状況。

　ラトレイア家に罰を与えるという結末。

　きっと、教皇と枢機卿は、誰が生いけ贄にえとなってもいいのだろう。そこでクレアという存在をやり玉に上げたのは、俺がクレアに対して怒り心頭だからに他ならない。

　俺はクレアに意趣返しができて満足。

　教皇は枢機卿派ラトレイア家にダメージを与えられて万歳。

　枢機卿派だけが歯は噛がみ、と。

　手のひらの上で踊らされた感覚はあるが……いいだろう。

　ゼニスは戻ってくる。クレアにも意趣返しができる。そして、この流れなら、予定通り傭よう兵へい団の方も設置できるだろう。

　反対する理由はない。

「構いません」

「では、慣例に従いクレア・ラトレイアを国家騒乱罪とし、十年間の投獄を求刑する」

「ふえっ？」

　変な声が出た。

「何か、異議がおありですか？　ルーデウス殿」

「……十年ですか？」

「はい。龍神様の側近たるルーデウス殿の家族をさらい、神子様を襲撃するように仕向けたのです」

「でも、その……」

「力のある者に相応の応対をせず、このような騒乱を招いた。ルーデウス殿が良識ある方でなければ、とっくに神子様の命はなかったでしょう。それを考えれば、十年でも、まだ短い」

　そう……なんだろうか。でも、そうか。これだけ人が集まるほどの大おお事ごとになった。

　他にも罰を受ける者はいるのだろうが、クレアに投獄十年。

　十年……短くはない。今から十年前といえば、俺はまだ、エリスと別れたばかりの頃だ。

　だから、短くは、ない。

　とはいえ、仕方ないのだろうか。元はといえば、クレアのやり方が汚いのだ。あんな方法でゼニスを誘拐しなければ、こうはならなかった。

「……」

「異議はないようですね、では三人以上の司教、並びに三人以上の大隊長ラージリーダーによる簡易裁判の可決により、クレア・ラトレイア伯爵夫人を国家騒乱罪とし十年間の投獄を求刑、また、カーライル卿には後に正式な裁判の執行を」

「異議なし」

「異議なし」

　枢機卿と大司教、騎士たちが厳かに言い放つ。

「では、ベルモンド殿、中立たる聖堂騎士団の手で、ラトレイア夫妻の拘束を。その他の者には、後に正式な評定の後、沙汰を下しましょう」

　教皇が聖堂騎士団へと目配せをし、手を上げる。

　ベッシュとその他二人が即座に立ち上がり、きびきびとした動作でテーブルを回り、並んで座るカーライルとクレアへと向かっていく。

　テレーズの前を通る時、テレーズが一瞬だけ眉を顰ひそめた。

　聖堂騎士団の一人は、懐から手錠のようなものを取り出し、まずはカーライルへとそれを掛けた。

　カーライルは無言でそれを受け、聖堂騎士の一人と共に自らの足で出口へと向かう。

　クレアはというと、動かない。立ち上がろうとしているが、体が震えている。

　表情はいつも通りであるのに、その体が、足が、震えている。

「さぁ、クレア夫人」

「わ、私は……」

　聖堂騎士団がゆっくりとクレアへと近づいていく。このままクレアは逮捕され、牢ろう屋やに入れられるのだろう。少し後味は悪いが、一件落着だ。

「……」

　ふと、クリフと目が合った。彼は、焦ったような、困惑したような顔で俺を見ていた。

　なぜそんな顔をする？　確かに、俺だって気に食わない部分はある。

　こんな私刑みたいなやりかたで、十年間の投獄だ。強引すぎじゃないのかって思う。

　けど、これがお前たちのルールじゃないのか？　神殿騎士団も俺に対して、似たようなことをやっていた。なら、このやり方は、お前たちのルールに則のっとった正式な結末じゃないか。

「さぁ、クレア夫人」

　ベッシュはクレアを刺激しないよう、ゆっくりと手を伸ばしていく。

　クレアはその手に怯おびえた目を向けつつ、体を逃がそうとして……。

「ぬっ！」

　次の瞬間、ベッシュは突き飛ばされた。

　重い鎧をガシャリと震わせながら、一歩、後ろへとたたらを踏んだ。

　ベッシュは即座に腰を落とし、剣を抜こうとして、とどまった。

　抵抗したのは、クレアではなかった。クレアの隣、カーライルとクレアに挟まれるように座っていた、一人の女性だ。

　ゼニスが、クレアの前に立っていた。

　両手を広げて、通せん坊をするように。

　虚うつろな顔をベッシュに向けて、しかし明らかに敵意が感じられる動作で。

　クレアを、守っていた。

「……！」

　俺はさらに混乱する。

　なんでゼニスがクレアを守るんだ？　咄とっ嗟さの行動か？

　でも、彼女は今まで、状況に応じて動くこともあった。彼女がこうして動く時は、家族のためを思っての行動だ。自分が何をされたかわかってないから、反射的に母を守ろうとした？

「……」

　何かが欠落している感覚がある。

　こういう時、俺はいつだって間違ってきた。思えば、パックスの時もそうだった。

　落ち着け、落ち着いて考えれば、見落としがわかるかもしれない。

　でも、時間はない。ベッシュはすぐにでもゼニスをどかして、クレアを連れていくだろう。

　静止すべきか？　結果を考えずに止めていいのか？　もっといろいろ聞いてからの方がいいんじゃないのか？

　でも、クレアは、ゼニスを……。

「待ってください！」

　迷う俺を尻目に、ベッシュを静止する声が上がった。

　ゼニスの前に割り込むように、一人の小柄な人物が出てきた。先ほどまで俺を非難するような目で見ていた人物。クリフだ。

「こんな強引なやり方はおかしい」

　彼はゼニスをかばうように、ベッシュの前に立った。

「こんな、老いた女性一人を追い詰めて、生贄にするようなやり方は、ミリス様はお許しにならない！」

「一介の神父如きが、教団の正式な決定に異を発し、ミリス様の代弁者を名乗るか！」

　枢機卿が大声を張り上げる。

「では、枢機卿はミリス様がお許しになると思うのですか!?　夫は妻を見捨て、子だけが母を守ろうとする中、大勢で寄ってたかって母を連行することを！」

「子といっても、心を失っているだけの大人だ！」

「年齢は関係ないでしょう！　親は親、子は子だ！」

　ピシャリと言ったクリフに、枢機卿はムッとした顔をした。

　そして、すぐに己の配下たる神殿騎士に顔を向けた。こいつを黙らせろとでも言わんばかりの顔。

　だが、向いた先はテレーズだ。クリフもまた、テレーズを見ていた。

「神殿騎士団『盾グループ』中隊長ミドルリーダー、テレーズ・ラトレイア殿！　あなたにとっても母親だ！　いいのですか？　ミリス様はおっしゃっている、『騎士はいかなる時も忠義を忘れてはならない。だが時には愛する者の守護を優先すべし』と。あなたにとって、己の母親は愛するに値しないものなのか？　今まで育ててもらった時に、愛を感じなかったのか？　たとえ感じずとも、その歳になった今、過去を思い返し、返すべき恩があるとは思わないのか？」

　テレーズは苦しそうな顔をして、そっぽを向いた。

　クリフは怒りの表情を保ったまま、視線を巡らせる。その視線は、俺のところで止まった。

「君もだ、ルーデウス！」

　彼はいつも通り、まったく迷いのない目で、俺を射抜いた。

「こんなやり方で、君は満足するのか？　神子を人質に取るなんて君らしくもない方法で、実の祖母を罠にハメて、牢ろう獄ごくに叩たたき込んで、満足するのか？」

「……」

　聞かれ、俺は黙る。クリフの言い分は少しおかしい。俺は好きで神子を人質に取ったつもりはない。牢獄に叩き込もうと思ったのも、俺の意思じゃない。

　そもそも、クレアが悪いことをしたのは事実だ。罰を受けるのは当然じゃないか。

　それを、そんな感情的な言葉で覆してはいかんだろう。

「確かに君は彼女と喧けん嘩かをしたかもしれない、だが、君はいつだって家族との諍いは、相手の気持ちを思いやって解決してきただろう？　ノルン君からも聞いている。君はあれだけ邪険にされていたノルン君が落ち込んでいた時も、後先を顧みずに助けに行った。今回だって、君は努力していた。お祖じ父い様や、テレーズ卿に相談して、平和裏に和解しようとしていた。それなのに、これで、いいのか？」

　彼は、少し勘違いしているようだ。

　俺が平和裏に解決しようとしたのは、あくまで傭兵団とクリフのためだ。別に、家族のことを思ってのことじゃない。だが、クリフはそんな揚げ足取りを聞きたいわけじゃないのだろう。

「……」

「答えろ！　ルーデウス・グレイラット！　いいのか、悪いのか！　返答次第で、お前を軽蔑する！」

　なぜか心に響くものがある。胸に刺さるものがある。

　なぜだ。

　そりゃ、俺だって、家族を牢獄に叩き込むなんて、いいとは思わない。でも、クレアは違うだろう。彼女は俺を家族として見ようとはしなかった。

　彼女は違う。家族じゃない。

「……」

　でも、まだ、小骨のように引っかかっていることがある。

　それが何かわからない。

　だが、それを抜かなければ、答えられない。

「クリフ先輩……その質問に答える前に、一つ、クレアさんに質問させていただいていいですか？」

「……？」

　俺はクリフの返答を待たず、クレアの方を向いた。彼女は怯えの混じった、しかし毅き然ぜんとした態度で、俺の視線を受け止めた。

「あなたは、なぜ、母を誘拐なんてしたんですか……？」

　クレアは表情を変えず、ただ当然のように答えた。

「娘と、家のためです」

「あなたは、こんな風になった娘を、無理やり結婚させることが、本当に、娘のためになると思っているんですか？」

「時と、場合によっては」

　知らず、拳が握られる。手に力が入り、奥歯が噛み締められる。この人は、なぜこうなんだろうか。この場で、思わないと言えば、自分が間違っていたと言えば、この場は逃れられるかもしれないのに。

「……」
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　押し黙った俺を、周囲が探るように見てくる。まるで、この場の決定権を俺が持っているかのようだ。

　いや、持っているのか？　俺は未いまだに、神子の腕を掴んでいる。

　最初から対等な話し合いの場ではない。

「娘と、家と、どっちが大事なんですか？」

「どちらも、同じぐらい大事です」

　のらりくらりとした返答に、いらだちを覚える。

　なぜ、俺を説得しようとしないのか。彼女だって、この場で俺が有利なことはわかっているはずだ。俺が彼女を許してやってほしいと言えば、この場は収まる。いや、完全に収まりはしないだろうが、クレアが十年間も牢屋に入る形にはならないはずだ。死人だって出ていないし、別の罰で終わるはずだ。

　だから。

　いいから。

　いいかげん。

　謝れよ……。

　迷う俺に、クレアはふんと鼻を鳴らした。

「無理はしなくても結構。あなたに助けてもらおうなどとは考えておりません。娘のためにしたことで罰を受けるというのなら、受け入れましょう」

「……っ！」

　おま、お……ああっ……くそっ、話にならない。

　ゼニスに庇かばわれて、クリフに庇われて。それで、出てくるのがそれかよ……。

　もう許せん。

「そうまで言われては、私からはこれ以上……ん？」

　言いかけて、ふと肩のあたりに突つつかれる感触。

　ふと見ると、神子が俺に掴まれているのと逆の手で、俺の肩を突いていた。

「ルーデウス様」

「なんですか？」

　神子は、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな顔ではなく、無表情だった。

　無表情だが、しかしなにか、透き通って見えた。聖女のような雰囲気を感じた。

「彼女を、助けてあげなさい」

「なぜですか？」

　雰囲気には騙だまされない。俺はもう、クレアを許すつもりはない。少なくとも、彼女は俺と和解するつもりなどハナからないのだ。彼女は娘を支配下に置きたいだけの愚かな母親だ。それを邪魔する孫も気に食わないのだろうさ。

　自分の思い通りにならないと、癇かん癪しゃくを起こして暴れる子供みたいな思考を持ってるんだろうさ。

「クレア様は本当に、娘と家のことだけを考えているのです」

「考えるだけなら、誰にでもできますよ」

　ちゃんと相手の立場になって考えなきゃ、意味ないだろ。

　良かれと思ったことでも、相手の望まぬものを押し付けるのは……余計なお世話というのだ。

　しかも今回は、相当に悪い方向にお世話している。誰も望んじゃいない。

「クレア様の考えている『家』には、ルーデウス様、あなたのことも含まれているのですよ」

「どういうことですか？」

「今回の一件は、あなたのことを考えてのことでもあるのです」

　俺のこと……を、考えて、どうしてこうなる。

　どうしてこうなった。意味がわからない。会話をキャッチボールしてほしい。

「私を信じてください、目を見ればわかります」

　む。神子としての能力か。目を見れば、過去の記憶を見ることができる。つまり、何か理由があってのことだろう。どんな理由があるのかは知らんがね。

「クレアさん、神子様の言ってることについて、説明してもらえませんか？　どうにも、よくわからない」

「どうもこうも、私にも何のことだかわかりません。神子様でも嘘をつくことぐらいあるでしょう。私はあなたのことなど、考えたこともありません」

　ツンと言われた。

　これだ。クリフ、神子様。いくらあなた方が彼女を庇っても、これじゃ、俺だって折れることはできない。確かに、少し心残りな部分はあるが……。

　けど、もう終わりにしよう。

「ハナから俺を受け入れようとしてくれてない人と、和解するつもりはありません……」

　俺がため息交じりに言うと、クレアもまた、すまし顔で頷いた。

　クリフが鎮痛な顔で俺を睨み、神子が悲しそうな顔をした。テレーズがクレアに視線を送り、ベルモンド卿が動き、ゼニスが──。

　ゼニスが、気づいたら俺の前にいた。

「……」

　ぺちりと、頬ほおを叩かれた。

　力はほとんど入っていなかった。痕あとも残らないほど、力ない一撃だった。

「あれ？」

　でも、なぜか痛かった。叩かれたところが、やけに熱を帯びている気がした。

「っ……」

　唐突に湧き出してきた涙。

　その正体に気づけぬうちに、ゼニスは俺の脇を通り過ぎた。

　振り返ると、そこには手て枷かせをかけられ、退室前に事の成り行きを見守っていたカーライルがいた。

　俺の後ろにいたため、今まで彼の表情は見えなかった。

　だが、その顔は、心配と、焦りと、後悔の入り混じったような、複雑な表情をしていた。

　彼も叩かれた。やはり、ぺちりと、力ない平手で。

　ゼニスは、フラフラと頼りない足取りで歩いた。

　誰も彼女を止めない。聖堂騎士も、神殿騎士も、誰も止めない。時間が止まった空間の中を、ゼニスは歩く。

　そして、クレアの前に立った。

　その手をゆっくりと上げて、彼女にも平手を……。

　いや、平手ではなかった。両手で、クレアの頬に触れていた。覗のぞき込むかのように、近距離で彼女の顔を見た。

　俺の側から、ゼニスの表情は窺うかがい知れない。

　だが、ゼニスの顔を見たクレアには、劇的な変化があった。

　まず、目が大きく見開かれた。

　その後、唇が震えた。

　頬が、肩が、体が、震えだした。

　震えは指先にまで届き、その震えに少しずつずらされるかのように、クレアが両手を持ち上げ、ゼニスの両手を包み込むように握った。

「ぉ……ぁ……あぁ……あああ……」

　クレアの口から、泣き声とも、うめき声ともつかぬ慟どう哭こくが漏れる。

　彼女はゼニスの手をキスでもするかのように己の顔に近づけた。

　クレアの目から、ぼろぼろと涙がこぼれ始める。それと同時に、震えに耐え切れなくなったかのように、膝から崩れた。

「あっ」

　後ろから声が聞こえたと同時に、誰かが俺の脇をすり抜けた。

　カーライルだ。彼は両手を拘束されたまま、クレアへと駆け寄った。

　そして、その脇に座り込みつつ、言った。

「クレア、もう、意地を張るのはやめよう」

「あ……ぁぁ、あなた……ゼニスが……ゼニスが……」

　クレアは顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて泣きつつ、カーライルにすがりついた。

　カーライルはその肩を抱こうとして、手枷を見て無理だと判断したのか、ゼニスの手を包むクレアの手に己の手を重ねた。

「大丈夫だったんだ。君が気張らずとも、大丈夫だったんだよ」

　カーライルはそう言って、立ち上がった。

　クレアの泣き声が響く空間の中。彼は周囲を見渡し、言った。

「申し訳ありません。今から全てを明かします。沙汰は、その後にお願いしてもよろしいですか？」

　カーライルの言葉で、空間の時間が動きだした。

　彼は、この場の全員に向けて言ったのだと思う。

　だが教皇が、枢機卿が、クリフが、ベルモンド卿が、テレーズが、聖墳墓の守り人アナスタシア・キープの面々が、全て俺を向いた。

　神子が俺の袖を引っ張った。両手で引っ張った。

　いつしか、俺は神子の腕を離していた。

「……わかりました」

　俺は倒れるように席に座り直した。

　ゼニスに叩かれた頬が、まだ熱かった。







第六話「家のため、娘のため」




　クレア・ラトレイアは生来、意固地で見栄っ張りな性格であった。

　己の間違いを認めず、素直に謝れない子供であった。

　そんな彼女に対し、彼女の母、ルーデウスの曾そう祖そ母ぼとなるメルディ・ラトレイアは、言った。

「正しい人間になりなさい」

　それは、誤った教育だったと言えよう。意固地で、己の間違いを認められないクレア。彼女が間違いを犯さなければ、意固地でもなんの問題もない。そう思ってのことだが、一生間違いを犯さないなど、人間には到底ムリなことだった。

　だが、教育は成功した。クレアは厳しい人間になった。

　正しい、ではなく、厳しい人間になった。自分にも、そして他人にも厳しい人間だ。

　クレアは教育の過程で、己が間違いを犯さず生きていくことができないことに気づいたのだ。

　ゆえに、自分が間違えぬよう、厳しく律する人間を目指したのだ。

　ただ、その副作用か、彼女は他人にも厳しく接する人間となった。

　自分にも、他人にも厳しい。

　それが、クレア・ラトレイアという人間である。

　しかし、教育が成功したところで、意固地で見栄っ張りな性格は直りはしなかった。

　厳しい彼女は苦労し、努力した。

　見栄っ張りな彼女は、それが辛つらく、苦しくても、決してそれを人に悟らせなかった。

　厳しい彼女は、それと同じことを他人に要求した。

　意固地な彼女は、自分が指摘されても決して間違いを認めなかった。

　嫌な人間である。

　他人から見れば、苦労せず物事に成功し、そのくせ、自分と同じ成果を他人にも要求し、弱音を吐けば叱しっ責せきする。失敗を指摘しても決して謝らない。そんな、冷たく、苦労知らずで、人の気持ちのわからぬ人間である。

　無論、そんな彼女の性根を見抜く者はいた。

　陰ながらの努力を認めてくれる者はいた。

　しかしそれだけだ。『認める』だけだ。

　僕は認めても、皆は君を認めてはくれないよと、心優しき者は言った。

　だが、彼女は変わらなかった。母の教えも、自分のやり方も、決して間違っていない、変える必要はないと。

　結果として、ミリス神聖国の貴族学校を卒業する頃には、名物生徒となり、同年代から煙たがられる存在となっていた。

　成人しても、嫁のもらい手などなかった。

　ラトレイア家の長女として、何件か縁談は持ち上がったが、実際に彼女を目の前にした貴族の男たちは、彼女の厳しい部分や意固地な部分を目の当たりにして、逃げるように去っていった。

「結婚できなければ尼になればいいでしょう」

　十八歳の時、クレアはそう言った。

　ラトレイア家の淑女として、行き遅れのレッテルを張られ、家の恥となるぐらいなら、そちらの方がいい。

　当時のミリス神聖国の婦女子の一般的な考え方である。





　　　　★　★　★






　カーライル・ギュランツという少年がいた。

　カーライルは新米の神殿騎士で、神殿騎士団『剣グループ』の中隊長ミドルリーダーであるクレアの父ラルカン・ラトレイアの直属の部下だった。

　ある日のことである。クレアの父は、酔っ払って帰ってきた。

　ラルカンは厳格な人間だった。己に対してはもちろん、クレアに対しても、クレアの母に対しても、常に厳格であろうと振る舞っていた。

　ゆえに、そんな状態で帰ってくるのは珍しいことであった。

　無論、初めてではない。こうしてだらしない状態で帰ってきた父は、クレアの母が介助していた。

　鎧よろいを脱がせ、水を飲ませ、家人に酔っ払ってだらしなくなっていると悟られぬよう、ただ疲れているだけに見えるよう、肩を貸し、ベッドまで連れていった。

　そうした時、クレアの母は父を叱責することはなかった。

　クレアの母は、神殿騎士がストレスの溜たまる仕事であると知っていたからだ。

　だが、あいにくとその日、クレアの母は実家の用事で出かけていた。

　クレアは、初めて父の弱い部分を見ることになった。

　クレアは父を叱責した。ラトレイア家の当主ともあろう人間が、その失態はなんだ、いつも自分に言い聞かせているのは口だけか、と。

　父は酔っ払いながらも、娘に弱い部分を見られ、恥ずかしさから押し黙ってしまった。

　そんな時、口を挟んだのが、クレアの父を家まで連れ帰ってきたカーライルだった。

「今日、隊長が飲んだくれたのには理由がある。作戦行動中に、一人の騎士が死んだ。誰が悪いわけでもない。だが、その追悼として酒を飲んだ。隊長はつい深酒をしてしまったが、それは死んでしまった者に対する悔恨からだ。たとえ隊長の娘であろうと、その気持ちを侮辱することは許さない」

　その言葉に、クレアは黙った。

　押し黙った。だが、怒っていたわけではなかった。

　彼女は、無言で父の介助をした。水を飲ませ、謝る父に肩を貸し、しかし一人では支えきれず、カーライルに手伝ってもらって部屋へと連れていき、着替えさせ、ベッドに寝かせた。

　クレアはその間、一言も口を利かなかった。

　自分が間違ったとわかっていたが、父にも、カーライルにも謝罪ができなかった。

　意地っ張りな部分が、謝罪を許さなかったのだ。

　だが、カーライルはというと、それを見抜いていた。ムッとした表情を浮かべつつも、己の間違いを認めていると。

「あなたは、優しい人だ」

　去り際にカーライルはそう言った。

　クレアはその時、何を言われているのかわからなかった。

　だが、目の前の少年が、恐らく自分より一歳か二歳は年下であろう少年が、自分の何かに気づいてくれたのはわかった。

　その後、カーライルは事あるごとにラトレイア家へと招かれるようになり、最終的には、クレアの婿として迎えられた。





　　　　★　★　★






　二人の間には、五人の子供が生まれた。

　男の子が一人。女の子が四人。

　クレアは彼女らを厳格に育てた。自分がそうされたように、厳しい教育を施した。

　長男は神殿騎士となった。

　長女は侯爵家の嫁として迎えられた。

　二人はクレアの思い通り、ミリスという国において、どこに出しても恥ずかしくない紳士淑女に育った。

　クレアは、少しだけ遅れて生まれた次女に一番期待をしていた。

　彼女は、上の二人よりも優秀だった。

　誰の目から見ても美しく、清廉で、自慢できる、完璧な作品だった。

　ゼニス・ラトレイア。

　彼女は出奔した。クレアの期待を裏切り、家を飛び出して冒険者となり、消息を絶った。

　クレアは激高した。馬鹿な娘だ、最も愚かな選択をした、お前たちはあのようにはなるなと、他の子供たちの前で、唾を飛ばして罵倒した。

　彼女がここまで感情をあらわにしたのは、人生で初めてのことだった。

　一番に目をかけていた娘が、一番望まぬ道に進んだ。

　それが、何よりも、誰よりもショックだったのだ。

　三女サウラも望まぬ形になった。

　彼女はある男爵と結婚した。しかし、その男爵は権力争いに負け、サウラもまた争いに巻き込まれて死んでしまった。治癒魔術に優れたミリスでは珍しいことだが、こうしたことは起こり得た。

　ラトレイア家のメンツに懸けて、サウラを殺した相手には相応の末路を与えてやった。

　だが、サウラは戻らない。

　クレアは悲しんだ。人並みに悲しんだ。

　クレアの悲しみをよそに、四女テレーズも、クレアの望まぬ道に進んだ。

　神殿騎士団へと入ったのだ。

　クレアは、これもまた罵倒した。お前のような小娘が、神殿騎士団でやっていけるわけがない。

　私の言うことを聞いて、淑女として育てば、きちんとした結婚相手を探し、幸せにしてやったのに、と。

　テレーズは「権力争いに巻き込まれて死ぬのが幸せですか？」と鼻で笑い、大おお喧げん嘩かに発展した。

　クレアはテレーズに「二度とこの家の敷居をまたぐな」と言い放ち、彼女を放逐した。

　この時、クレアは自分が間違ったことを言っているとは、微み塵じんも思っていなかった。

　ゼニスも、テレーズも、いずれ立ち行かなくなる。

　自分に泣きついてくるものだと、そう考えていたのだ。




　それから十年の歳月が流れた。

　ゼニスからは相変わらず連絡もなかったが、テレーズはいつしか、神み子この護衛隊長という異例の出世を果たしていた。

　単に神子が女性であるため、女性騎士で優秀な人材が求められただけ。

　クレアはそう考えていたし、実際にその通りであった。

　テレーズ自身は、事務的な能力や指揮能力は高かったが、騎士としての実力は並であったから。

　もっとも、クレアが夫についてパーティなどに出席すれば「さすがラトレイア家の方は、どの方面でも活躍なさる」という言葉を多く聞くことになった。

　いかにクレアが意地っ張りであっても、彼女は自分にも厳しい人間だ。

　己が間違っていたとわかれば、謝罪はしないまでも、考えを正すことはできる。

　間違っていたと思っていた娘が結果を出したのだから、なおさらだ。

　クレアはテレーズを許し、和解した。

　もっとも、テレーズに対面したクレアから出てきたのは謝罪の言葉ではなく「許してあげます」という居丈高な言葉だった。

　テレーズが神殿騎士団の中隊長ミドルリーダーとして、日頃から人として問題のある人物の相手に慣れていなければ、あるいは母の性格を知る兄が間に入らなければ、また喧嘩になっていただろう。

　この時もまだ、クレアはゼニスを許してはいなかった。

　だが、もし顔を見せたら、あるいは話し合うぐらいの姿勢は見せてもいい、と思っていた。




　パウロがラトレイア家に助けを求めてきたのは、それからさらに数年後だ。

　アスラ王国で起きた、魔力災害。フィットア領転移事件。パウロは、その行方不明者の捜索部隊の隊長として現れ、捜索の援助をラトレイア家に申し入れてきた。

　行方不明者の中にゼニスもいると聞いて、クレアは当然のようにそれに賛成した。

　カーライルを説き伏せ、金と人員を出させた。

　さっさとゼニスを見つけ出し「それみたことか、私に逆らうからこうなるのだ」と言ってやりたかった。

　だが、ゼニスは見つからなかった。

　一年経っても、二年経っても、見つからなかった。その間に、どんどんゼニスの夫パウロが憔しょう悴すいしていった。辛いことを隠そうともせず、娘もいるというのに酒浸りになっていった。

　クレアはゼニスより先に、孫であるノルンをどうにかしてやらなければならないと考えた。

　幼い彼女を家で保護し、父親と引き離そうと考えた。

　そして、淑女としての教育を施そうと思った。それが一番だと考えたのだ。

　もっとも、カーライルの反対もあって、無理やりノルンを引き離すことはできなかった。

　クレアはノルンを見ながら、歯がゆい日々を過ごすことになった。

　そうしているうちにパウロは持ち直した。テレーズから聞いた話によると、長男であるルーデウスが、パウロを殴り、矯正したらしい。クレアはその時、少しだけルーデウスという人物に興味を持った。

　もっとも、自分たちのところに挨拶にも来ないことを鑑みるに、やはりパウロの息子は、パウロの息子なのだろうと見下していたが。

　その後、パウロが重婚していることが判明した。

　愛人であるリーリャと、娘のアイシャがミリスへとやってきたのだ。

　クレアはミリス教徒だ。二人の妻を娶めとるなど、そんな不誠実なことが許されるとは思っていない。

　だが、パウロはミリス教徒ではなく、クレアも教団の教えを他者に押し付けることの愚をわきまえていた。

　月に何度か、二人に顔を出させ、ラトレイア家の教育を施した。

　礼儀作法に、細やかな儀式の勉強。

　クレアにとって、当然のものを、当然に学ばせるだけのことである。

　ノルンはアイシャには勝てず、いつも不ふ貞て腐くされていた。

　クレアは、そんな彼女の態度が嫌いだった。努力すればできることを、ノルンは早々に諦めてやろうとはしなかった。

　アイシャに負けることを恐れるあまり、手抜きをしている。そう見たクレアは、勝つ必要はないとノルンに言った。ただラトレイア家の淑女にふさわしい能力を持てと、クレアはノルンに言い聞かせた。

　クレアなりに発破をかけたつもりだった。

　だが、決してノルンはよくならなかった。あらゆる言葉で発破をかけたが、ダメだった。

　愛人の娘であるアイシャは、そんなノルンを馬鹿にして、クレアを怒らせた。

　怒ったクレアは感情的になり、アイシャにもリーリャにも、辛く当たった。

　結局、ノルンもアイシャもクレアの思うようにはならず、別れることとなった。




　それから、さらに数年の月日が流れた。

　ゼニス発見の報告は来ず、クレアは孫との日々を思い出していた。

　長男、長女の子供たちは、次々と成人している。皆、ミリス貴族としてどこに出しても恥ずかしくないぐらいに、立派に育っている。

　すでに、周囲に子供たちの姿はなく、孫の姿もなくなった。

　ノルンとアイシャ。二人も、そろそろ成人のはずだ。どうなっただろうか。

　思えば、あの二人だけは思うようにならなかった。

　やはり、ゼニスの娘だからか。ゼニスはどういう教育をしていたのか……。

　そう考えたクレアは、はたと思いとどまった。そもそも、ゼニスは、娘の教育すらできなかったのだと。

　生まれてすぐ、まだ一歳か二歳の時に、転移事件は起きた。ゼニスは、物心ついた娘を教育する機会を与えられなかったのだ。

　ノルンは男親一人に育てられた。

　アイシャも転移事件の影響か、正妻の子を尊重するという教育がされていなかった。

　ゼニスは、あれでいて勉強はできた。一時期はミリス令嬢の鑑かがみと言われていたほどに、立派な淑女だった。いかに冒険者になったとはいえ、彼女がきちんと教えていれば……。

　クレアは無性にゼニスが懐かしくなった。

　会いたいと思った。会ってもきっと、叱責の言葉しか出てこないだろうし、ゼニスには煙たがられるだろうが、それでも会いたいと思った。

　そんな折である。

　ルーデウスから、ゼニス発見の報が届いたのは。

　記憶を失い、すでに心神喪失状態のようになっているが、それでもゼニスは生きていた、という報告が来たのだ。

　手紙の内容は簡潔で、どこで発見し、どうなったかが、あっさりとした文体で書かれていた。

　あまりにも、あっさりと、パウロが死んだことも書かれていた。

　今後治療するつもりだという文言はあったが、連れ帰るとは一言も書かれていなかった。

　クレアはすぐに手紙を返した。

　何としても、ゼニスに会いたかった。





　　　　★　★　★






　さらに数年が経過した。

　その間に、クレアはゼニスを治す方法を調べた。

　ミリス中の医者や治癒術師に話を聞いてまわり、ミリス教団の保有する図書館に何度も足を運んだ。

　その過程で、魔族の残した文献にも目を通した。本来なら許されぬことであるが、長い歴史を見てみれば、同じような例があると信じて。

　そして、見つけた。

　怪しげで、本当かどうかはわからない。とても信用できず、吐き気がするような方法。

　でも、確かに前例として、一つの治療例があったのだ。

　魔族の治療法ではなかった。長耳族エルフに、似たような症例があったらしい。その女は、心神を喪失した状態で現れ、しかし多数の男と交わることで、その心を取り戻したという。

　信じられないことである。デマだ。そんな方法は、試すまでもないことである。

　しかし、裏付けを取るため調べを進めてみると……。どうも、その人物というのは、実在したらしい。

　そして、今もなお、男と交わり続けているのだという。

　クレアは悩んだ。そんな治療法を試していいものか。ゼニスとて、嫌がるのではないか。

　だが、それでも。それでも、他に方法がないというのならば……。

　そう考えていた矢先のことだ。

　ルーデウスがゼニスを連れてきたのは。

　ゼニスは、息子であるルーデウスと、愛人の娘であるアイシャの二人に連れられてきた。

　たった三人だ。手紙を出してから、三年程度。あまり遠方への手紙を出し慣れていないクレアだが、ルーデウスが急いできてくれたのはわかった。

　まずはねぎらいの言葉と挨拶を。それから、治療の進行状態と、これからの治療方針の確認を。

　余裕があれば、ノルンとアイシャの近況を。

　ゼニスを見た瞬間、そんな予定は吹き飛んだ。

　クレアは部屋に入るや否や、ゼニスの顔を見て、近づき、近づき切れず、定まらない視線を見て、心を掻かきむしられるような気持ちになって、焦燥をため息に乗せて、かかりつけの医者アンデルに託した。

　アンデルは、最近なにかと調子の悪いクレアの体調を管理してくれている医者で、ゼニスの治療法についても相談に乗ってもらっていた人物である。

　久しぶりにゼニスを見たクレアは、ルーデウスを無視してしまったことを申し訳なく思いつつ、振り返った。

　その時、ふと、ソファの端に縮こまって座る、メイド服の女を見つけた。

　暗めの茶髪をしたその女。見忘れるわけもない。

　しかし、咄とっ嗟さにクレアが気になったのは、その格好だった。

　メイド服。

「アイシャさん、お久しぶりです。本日は……どういった立場で来ましたか？」

「えっ？　ええっと……その、ゼニス様の、お世話をするために、付いてきました」

　その返答に、クレアは思わず声を荒らげてしまった。

　世話。つまりメイドとして来たのだ。であれば、主人たるゼニスやルーデウスが立っているのに、アイシャが座っていい理由はない。クレアとしては当然の叱責のつもりだった。

　だが、ルーデウスが割り込んできた。

　当然だろう。クレアがやるべき順番を間違えていたのだから。

　初めて会ったルーデウスは、パウロによく似た青年だった。ルーデウスの顔は、否いや応おうなく、クレアの脳裏にパウロの顔を思い出させた。あの飲んだくれていて、品性の欠片かけらもないパウロのことだ。

　あのパウロ。彼がいなければ、ゼニスはこんなことにはならなかったのかもしれない。

　クレアの脳裏に、そんな感情すら湧いて出た。

　そのせいか、それからのルーデウスとのやりとりにおいては、クレアの悪い部分が出た。

　意固地で見栄っ張りな性格が、己の失敗を隠し、尊大な態度を取らせた。

　もっとも、ルーデウスは真しん摯しだった。

　嫌味を言うクレアに対し、真正面から正論をぶつけた。その正々堂々とした態度に、クレアはルーデウスの評価を上方修正した。

　その後の会話は、クレアが想定していた通りのものとなった。

　治療の進行状態の確認と、ノルンの近況。アイシャについては、先ほどの叱責でバツが悪かったのもあり、黙っていた。

　ルーデウスは少々ミリスの常識には疎いようだが、当主としての自覚はあるようで、ノルンの面倒もしっかり見ると言い切った。

　クレアは認識を改めた。まだ若いが、当主としての自覚を持った立派な青年。

　クレアの目にはそう映った。

　龍神オルステッドの配下というのがどれほどの地位なのかはクレアにはわからない。

　クレアは武の方面に関しての知識には疎いが、アスラ王国の国王と親密な関係にあるというのであれば、新興でも相応な家柄を持っていると言えるだろう。

　高い家柄には、高い責任と実績が付く。

　恐らく、自分が思っている以上に、目の前の青年がひとかどの人物なのであろうと、クレアは見て取った。

　あのゼニスの息子が。

　そう考えると、なんとも歯がゆいような、それでいて誇らしいような、複雑な気分になった。

　だが、だからこその問題があった。

　これから行う治療法は、後ろ指をさされるものである。大勢の男に、女を抱かせるなど、許されていいことではない。

　はたして、あの治療法をルーデウスが受け入れるのか。カマを掛けてみたところ、彼は烈火の如く怒った。こんな状態になってもなお、彼はゼニスを愛しているのだ。当然だろう。でなければ、数年もかけてミリスにまで連れてこようとはすまい。

　そして、あの治療法も知らず、試していないに違いないとクレアは考えた。

　彼に治療法について話すべきか。やや信しん憑ぴょう性せいが低いが、しかしやってみる価値はありそうだということを。

　あるいは、治療法について詳しく言えば、賛同を得られるかもしれない。

　だが……と、クレアは考えた。

　目の前の青年は、将来のある身だ。

　風の噂うわさで聞いたところによると、彼は教皇派の神父と懇意であるらしい。同時に、教皇の孫がこのミリシオンに帰ってきた、という噂もある。長い旅なのだから、一緒に来たのだとしても、おかしくはない。

　正直、クレアにとってそのあたりの権力争いはどうでもいいことである。

　だがもし、ルーデウスが教皇派として動いていくのなら。ラトレイア家ではなく、グレイラット家として、オルステッドの配下として、教皇派に付き、このミリシオンで活動していくつもりなら。

　治療法は、足かせになるだろう。

　己の母にあんな治療法を試したとなれば、醜聞となる。この国の誰もが、後ろ指をさすだろう。この国で生きていくことはできないだろう。

　そんな彼に、あの治療法について話すべきか。加担させるべきか。

　否いな。と、クレアは結論を出した。

　彼は何も知らないほうがいい、と。

　母親が大勢の男と交わったことなど、知らないほうがいい。無関係であるほうがいい。

　クレアが勝手にやったこと。ラトレイア家と関係のないルーデウスには、無関係なこと。

　そうしたほうがいいだろう。

　治療法を試さないという選択肢はなかった。何しろクレアは、二十年近くも待っていたのだ。

　ゼニスに会い、彼女と言葉を交わすのを。

　そして、クレアは行動を開始した。

　泥は、自分がかぶるつもりだった。




　ルーデウスをわざと怒らせ、ラトレイア家と決別させた。

　家の者を使って、ゼニスを誘拐させた。

　しかし、そこで、動きが止まってしまった。

　家に連れてきたゼニス。成長し、老い始めているゼニス。まだまだ美しく、女として通用するであろう己の娘。

　彼女を本当に、不特定多数の男に抱かせていいのか。

　よくない。いいはずがない。

　だが、ゼニスだってこんな状況で、息子の世話になり続けるのをいいと思うはずがない。

　もし彼女が口を利けたなら、きっと治してくれと言うはずだ。

　そんな言い訳すら思いついてしまった。クレア自身、そんな言い訳に吐き気を覚えた。

　誰かに止めてほしかった。今、自分はやってはいけないことをやろうとしている。もう自分では止められない。

　悩んだ。苦悩した。葛藤した。

　一日中、ゼニスと一緒の部屋にいて、頭を抱えた。

　何をするでもなく呆ほうけていたゼニスは、たまに、人間らしい反応をしてみせて、クレアはさらに悩んだ。

　それを止めてくれたのが、カーライルだった。

　カーライルは、テレーズから事のあらましを聞き、そして主治医アンデルから事の全てを聞いた。

　治療法のことと、それを試そうとして、妻が苦悩しているということ。

　とても許せないことをしようとしている妻。

　そんな妻に対し、彼は優しくこう言った。

「……その治療法を試す前に、神子様に見てもらおう」

　ゼニスの記憶がわかれば、何かがわかるかもしれない。

　あるいは、踏ん切りがつくかもしれない。逆に、治療法を試すのを、諦められるかもしれない。

　カーライルは、神子に記憶を見てもらうための申請を出した。

　神殿騎士団の大隊長ラージリーダーとしての権限をフルに使い、ゼニスの名を隠したまま、己の行動をルーデウスに悟らせぬまま、神子との拝はい謁えつを実現させた。

　普通なら個人レベルの記憶など見ない神子との謁えっ見けんの予定。

　それが、今日だった。

　本日、カーライルとクレアがゼニスを連れて、こそこそと教団本部へとやってきた日。

　誘拐事件が起きた。







★ ルーデウス視点 ★




「そうして、我々は今、ここにいます」

　そこで、話は終わった。

　クレアは目を真っ赤にして、カーライルは沈痛な面持ちだ。

　周囲の反応は様々だ。顔をしかめている者もいれば、難しそうに腕を組んでいる者もいる。

　テレーズはショックを受けた顔で口元を覆っている。

　神子は知っていましたよと言わんばかりに微笑ほほえんでいる。

　クリフは無表情だ。もしかして、彼は今の話を、どこかで聞いていたのではなかろうか。

　しかし、こうして聞いてみれば理解できる話であった。クレアのやろうとしたことは許されないことだろう。未遂であっても、自分の娘にそんなことを「やろうとした」というだけで許されない。

　俺だって許さないし、世間だって許さない。ミリス教の教義的にも許されない。

　この国の法律上の罪となるかはわからないが、少なくとも周囲の反応を見る限り、家名に泥を塗るような行動であることは間違いあるまい。

　また、俺がそれに加担しているとなれば、当然ながら俺のこの町での活動は絶望的となる。

　だから、俺と決別した。自分だけで何とかしようとした。一人で悩んで、一人で罰を受けようとした。

　ただ、残念なことに、クレアは間違えている。

「その……治療法ってのは、二百年ぐらい前の話ですよね？」

　そう聞くと、クレアは驚いたように顔を上げた。

「そ、そうです！　二百年ほど前に、同じような症状だった女性がいたと……」

「そして、その女性は、その行為が原因で、里を追われた？」

「……知っているということは、まさか試したのですか？」

「まさか」

　その症例。エリナリーゼのことだろう。

　無論、真実とは違う。彼女は、今のゼニスの状態から、何十年かかけて正気に戻った。

　ビッチになったのは、その後だ。

　だが、伝承なんてものは間違って伝わるものだ。おかしな形で伝わっていてもおかしくはない。

「試してはいませんが、その女性には直じかに会って、話を聞きましたので」

　エリナリーゼのことは、手紙には書いていなかったかもしれない。

　当時は、いろいろと秘密にしていることが多すぎた。

「そう……ですか」

　クレアは、力が抜けたように肩を落とした。しかし、その表情はどこかほっとしているようにも見えた。

「なら、私のしたことは、全て無意味だったのですね……」

「そうなりますね」

「……そう、ですか」

　初日に治療法を聞ければ、俺もあれほど怒りはしなかったろう。いやいやおばーちゃん、俺その女性に会って話聞いたけど、全然違うんだって。そんなんで治るわけないじゃん。

　と、笑い飛ばせただろう。

　うん。多分。

「言ってくれればよかったのに」

「……もしあなたが他に治療法を知らなかったとして、試さずにいられましたか？」

「……」

　答えられない。ノーとは言い切れない。もし、エリナリーゼから「自分はエロいことして治した」と聞いて、試せたか。最初は試さない。別の方法を探すだろう。

　だが、あれから何年も経過している。他に方法がないとなったら、俺はどうしていただろう。

　悩んだ末に、どういう結論を出しただろう。

「でも、知っていたのであれば…………私は、なんて馬鹿な……」

　クレアはそう言って、また涙を零こぼした。

　己の娘に、無意味に非道なことをしようとして、顔向けができないと思っているのだろうか。

　まだ、わだかまりが残っているのだろうか。モヤモヤとしたものを心に抱えているのだろうか。

　俺はスッキリした。今なら、今までの彼女の言動が理解できる。

　娘のため、家のため。クレアの行動に、一切の偽りは、ない。

　さらに、今の状況。今回の一件が権力闘争に利用されたこの状況。

　彼女はせめて、自分のやろうとしたことが露呈しないように、一人で罪をかぶろうとした。

　それは、せめてラトレイア家を守ろうとしてのことだったのだろう。

　テレーズや、俺の知らぬ伯父さん伯母さんたちをだ。

　もっとも、やり方は間違っていた。

　そう、言わざるを得ない。もっといいやり方はあったはずだ。一杯、いろいろ、あったはずだ。

　けど、それも、ゼニスのため、俺のため。

　娘のため、家のため。俺とカーライルがゼニスに叩たたかれたのは、そういうことだろう。

「はぁ……」

　ため息が出る。そして、クリフ。唐突にクレアを庇かばいだしたクリフ。

「クリフ先輩は、いつ聞いたんですか？　今のこと」

「今朝だ。教団本部に来た彼らと、偶然鉢合わせたんだ」

「……なんで、その時に止めてくれなかったんですか？　クリフ先輩もエリナリーゼさんのことは知ってるでしょう？」

「治療法の詳しいことについては、人として許されないことだとしか教えてもらえなかったんだ」

　まあ、そうか。そりゃそうだな。

　今まで誰に対しても口を閉ざしていたのに、クリフに対して言うはずもない。

「今日中に君にも伝えようと思ってたんだが……すまん」

　こうなったので無理だった、と。

　クリフのことだ。きっとその時に、クレアとカーライルを糾弾したのだろう。君たちのやっていることは間違っている。早くゼニスを返して、ルーデウスに謝罪しろ、とか。

　で、その剣幕に負けたカーライルは、事情を話した。

　人として許されないことと聞いて、彼なりに迷ったのだろう。口止めもされたのだろう。

　だから、公の場で答えを口にすることはなく、俺を諭そうとしたのだ。

　ここで止めさえすれば。クレアがちゃんとゼニスのことを考えて行動しているのだと、俺に伝えれば、改めて、解決の糸口が見えると思ったから。

　ちょっと彼もやり方がうまいとは言えないが……。

　クレアとカーライルの気持ちを汲くんだ上でのことだ。クリフらしいと言えるだろう。

　何にせよ、わかった。スッキリした。

「さて、もう一度お尋ねします」

　俺の気持ちが決まったところで、クリフが全体を見渡して言葉を発した。

「今回の一件は、一人の女性が娘を助けるために行ったこと。それを権謀に利用し、こうして大勢で寄ってたかって責め立てるのは、聖ミリス様の教えに従っていると言えるでしょうか？」

　教皇はにこやかな顔をしたまま。枢機卿はムッとした顔で。聖堂騎士団や、神殿騎士団は、ややほっとした顔で……それぞれクリフを見ていた。

「今回の一件は事故。それも、死者の一人も出ていない幸運な事故。一人の母が引き起こした、温かい事故。時間や騒乱に関する損失はありましょう。一時的に不快な気分に陥ったり、傷を負った者もいましょう。が、どうでしょう。今は全てを水に流し、彼女を許し、この場の裁定を寛大なものへと変えるべきではないでしょうか」

　クリフはそう言って、俺を見た。

「ルーデウス、決定権は君にある。一番の被害者であり、戦いの勝者である君にだ」

　俺は、とっくに神子の手を離している。

　だが、神子はずっと俺の隣に座っていて、微笑んでいた。こうなることはわかっていました、とでも言わんばかりだ。

　見透かしたような態度だ。こやつめ。

「いいでしょう」

　俺は穏やかな気分で、そう言った。まだ少しわだかまりは残っている。

　でも、クレアとは、あとでまた、じっくり話せばいい。そういう人なら、またゆっくり話せばわだかまりも消えるだろう。まぁ、話している最中に、ちょっとムッとしたりするかもしれないが。まぁ、そんなのは人と付き合う上で仕方ないことだ。

「しかし、三つの条件を提示させていただきます」

　と、俺はここで条件を提示した。

　神子を解放する条件。図ずう々ずうしくも、三つ。

「一つ、神子様に我が母の記憶を見てもらい、治せるかどうかを確かめてもらうこと」

「もちろん、構いませんよ。元々、そのような予定が入っていたようですしね」

　枢機卿に向けて言ったつもりだったが、答えたのは神子だ。

　わかっていますよ、とでも言わんばかりの態度。

　もしかして、本日ゼニスを診察することも知っていたのだろうか。知ってて、俺にさらわれて、ここに誘導したのだろうか。

　あり得る話だな。

「ただ、私は記憶を取り戻させることはできませんので、恐らく彼女を治すことはできないでしょうけれど……」

「それでも、お願いします。枢機卿猊げい下かも、構いませんね？」

「うむ」

　枢機卿は機嫌が良さそうだ。

　自分の派閥であるラトレイア家がさしたるダメージを受けなさそうだと察したからだろう。

「一つ、今回の一件を水に流す代わりに、『龍神』オルステッドへの全面的な協力を」

「無論、構いませぬ」

「……構わん」

　教皇はもちろん、枢機卿も頷うなずいた。

　こりゃ、ルイジェルド人形の販売もイケそうだ。

　枢機卿に関しては今叩いておいたほうがよかったかもしれないが、一応プラスで収まりそうだし、今回はこの程度にしておこう。欲張りすぎると損する。

「それと、もう一つ」

　俺はクレアと、カーライルを見た。二人は体を硬直させて、俺を見た。

「俺の、ラトレイア家への復縁を、お願いします」

　その言葉に、まずテレーズがホッと胸を撫なで下ろした。

　カーライルは申し訳なさそうに頭を下げた。クレアは泣きだした。

　しゃくりあげるように喉を鳴らしながら、泣きだした。ありがとう、とも、ごめんなさい、ともつかぬ声を発しながら泣きだした。

　そんなクレアの頭を、ゼニスがゆっくりと撫なでていた。

　こうして、ミリスでの一件は、幕を閉じた。







第七話「恩のため」




　その後、証文が書かれた。

　証文内容を要約すると、今回の一件の全貌。ルーデウスの温情により神み子こが無事だったこと。事故の責任はミリス教団にあること。ミリス教団は責任を取り、以後『龍神』オルステッド、及びルーデウス・グレイラットの行動を全面的に支持し、また支援すること。この『行動』には魔族に関することも含まれるが、法律上問題のある行為は含まれないものとする……という感じだ。

　今回の主犯の二人、教皇と枢機卿は、当然のようにサインした。

　枢機卿の額に流れる冷や汗が実にキュートだ。

　証文と引き換えに、神子の返還が行われ、解散となった。

　関係者各位は先ほどの簡易裁判の決定通り、この後また別に行われる評定会議によって今回の失態の責任を取らされるのだそうだ。

　どういう罰になるのかわからないが、枢機卿はうまく逃げるのだろうな。

　まあ、追い詰めるのは俺の仕事じゃあない。ヒトガミの手先でないのなら、邪魔者であっても敵ではないし、枢機卿一人を潰つぶしたところで、魔族排斥派が消滅するわけではないのだから。

　ひとまず、得るべきものは得た。襲撃事件の方も、それで終了だ。




　その後、ゼニスとクリフを連れて家に戻った。

　帰る途中、クリフがぽつりと言った。

「すまなかった」

「なんですか、急に」

　きょとんとする俺に、クリフは言った。

「考えてみれば、今回の誘拐は僕の不用意な発言から起きたものだった。最終的にいい形に収まったけど、口先だけで偉そうなことばかり言って、引っ掻かき回してただけな気がするよ」

「そうでしたかね」

　いつもあんなもんじゃなかろうか。

　思い込みで行動して、堂々と正論を言って、でも最後は人を幸せに導く。

　いつものクリフ先輩だ。

「俺は気にしてませんから、今回のことは反省し、次に活かしましょう」

「ああ、そうさせてもらうよ」

　クリフは肩を落としていたが……そんなことより、今回の一件でのクリフの立場の方が心配だよ。

　家では、ウェンディが待っていた。ウェンディだけだった。

「あ、おかえりなさい」

　にわかに、アイシャとギースは無事だろうかという気持ちが湧き上がる。

　証文を書く時に、それとなく探ってみたが、枢機卿や神殿騎士団は「知らない」としか言わなかった。後々の切り札として用意してるのか、それとも……。

「アイシャさん、ギースさん、大丈夫です！」

　なんて心配は杞き憂ゆうに終わった。二人は床下から出てきた。

「ふぅ、お帰りなさい、お兄ちゃん……に、ゼニスお母さん」

　ほっと息をつく二人。

　事情を聞いてみると、彼らは、朝早くにクレアとカーライルが家を出て教団本部に移動した、という情報を得て、俺に知らせようと教団本部に行こうとしたらしい。

　だが、時はすでに遅かった。

　彼らが教団本部に到着した頃には、神殿騎士団が騒ぎ出していた。教団本部に移動したクレア、テレーズと接触を図っている俺。二人が接触し、何かが起こったに違いない。そう考えた彼らは、俺からの命令を思い出し、クリフ邸に帰還。

　荷造りをしてから家の奥に隠れ、夜になったら町の外に脱出しようとしていたそうだ。

「途中、何度か神殿騎士団の人が来たけど、今度はちゃんと追い返しました！」

　ウェンディは、今回はちゃんと仕事をしてくれたようだ。

　しかし、やはり枢機卿はアイシャやギースにも手を回そうとしていたのか。危ないところだった。

「それにしてもお兄ちゃん、お母さんが帰ってきたってことは……？」

「ああ、終わったよ」

　アイシャとギースに事の詳細を話した。

　アイシャは全てを聞き終えた後、感嘆の声を漏らし、目をキラキラさせながら言った。

「なんか、お兄ちゃんってさ、英雄みたいだよね。周りが失敗して窮地に陥ってもさ、ある日突然、全てを解決して戻ってくるんだもん」

　馬鹿なことを言う。

　俺みたいに無様な英雄がいるものか。




　翌日。ゼニスを神子に診てもらうため、教団本部へ。

　カーライルとクレアの二人がクリフ邸まで迎えに来て、クリフも含め五人で馬車で移動した。

　馬車の中では、カーライルと会話した。彼は、今回のことを深く悔恨しているようで、何度も俺に謝罪をした。俺は失敗を咎とがめるつもりはない。彼も少しやり方は間違っていたのだろうが……。

　人は間違える。

　大切なのは、それを反省し、次に活かせるか、だ。

　そこらへん、うまいことできているとは言いがたい俺が、他人の失敗にギャーギャー文句をつけることはできない。

　失敗したこと自体にあれこれ言ったって、何も先に進まないしな。

　もっとも、俺に彼らを先に進ませる責任もない。

　カーライルはよく喋しゃべっていたが、クレアは喋らなかった。五人も乗っている馬車の中で、沈黙を保っていた。彼女がどう考えているのか。聞くべきかどうか。

　迷っているうちに、教団本部へと到着してしまった。

　正式な手続きを取り、教団本部の中枢での拝はい謁えつを許された。

　連れてこられたのは、恐らくいつも神子が使う部屋なのだろう。

　教皇と会った時のように、中央に透明な障壁の張られた場所に、椅子が二つ、窓は一つ。

　やや薄暗い室内に、護衛が六人。

　テレーズの姿はない。更迭されたのだろうか。

　ともあれ、護衛の取り巻きたちに囲まれての診察だ。

　もっとも、今回はさほど警戒されてはいなかった。護衛たちは誰もがバツの悪そうな顔で、俺から顔を逸そらした。

　謝罪はいらない。そういう仕事なのだからね。

　俺だって思いっきりぶん殴って気絶させたし、お互い様だ。

　仕事に関する罰はまた別に受けるのだから、それで良しとしようじゃないか。

　何にせよ、また仲良くしてほしいものだ。

　ああいう連中に恨まれてると、後が怖いからな。できる限り、仲良くしておきたい。

「それでは、始めますね」

　神子とゼニスは向かい合わせに椅子に座った。

　ダストがゼニスの頭を軽く押さえて、頭を固定させ、目を見開かせた。そこへ、神子が顔を近づけて覗のぞき込む。

　まるで眼科の検診みたいだ。

「……ぉ」

　神子と、ゼニスの目線が光った。

　目線が光る……としか言いようがない。見つめ合う目と目の間に、うっすらとした光の筋が走っているのだ。

「さすがミコ様……」

「いつもながら神々しい……」

　取り巻き連中が、ほうとため息をつく。

　今までこうした光は出なかった。演出だろうか。いや、本気を出さないと出ないのかもしれない。

　火魔術が魔力を上げると熱と光量が増えるように、神子の能力も、本気で使うとこうした現象が見られるのだろう。光回線だ。

「……」

　クレアが、胸の前できゅっと拳を握ったのが見える。

　祈るようなそのポーズに、俺も気を引き締める。

　今、ゼニスは過去の記憶を赤裸々に暴かれている。

　あの迷宮の奥底。魔力結晶の中へと飛んだ時の記憶も見えるかもしれない。ゼニスの記憶から、原因が何かがわかれば、解決の方法も見つかるかもしれない。

[image: ]

　ヒントが欲しい。ヒントがあれば、物知りな知り合いが何かに気づいてくれるかもしれない。

　オルステッドとか、キシリカとか。

「……ぁ」

　神子が小さな声を上げ、びくりと震える。

　即座にダストがゼニスの頭を離し、スッと神子の肩に触れた。

　ダウンロード、終わったのかな？

「……」

　神子は目を見開いたまま、ゆっくりと立ち上がった。俺の方をまっすぐに見てくる。

「ルーデウス・グレイラット」

「はい」

　フルネームで呼ばれて居ずまいを正す。

「ゼニス・グレイラットの記憶を見ました」

「どうでしたか？」

「転移事件まで、彼女はフィットア領のブエナ村にて、ノルンとアイシャを育てながら、村の治療院を手伝う日々を送っていました」

　そこからか。

　いや、うん。ちゃんと見たことを順に言わないと、適当言ってると思われるからな。

「あなたと別れてから、ゼニスは日々、あなたのことを心配していました。ご飯はちゃんと食べているか、着替えはしているか、複数人の女の子に声を掛けていないか……」

　おう。ごめんなさい。いやでも、あの頃は浮気とかしてなかったよ。

　下半身に支配される前のルーデウス大陸は平和だった。無防備なシルフィ国に対しても侵攻せずに数年を過ごすことができたぐらいだからな。この数年のシルフィ国への侵略具合からは想像もできない。

「彼女の記憶は、あなたを心配している時に真っ白に染まり、一度途切れます」

　転移事件だ。俺はあの瞬間を目撃した。

　だが、ほとんどの人間は、何が起こったかわからぬまま、気づいたら転移していたという。

　パウロもそうだったし、リーリャもそうだったらしい。

「その後、しばらく彼女の記憶は真っ黒な視界に閉ざされます」

「……しばらく、ですか？」

「そうですね。長い時間、夢を見ずに寝ていた時のような、そんな時間が流れます」

　記憶がないということは、やはり転移事件で、そのまま迷宮の中に転移してしまった形なのだろうか。そうなる確率は低いはずだが……。

　しかし、低くてもあり得る。テレポート後、壁の中にいる可能性はいつだってあり得る。

　ちゃんと転移魔法陣の入り口と出口を設定しておけば、ランダム転移なんてそう起こらないんだが……。

　あの転移事件は、本当に不意打ちだったからな。

　確か、ナナホシがこの世界に来た時の余波か何かだって話だが……。

　まぁ、過ぎたことはどうしようもない。

　人族も、転移魔法陣を禁忌として扱わず、きちんと管理すればよかったのだ。

　そうすれば、混乱せずに、対処も早かったはずだ。

　うん。そのへんをアリエルにも進言しておこう。転移に関する研究レポートを提出すれば、アリエルなら何とかするだろう。

　……あれ？

　でも、それじゃ、どうやってギースはゼニスを見つけたんだ。確かあいつは、情報を集めて、それで転移迷宮の奥って言ってたような……あれ？

「それから、彼女は夢を見ます」

　神子の言葉で思考が戻る。

　ひとまず、ギースへの詰問は後にしよう。今はこの場にいないしな。

「夢ですか？」

「はい。夢です。彼女はぬいぐるみになったかのような感覚で過ごし始めます」

「……ぬいぐるみ」

「でも、幸せな夢です」

　そこで神子は、目を閉じた。まぶたの裏に映る絵を見るかのように、滔とう々とうと語りだす。

「見知らぬ家で、ゆったりと暮らす夢。リーリャと一緒に、ひなたぼっこをしたり、庭の手入れをしたり」

　そこで、神子の口調に変化があった。

　彼女は、ゼニスのような口調で喋りだしたのだ。




「パウロは亡くなったけど、ルディはシルフィちゃんと結婚して子供が生まれて。

　でもやっぱりあの人の息子なのね。ルディったら、ロキシーちゃん、エリスちゃんと、どんどん増やしていって、でも、シルフィちゃんも、みんなも幸せそう。

　ノルンも文句を言いながらも、きちんと学校に通って、顔を会わせたら、ちゃんと『お母さんいってきます』って忘れず声を掛けてくれて。

　アイシャとは気が合うのよ。彼女は花が好きなの。私は林りん檎ごと水仙が好きだって言ったら、ゼニス様も？　って。

　お母さんって呼んでくれてもいいのにって言ったら、リーリャが困った顔をしたわ。やっぱり彼女も、アイシャに対してはお母さんでいたいのね。

　ロキシーちゃんは、ウチの近くの学校で教師をしているの。

　とても人気の教師なんだって、ノルンが教えてくれたわ。

　あの子も、魔族だからいい歳なのだろうけど……でも、ルディはロキシーちゃんのことが大好きだったから、年齢なんて関係ないのかしら。

　エリスちゃんとは初めて会ったけど、とってもルディが好きなのが伝わってくるわ。

　誰も見ていないところで、私の前に来て。顔を真っ赤にして、『ふつつか者ですが、よろしくお願いします』って。

　私、思わず笑っちゃったの。それはルディの前で言わなきゃだめよって。私の前でそんなに畏かしこまらなくても、いいのよって。

　そしたら、エリスちゃんたら、顔を真っ赤にして縮こまっちゃってね。

　普段はあんなに勇ましいのに、すごく可愛かわいいのよ」




　それは、この数年の記憶だ。

　俺の記憶とは、少し違う。ノルンがゼニスに声を掛けることは、ほとんどない。アイシャが園芸の最中でゼニスに話しかけても、答えることはない。

　でも、もしかすると、ゼニスの目からは……。

　みんなが返事して、自分も、会話をしているように見えているのだろうか。




「それから、ルディの子供たち。

　ルーシーはおませさんなの。まだまだ小さいのに、お姉ちゃんじゃなきゃって思ってるのね。

　シルフィちゃんの言うことを一生懸命聞いて、ルディに見てもらうために、毎日魔術の練習をしてるのよ。

　でもね、私の前では、ちょっと弱音を吐くの。お母さんたちみたいに、うまくできないって。がっかりしてるって。

　私は大丈夫よ、いつかできるようになるわ、できなくても、他のことができるようになればいいのよって言ってあげるの。

　そしたら、もうちょっと頑張るって言うのよ。すごく可愛いの。

　ララは私に懐なついてるの。彼女は生まれてすぐにお話ができてね。事あるごとに私を呼ぶのよ。

　おばあちゃん、おばあちゃんって……すると、レオが私を呼びに来るの。大奥様、大変です。大変です。ララ様がおしっこしちゃったーって。

　最近、よく私の膝の上にのぼって、レオと三人でひなたぼっこしながらお話するのよ。お家の外には何があるの、とか。パパの故郷はどこだったの、とかね。

　アルスは、おっぱいが大好きなの。昔のルディみたい。

　私が抱いてあげると、すごく気持ちよさそうに、おっぱいに抱きついてくるのよ。

　私みたいなおばあちゃんのおっぱいでもいいのね。

　パウロとルディの悪いところが遺伝しちゃったみたい。

　ルディみたいに、女の子をいっぱい泣かせてもいいけど、ちゃんと最後には幸せにしてあげるのよ？」




　気づけば、目頭が熱くなっていた。

　目からぼろぼろと涙がこぼれていた。ルーシーはゼニスにはあまり寄り付かないし、ララは喋らない。半分以上は、ゼニスの妄想なのだ。あの虚うつろな目で見ている、妄想なのだ。

　ゼニスの見ている世界が、優しい。




「そうそう、ルディと言えばあの子、凄すごい人の配下になったのよ。

　龍神オルステッド。

　あの『魔神殺しの三英雄』の一人、龍神ウルペンの遠い弟子なんですって。

　とーっても強くて、とーっても怖い顔をしていて、みんな怖がっているのだけど、私には怖くは見えないわ。

　彼は、本当は皆と仲良くしたいと思ってるの。

　特にルディのことは気にしているのね。よくウチの様子を見に来るのよ。

　私もたまにお話するのだけど、普段あまり他人と喋り慣れていないのね。しどろもどろになっちゃうのよ。

　でも、優しい人なのよ。ルーシーが魔術で困っていたらコツを教えてあげるし……難しいコツだからルーシーはあんまり理解できないけど。

　私が、ララを抱いてみてって言ったら、おずおずという感じで抱いてくれるのだけど、その手つきがとっても優しいの。

　ただ、レオとアルスは苦手みたい。

　こないだなんて、アルスに大泣きに泣かれて、エリスちゃんが来たのを見て逃げるように帰っちゃったわ。

　そんな強くて優しい人。その人の配下になって、ルディが何をやってるかはわからないけど、私は誇りに思うわ。

　パウロだって、きっとそう思うはずよ」




　これはどこまで本当なのだろうか。オルステッドがウチに来たことなんてほとんどないはずだが……。

　俺が知らないところで、訪問してくれてるんだろうか。




「ルディはとっても立派になった。

　ノルンもアイシャも成人したし、シルフィちゃんとの次の子供が生まれる。

　リーリャは私の面倒を見ないといけないのにって焦ってたけど、馬鹿ね。

　私と子供たちの世話だったら、子供たちの世話が優先に決まってるでしょ？

　シルフィちゃんの世話はリーリャにまかせて、私はお母様のところに行ってくるわね。

　大丈夫よ、そんなに心配しなくたって、私も昔は冒険者だったんだから。

　ルディと、アイシャと、ルディのお友達のクリフ君と……。

　うふふ、ルディと一緒に旅をするなんて、わくわくしちゃうわね」




　ゼニスの記憶は、ごく最近のところまで来た。




「お母様は、すっごくおばあちゃんになってた。

　昔と全然違うの。私を叱しかるどころか、泣きそうな顔で、ゼニス、ゼニスって。

　どこか怪我してないか、病気とかしてないかって心配して、お医者様に見せるのよ。

　見ての通り、ピンピンしてるのにね。

　でも、心配性なのね。毎日のようにお医者さんに見せるの。

　あの厳しかったお母さんが、泣きそうな顔で、全然叱ったりしないで。

　ただ毎日のように心配して顔を見に来てくれるのよ。

　そうそう、お父さんも来たのよ。

　お父さんったら、お髭ひげなんて生やしちゃってるの。

　昔はそんな風にしてなかったのにって聞いたら、出世したから伸ばしたんだって。

　似合ってないって言ったら、苦笑してた」




　ふと見るとクレアがカーライルの胸に顔を埋うずめていた。カーライルもまた、己の髭を撫なでながら、目に涙を浮かべている。




「ただ、お母様とルディの仲が悪いのよね。

　ルディ、上からガーッて言われるの嫌いだから、お母様と喧けん嘩かになっちゃって。

　どうにかして仲直りしてほしいんだけど……なんて思ってたら、やっぱり案の定、ルディったらお母様を追い詰めちゃったの。

　ブエナ村でパウロと喧嘩する時もそうだったけど、ルディってホント、こういう時は容赦ないわよね……。

　私がちゃんと取り持ってあげないと！」




　そこで、神子は目を開けた。

　これで終わりか。

「ふぅ」

　神子は、目頭を押さえて、ため息をついた。

　そして、先ほど座っていたイスに、崩れるように座った。

　即座に取り巻き連中が寄ってきた。いつの間に用意したのか、蒸しタオルらしきものや、水の入ったコップ等が差し出され、肩や腕を揉もまれている。

　大御所のような感じだ。

「申し訳ありませんが、ここまでです。いかがでしたか」

　神子はぐったりとしていた。

　あの能力は、それほど疲れるのだろうか。疲れるだろうな。ゼニスの記憶をさかのぼり、その記憶を自分の脳へとダウンロード。一瞬で情景が頭のなかをめぐり、即興でゼニスの芝居をする。

　そんな大量の情報が一度に流れこんでくるのだとしたら、そりゃ疲れるだろう。

　俺も肩の一つもお揉みしたい。

「いえ、ありがとうございました」

　ゼニスの治療方法はわからなかった。

　でも、ゼニスが今の状態になった後の気持ちはわかった。

　それが聞けただけでも、今回、ミリスに来たかいがあったというものだ。

「少なくとも、彼女は今、幸せを感じています。パウロさんが死んだことも、きちんと知っています。現状を理解していますよ」

　確かに彼女は現状を理解していた。思っていた以上にしっかりと。

　少し夢っぽさが残っていたし、神子の口調のせいかメルヘンナイズドされていたが、子供の数なんかに矛盾はない。

　子供の性格は……ララだけちょっと違うか。

　でも、確かにララはゼニスに懐なついている。ゼニスの目から見ると、ララは何かを一生懸命伝えている……のかもしれない。

「それからもう一つ、わかったことがあります」

「……？」

「彼女は……どこまでかわかりませんが、人の思考が読めるようです」

　思考が読める？

「こんな状態なので、全ての思考を正しく読んでいるわけではないですし、読めなかった部分は勝手に補完しているようなのですが……」

　そこで、神子は声を潜めた。

　俺にちょいちょいと手招きして、耳を貸すようにジェスチャーする。取り巻きたちが即座に耳を塞ふさぎ、後ろを向いた。

　俺は神子に耳を近づける。

　すると彼女は小さな声で言った。

「彼女は『神子』です」

　俺はその言葉に、ゆっくりと頷うなずいた。

　最初から、わかっていたことだ。呪いが掛かっている可能性が高い、と。

　そして、呪のろい子こと神子は、本質的に同じものだということも、よく知っていた。

「知られれば、また一騒動起きますので、隠しておくことをお勧めします」

「無論です。ただ、俺もオルステッドの配下としてやってきた身です。守り切ります」

「言い切るとは、さすがですね」

　まぁ、今回は誘拐されちゃったから、そう言っても空々しいかもしれんが。そういう気持ちではやってるつもりだ。

　しかし、今回で二つのことがわかった。

　一つは、ゼニスの能力。思考を読めるという能力。

　どこまで読めるかは判明していないが、少なくとも、死に直結するようなものではない。読めても伝える手段がないみたいだし、危険性は少ない。以後、安心していられるということだ。

　もう一つは、ギースだ。

　あいつの言ってることに、少し齟そ齬ごがある。

　考えてみれば、今回の一件、あいつの動きはどうにも妙だった。

　ラトレイア家が魔族排斥派だと知っているにもかかわらず近寄ったり、言われるがままゼニスを連れ出したり。

　今日にでも、問い詰めなければいけない。

「神子様、あなたと会えてよかった。何か、お礼をしなければいけませんね」

　記憶を取り戻すというか、正気に戻す方法はわからなかったが、思っていた以上に状態は悪くないように思える。

　意識があるというのなら。夢を見ているような感覚だというのなら。

　あるいは、ここから先、ふと目が覚めることもあるかもしれない。

　目が覚めなくても、今のままで幸せなら、それでいいかもしれないとも思える。

「ありがとうございます。では二つほど、よろしいですか？」

「なんでしょう」

「その腕輪をくださいませんか？」

「腕輪？」

　俺は己の腕を見る。そこには、オルステッドの腕輪が輝いていた。

「はい」

「……でも、この腕輪は外せないもので、他のものではいけませんか？」

「構いません。オルステッド様の配下と一目でわかるようなものなら、なんでも」

　オルステッドの配下とわかるようなもの。というと、つまり。

「神子様も、オルステッド様の傘下に加わりたいと？」

「はい。私も三十になる前に死んでしまうのは、嫌ですからね」

「なるほど」

　そういえば、彼女の運命は弱いという話だった。このまま行くと、彼女は死ぬ運命にあるのだ。

　不健康そうだが、病気がちではないところを見ると、暗殺されるのだろう。

　彼女の能力と、ミリス教団の権謀術数を考えれば、さもありなんといったところか。

　でも、オルステッドの庇ひ護ご下にあると見れば、今回の一件で後ろめたい思いをしている枢機卿も、俺が味方についていると思っている教皇も、手出しはしにくくなるだろう。

　絶対に手を出さないとは言えないが。

　ふむ……じゃあ、絶対に手を出せないようにしてしまうか。

「では、近日中に証を用意しましょう」

「ありがとうございます！　これで五十歳までは生きられますね！」

　今回は彼女にも世話になった。

　後日、龍神のマークの入った証だけでなく、守護魔獣でも召喚してあげるとしよう。

「もう一つは？」

「テレーズの減刑をお願いします。このままだと彼女は、遠くに左遷させられてしまうでしょう」

「それは、仕方ないのでは？」

　命令には従ったけど、遂行しきれなかったわけだし。

「ええ、それは。でも今回、彼女がルーデウス様に敗北したことで、枢機卿猊げい下かも痛手をこうむりました。遠くに飛ばされたら、殺されてしまいます。私、護衛はあの人がいいんです」

　役立たずに用はないと、枢機卿派が腹いせのようにテレーズを殺してもおかしくはないか。

　最終的に彼女はああいう形にはなってしまったが……。

　それでも、これまで世話になったのは確かだ。彼女も利用されただけ、命令を聞いただけなら、殺されるのはやりすぎだろう。

「わかりました」

「ありがとうございます。では嘆願書にサインを」

　すぐに取り巻きの一人が書類を持ってやってきた。用意がいいなぁ。

「ではルーデウス様。これからもよろしくお願いしますね？」

　こうして、神子はオルステッドの配下となった。





　　　　★　★　★






「ルーデウス様」

　その後、待合室で馬車を待っていると、クレアに話しかけられた。

　彼女はやはり冷徹な顔をしていた。これが、彼女の素の顔というか、緊張している時の顔なのだろう。

「このような場所で話すべきことではなく、落ち着いた時にでもと思っていましたが、この後予定もあるようなので、今、話しましょう。よろしいですか？」

　俺は無言で頷いた。もしかして、妻を三人娶めとったことについて怒られるのだろうか。

　二人ならまだしも、三人。ミリス教的には、許されないことだろう。

「私がしでかしたことについてです」

「はい」

　違った。まず、自分のことだったらしい。

　そうだね。あんなことをしでかしておいて、俺を糾弾するとか、ないよね。さすがにね。

　彼女は表情を一切変えず、言った。

「今回、私がしようとしたことは、人として許されることではありません」

「そうですね」

　いくらゼニスのためとはいえ、あの治療法はやりすぎだ。

　もしやってたら、俺だってこんなところで呑のん気きに話なんて聞いてない。

「なので、罰を与えてください」

「罰ですか……？」

「そう、罰です。あなたからゼニスを奪い、非道な行いをしようとした者に、相応の罰を」

「謝罪だけでは、済みませんか？」

「それでは示しがつきません。罪には罰を」

　言わんとすることはわかる。要するに、謝って済むなら警察はいらない、ってことだ。

　今回の事件に関して、関係者は大体罰を受けることになった。

　でも、クレアはお咎めなし。それでは、クレア自身の気が済まないのだろう。

「……どんな罰がいいと思いますか？」

「ムチや棒で打つも良し、両腕を切り落とすのも良し……いっそ殺してくださっても構いません」

　ええっと……それはやりすぎじゃなかろうか。

　俺におばあちゃん殺しの汚名をかぶれというのだろうか、ゼニスにめっちゃ怒られちゃうよ。

「先ほどのゼニスの話を聞いて、私がいかに独りよがりで自分勝手な振る舞いをしていたか、よくわかったでしょう？　赤子のように懐いている娘を、地獄に突き落とそうとしたのです。情けはいりません、愚かなる者には裁きの鉄てっ槌ついが必要です」

　彼女は拳をぶるぶると震わせていた。

　先ほどの話、彼女はそう捉えたか。でも、俺の耳には、そうは聞こえなかった。

　もっと別の形に聞こえた。

　ゼニスは許してたんだ。自分が何をされるのか、理解していなかったと思う。でも、彼女はクレアの苦悩を感じ取っていた。己のためだとちゃんと理解していた。だからクレアが、あの裁判の場で、周囲に味方もなく一人で泥をかぶろうとした時点で、許したのだ。

　だから、ゼニスはあの場で、俺とカーライルを叩たたいて、クレアを叩かなかった。

　ってのは、ちょっとこじつけがすぎるな。

　無し無し。

　まぁ、クレアに罰を与えるのは順当だろう。

　クレア自身も、赦ゆるしではなく、罰を欲しがっているようだしな。罰を与えられるまでは、てこでも動かないだろう。

　うーむ。ていうか、こういう頑固なところが今回の一件を生んだのではないだろうか。

　よし。

「わかりました……じゃあ……」

「……」

　クレアが緊張の面持ちでこちらを見ている。悪いが、利己的な方向にいかせてもらおう。

「改宗してください」

「それは、あなたと同じ宗教になれということですか？　魔族信仰をしろと？」

　間違えた。改宗じゃないな。ロキシー教になってもらっても困る。

　この場合、なんて言えばいいんだろう。まあ、言葉づらなんてどうでもいいか。

「いいえ、失礼。言葉を間違えました。ミリス教徒をやめる必要はありません。ただ魔族を排斥するという考えを、捨てていただけるとありがたい」

「それは、ラトレイア家全体でのことですか？」

「クレアさんだけでいいです。俺の妻には魔族もいますので、それを『薄汚い』とか言われるのは嫌なのです。それと、俺の宗教も認めていただき、ウチの教育方針に口を出さないでいただけるとありがたい」

「……」

「あと、今度から、ああいうことで迷ったら、俺に相談してください。大抵のことは解決できるだけの力は持っている……と思いますので」

　クレアはあっけに取られたような顔をして、俺を見ていた。

　だが、すぐに頷いた。

「わかりました」

　クレアは納得のいかない顔をしていた。

　罰なのか何なのかよくわからない感じなのだろうか。俺だってよくわからない。だって単に自分の要求を口にしただけだもん。俺の言うことが罰なのさ。

　だが、彼女はそれが罰なら受け入れようと考えたのか、改めて頷いた。

「以後、クレア・ラトレイアは魔族迎合派となり、身を粉にして活動させていただきます。あなたを信頼し、あなたの宗教や教育方針にも口出しはしませんし、させません」

「よろしくお願いします……でも、あまりやりすぎないように。考え方の押し付けは毒ですので」

「……無論です」

　ひとまず、この祖ば母あちゃんがもう少し柔軟になってくれれば、以後、妻や娘たちのことで揉め事を起こさずに済むだろう。今はしおらしいが、喉元過ぎればって言葉もある。

　次に会う機会……が、あればだが、その時にまた喧嘩になるのはゴメンだからな。

「俺の方からは以上です」

「……ご温情、ありがとうございます」

　クレアは真面目な顔をして頷いた。

　不器用な謝り方ですよ、もう。




　さて、その後、またクリフの家へと戻ってきた。

　ラトレイア家には後日、挨拶に行くことになるだろうが、まずはギースだ。聞かなければならないことがたくさんある。

　今回のこと、前のこと。思い返せばずっと昔から、あいつはタイミングが良かった。

　そこんところ、詳しく教えてもらわないとな。

「じゃあ、ちょっとギースを捜してくる」

　家にアイシャとゼニスを預けて、すぐにギースを捜しに出る。

「お兄ちゃん、ちょっとストップ！」

　と、そこをアイシャに止められた。

　彼女はやや焦ったような顔で、手にあるものを差し出した。

「これ！」

　彼女の手には、手紙が握られていた。

　ロウで封のされた手紙。表面には、「ルーデウスへ」と書かれている。

「ウェンディが、お兄ちゃんたちが出発してすぐに、ギースさんが来て、これ置いてったって！」

　俺はそれを無言で受け取った。

　このタイミングでの置き手紙。嫌な予感がする。すぐに封を切って、中身を読んだ。




『ルーデウスへ。




　よう、センパイ。

　センパイが神子に話を聞いて、ここに戻ってきて、この手紙を読んでるってことは、大体、何が起こったかわかっただろうと思う。

　わかったよな？　まさか、まだわかってねぇってことはねえよな？

　まだわかってねえんだったら、この手紙は俺の失策だが……まあいい。

　今、センパイは疑問を持ってるだろう。

　わかるはずがねぇゼニスの居場所が、どうしてわかったか。

　なんで、あんなタイミングよく、俺がゼニスを連れ出せたか。

　もっと遡さかのぼると、センパイに会った時もそうだったな。ドルディア族の村で、偶然にもセンパイを見つけたのはなんでか……。

　なんでだ、どうしてだ。

　いくらＳ級冒険者のギース様といえど、できねぇことはあるはずだ、ってな。

　答えてやる。

　全部、ヒトガミ様の指示だ。

　俺は、ヒトガミ様に助言を得て、動いている。

　ようするに、『ヒトガミの使徒』だった、ってぇわけだ。センパイを騙だましてた、ってぇわけだ。

　驚いているか？

　やっぱりって思ってるか？

　それとも、怒ってるか？

　怒ってるだろうな。ハッ、ごもっともだ。

　でもな、俺は子供ん時から、あの神様の声を聞いて生きているんだ。死にかけた時、ピンチになった時、あの声を聞けば命は助かった。戦う力を持てねぇ俺にとって、あの声は救いだったんだ。

　センパイ、あんたもそうだったはずだろ？

　魔大陸から戻る時、ヒトガミ様は助けてくれたはずだ。ルイジェルドの旦那と引きあわせてくれて、魔眼を手に入れさせてくれて、牢ろう屋やに入れば出してもらって、妹の命も救ってもらった。

　ゼニスがどこにいるか教えてくれたのだって、ヒトガミ様だ。

　なのにセンパイ。

　あんたは、ヒトガミ様を裏切った。

　そりゃ、なんかあったんだろうとは思うぜ？

　ヒトガミ様は、善神ってわけじゃあねえ。俺たちを利用するために、助言を与えていたんだろうし、たまに俺たちを弄もてあそんだりもする。それが、センパイの逆げき鱗りんに触れたかもしれねぇ。

　でも、全てひっくり返して裏切るこたあねえだろ。

　利用されてたって、俺らが受けた恩は、まんま残ってんだから。

　じゃなきゃ、スジが通らねえ。

　少なくとも、俺は故郷が滅んだ時、そう思ったぜ。

　ヒトガミ様は俺を利用して、俺の故郷を滅ぼしたんだ。ヒトガミ様は笑ってたぜ。君は僕に利用されていたんだよってな。

　もちろん俺だって怒ったぜ？　なんだよてめぇ、図りやがったな、ふざけんな、ってよ。

　でもな、その時、ヒトガミ様は言ったんだ。

　「今まで助けてあげたんだから、これぐらいしてもいいだろう」ってな。

　多分そりゃあ、俺を煽あおるための言葉だったんだろう。怒りに油を注いで、さらに気持ちよく笑うための言葉だったんだろう。

　でも、俺はな、そん時、すとーんと、思っちまったんだ。

　それもそうだな、ってよ。

　今まで救ってもらった恩を考えりゃあ、仕方ねえか。正直、恨んでもいるけど、それが、スジを通すってもんだろ……ってよ。

　まあ、センパイはきっと、そうは思わなかったんだろうな。

　今も読みながら、新入り、そりゃあ違うだろ、って思ってんのかもな。

　もっとも、センパイにとって違っても、俺にとっては違わねえ。

　俺から見りゃあ、センパイは恩知らずだ。

　恩人に牙を剥むくな。

　だからセンパイ、悪いが俺はこっち側につかせてもらう。

　今回は、様子見みてえなもんだ。センパイの力量を測るためにも、うまいこと罠わなにハメて、神殿騎士団をぶつけてみた。

　ま、あっさりと切り抜けたみてえだが……何にせよ、こういうやり方じゃあ、センパイをヤれねえってのはわかった。

　でも、切り札まで全部見せちまったのは失敗だったな。

　次は、確実に勝てる戦力を集めて、正面から堂々と、宣戦布告させてもらうぜ。

　首を洗って待ってな。

　センパイに恨みはねえ。牢屋での出来事も楽しかったし、聖剣街道を一緒に旅したことは忘れねえ。

　迷宮探索も、あんなにワクワクしたのは久しぶりだった。それは間違いねえ。

　けど、それだけだ。恨みはねえが、恩もねえ。

　ヒトガミ様には恨みもあるが、まだまだ恩が残ってる。恨みはあっても恩を返す。

　それが俺の、ジンクスだ。




　ギース・ヌーカディアより』




　俺は、即座に家を飛び出し、走りながら叫んだ。

「ギース！」

　ギースは敵だった。

　どうやってか、魔導鎧マジックアーマーも見られた。戦力を集めるという。あいつが、どうやって。次は正面から来るという。信じていいのか悪いのか。知る必要はない。やるというなら止めなければいけない。

　ギースを殺して止めなければいけない。

　俺はそのまま走り、商業区、傭よう兵へい団支部へと飛び込んだ。

　即座に、オルステッドに向けて、今回の一件の概要と、ヒトガミの使徒が誰だったかと、手紙の内容についてのメールを送る。

　返事を待たずに飛び出し、ギースを追いかけることにする。

　だが、どちらに行ったかなど、わかるはずもない。

　俺一人では効率もクソもない。そう思い、俺は教団本部に飛び込み、ギースの指名手配をしてもらった。さらに神殿騎士団を動員してもらい、ミリシオンと、その周辺を捜索してもらうよう、要請した。

　だが、奴はヒトガミの使徒。

　未来を知る男。

　ギース。戦闘能力皆無でＳ級冒険者になった男。




　捕まるはずもなかった。





第八話「裏切り者に逃げられて」




　ギース・ヌーカディア。ヌカ族という種族の最後の生き残り。

　苦手なことは戦闘。得意なことはそれ以外。

　剣も魔術も使えないにもかかわらず、ずっと冒険者を続けており、現在のランクはＳ級。

　それが、オルステッドの知るギースという人物だった。

『……ギースはこれまで、俺がどんな行動をしても、動きを変えたことはなかった。ゆえに、使徒ではないと思っていた』

　オルステッド。

　彼は自分の行動に対し世の中や人がどう動くかを知り、そこから使徒やら何やらを見つけてきた。

　自分の介入する歴史、しない歴史。全てを知っている彼が通ってきたどのループの中でも、ギースの行動は一貫していたという。

　冒険者として生き、冒険者として死んだ。周囲で何が起きようとも、おかしな動きは一切しなかった。

　オルステッドは、隠れたヒトガミの使徒を探すのは得意だ。

　ギースのように、高い戦闘力を持たず、情報収集や情報撹かく乱らんを専門とする使徒は、少数だが存在している。彼らは表立っては動かず、影のように動いて、要所要所で別の使徒の手助けをする。決して、使徒であることを悟られないように。

　そうした使徒を、オルステッドは全て、殺してきた。

　彼にはループがあった。何周かすれば、誰が使徒で誰が使徒でないかを判別するのは容易だった。

　だが、ギースだけは違ったという。

　ギースだけは、別段怪しいところはなく、使徒だったことも一度もなかったという。

　何をしても、奴はヒトガミの使徒らしい行動を取らなかった。

　たとえ、殺される寸前であっても、だ。

『だが、奴は全てのループにおいて使徒であり、それを隠し通していたわけだ』

　これまでのループにおいて、ギースが使徒を名乗ったことは、ない。

　疑い、殺したこともあるという。でも、死にかけても、殺されかけても、最後までギースは口を割らなかったという。

『そして俺は、それを、歴史通りだと錯覚していた……勝てないわけだ……』

　文章だけでやりとりすると、オルステッドがしょんぼりしているのがわかる。

　彼は今まで、ギースが使徒だった可能性に気づいていなかった。ヒトガミからすれば、笑いが止まらなかっただろう。

　あいつ、ま～だギースに気づいてないよ、プークスクス、って。

　まあ、最初は重要なコマとは思っていなかったかもしれないが。

『しかし、よくやった』

　だが、そうした使徒が何人もいるとは思えない。なにせ、オルステッドはループしており、ヒトガミはループしていないのだ。まして、使徒は思いのほか、自分の意思で行動する。似たような使徒を作りたいと思っても、そううまくいくはずもない。

『奴はヒトガミの切り札だ。次は、ない』

　ゆえに、ギースがヒトガミの切り札、最後の砦とりで、である可能性は十分にあると思う。

　ヒトガミが隠していた最後の使徒。それがギース……というと、あまりピンとはこないがね。

　オルステッドは、これで勝ったと思っている。

　そうだろう。彼にはループがあるのだ。もし今回で負けたとしても、次はギースを殺せばいい。

　そうすれば、また一歩、勝利に近づく。

　だが、オルステッドが敗北して次のループに行くってのは、俺にとっては敗北だ。

「俺はこのループで勝ちたいです」

　不安を胸に、そう書いて送ると『奴に次の手はない、という意味だ』という文面が返ってきた。

　言い訳臭くて、ちょっと笑った。





　　　　★　★　★






　ギースの使徒発覚から一ヶ月が経過した。

　俺はあの後、ギースを捜した。騎士団を手配し、ミリス大陸中を捜した。ミリス教団も、ラトレイア家も、積極的に協力してくれており、まだ捜索の手は伸ばしているが、恐らく、逃げ切られただろう。

　無論、ミリスだけではない。

　すぐにドルディア族に連絡を取り、大森林でも指名手配してもらった。

　アリエルにも通告し、アスラ王国でも指名手配をしてもらった。

　ロキシーに頼み、ラノア王国への要請も回してもらった。

　もっとも、それだけやっても捕まえられる気はしない。

　中央大陸南部に、中央大陸北部の東方。ベガリット大陸、魔大陸、天大陸。

　俺の手の及ばないところは多く、世界は広い。

　どっちに逃げたのかもわからない。

　北か、西か。せめて王竜王国にツテがあれば、魔大陸方面に逃げたと断定できたのだが……。

　国王が死んでいろいろとゴタゴタしている王竜王国。

　広く、魔族の目立たない魔大陸。

　もし、ギースが俺の知らない転移魔法陣を使って移動したのなら、そのどちらでもない可能性もある。

　ギースが野放し。嫌な予感しかしない。

　正直、このタイミングで捕まえておきたかった。

　捕まえられない、と悟った時点で、俺は自衛を考えた。

　ギースは手紙で、今度は正面から堂々と、と言っていた。信じられない話だ。嘘うそとごまかしばかりのギースの言葉。どうして信じられる。

　と、普段なら思うところだが……。

　考えてみれば、ギースは今回、俺をあっさりと殺すことはできたはずだ。俺はあいつを信用してたし、無防備に背中を見せたこともある。

　でも、奴は手出ししなかった。あくまで知略で俺を罠わなにハメようとした。

　その罠が破られた後もそうだ。

　ギースはアイシャを誘拐することだってできたはずだ。アイシャも剣術なり魔術なり人並みにできるから、ムリだと判断したのかもしれないが、それでも、チャンスはあったはずなのに、しなかった。

　なら、あの手紙の内容を信じていいのではないか。

　ヒトガミの指示とはいえ、あくまで堂々と、というのがギースのやり方なのかもしれない。

　誰かを殺す時は、ちゃんと手段を選ばないと失敗する。ジンクスだ。

　もっとも、そう思わせておいて実際は逆。ギースはクリフ邸の戸棚にでも隠れていて、俺が寝た後に毒ナイフでブスリ、なんて可能性もある。

　こういう思考の迷路に陥らせ、何かに気づかせないことが目的なのかもしれない。

　……なんて、あることないこと考えても仕方がない。

　ひとまず、襲撃はなかったし、ギースが予あらかじめ戦力を集めておいた、ということはない。

　今頃は、どこかで俺に勝てる戦力を集めているのだろう。

　そう考えたいが、いつ襲われるかわからない、という気持ちが消えない。

　怖い。





　　　　★　★　★






　さて、俺がギースを捜している間に、アイシャは順調に傭よう兵へい団支部を作りあげていた。

　支部長の選定に、団員の募集、仕事の方向性の設定。本来なら俺と相談しつつやらなければならないところだが、全てアイシャがやってくれた。

　ラトレイア家がゼニスの面倒を見てくれていたというのもあるだろうが、圧倒的な効率の良さだ。

　そんなアイシャが、気を利かせたのだろう。

　ギース失踪から一ヶ月が経過した頃、エリスがミリス神聖国へと派遣されてきたのだ。

　転移魔法陣を通って、俺を守りに。

　彼女は完全武装だった。普段着ではなく、剣王が身につけるコートに、剣を二本。

　誰が見ても名うての剣士とわかる格好で、堂々とやってきた。

「私が来たからには、もう大丈夫よ！　みんな真っ二つにしてやるわ！」

　エリスは俺を元気づけるようにそう言った。

「ギースも馬鹿ね！　ルーデウスに逆らうなんて！　センパイにゃあ敵かなわねぇ、敵わねぇってあんなに言ってたのに！」

　元気にそう言い放つエリスを見ていると、俺の恐怖も薄れた。少なくとも、数日中に戦闘が起こり、殺されることはないだろう。

　そう思えた。

「エリス……」

　安心した俺は、エリスを抱きしめた。そのまま胸を揉もみしだき、殴り殺された。

　薄れゆく意識の中、俺は、悟った。

　これがギースの策略だったのだ、と。

　─　FIN　─




　……冗談はさておき。

　落ち着いたところで、整理してみる。

　ひとまず、状況から見て『ギースが戦力を集めて、真正面から来る』というのを信じた場合、これからの俺の行動は三つだ。





　一、ギースの捜索

　二、魔導鎧マジックアーマー（俺自身）の強化

　三、対抗戦力のスカウト






　並べてみると、今までとそうやることは変わりない。

　八十年後を見据えた戦力が、数年後ぐらいを見据えたものに変わるってだけだ。

　ただ、ギースも普通の奴ではない。正々堂々真正面からといっても、どういう形で来るかわからない。数を集めてくるのか、質でくるのか。

　オルステッド曰いわく、『一式』に搭乗した俺に勝てる者は少ないという。

　だが、数の暴力ってのは、つい先日体験したばかりだ。神殿騎士団のような戦い方ができる、列強クラスの人材が十数人。そんなのが用意できれば、俺に勝つぐらいは容易だろう。

　でも、そんな人材を集めるには時間がかかるはずだ。

　そして、数もそう多くはない。

　一年か、二年。最低でもそれぐらいの期間はかかると見ていいだろう。

　だが、集まってしまえば、負けると思う。そんな数年もかけて周到に用意された罠に捕まって、俺が負けないはずがない。神殿騎士団だってあれだけやったのだ。ヒトガミの使徒が、それ以下とは思えない。

　だから、事前に阻止しようと思う。

　世界各国をめぐり、先んじて仲間に加えていくのだ。

　すでに敵に回っているというのなら、各個撃破してもいい。

　つまり、これからの仕事では、全て敵がいると想定して動くことになる。少なくとも、ギースがいる可能性が高いのは、王竜王国と、魔大陸だ。

　特に、魔大陸の確率が高そうだな。アトーフェとか、俺を倒すと聞けば喜んで力を貸しそうだしな。

　魔大陸は最後にする予定だったが、早めに行かねばなるまい。

　でも、優先順位としては、王竜王国が先でいいだろう。

　あそこには死神ランドルフがいる。彼は、『二式改』に身を包んだ俺に勝利している。

　確実な駒だ。先んじて、抑えておきたい。

　と、そんな感じで方向性は決まった。

　傭兵団はまだ軌道には乗りきっていないが、ラトレイア家と教団の後援もある。二つのお偉いさんから仕事をもらっているうちは、立ち行かなくなることもあるまい。

　ミリスにおける最低限のことはできた。

　一度、本部シャリーアに戻ろう。

　そこで、改めて、今後の動きについてオルステッドと詰めるのだ。

　だが、その前に各所への挨拶はしておかなければなるまい。





　　　　★　★　★






　ラトレイア家へと赴き、エリスを紹介すると同時に、帰還することを告げた。

「そうですか」

　クレアはあまり礼儀のなっていないエリスを見ても顔をしかめることはなかった。

　俺が言ったことを守ってくれているのだろう。ただ彼女は、ただただ残念そうな顔をしていた。

「ゼニスは無論、連れて帰るのですね？」

「はい。俺が責任を持って、世話をします」

「わかりました」

　ゼニスはあれ以来一ヶ月、忙しい俺とアイシャに代わり、ラトレイア家で世話をしてもらっていた。彼女はラトレイア家が懐かしいのか、よく動いていたという。

　屋敷内を散策したり、庭を見て回ったり。

　事あるごとに、外に散歩にも出ていこうとしたり。

　相変わらず、ボーっとしたままだったが、久しぶりの故郷を満喫していたのは、よくわかった。

　そんな彼女を見て、ラトレイア家の紳士淑女の皆さんは、悲しそうな顔をしていたという。

　長男のエドガーに、長女のアニス……ギースのせいで、彼らには挨拶もできなかった。

　だが、一応「また来る時には必ず挨拶を」と、言こと伝づてを頼んでおいた。

「最後に、ノルンの顔を見られなかったのが、心残りですが」

「また来ますよ、今度はノルンや、俺の子供も連れてね。アイシャは……まあ、来ないかもしれませんが」

　結局、アイシャとクレアの関係が改善することはなかった。

　いくらクレアが我が家の方針に口を出さないとはいっても、一度ついた苦手意識というものは、そうそう消えるものではない。

　そもそも、クレアとしても、基本的にはアイシャのためを思って言っていたっぽいしな。

　愛人の子なら、愛人の子らしく正妻の子を立てろ。

　グレイラット家の正式な娘なら、淑女らしくしろ。

　グレイラット家のメイドなら、主人に尽くせ。

　そう、一貫性を持って振る舞えと言っていたつもりのようだったし。

　でも、アイシャはそのどれでもあって、どれでもないのだ。

　その中途半端な立ち位置に、クレアとしては非常にいろんなことを言いたいらしく、俺と約束した後でも、アイシャを見る目は厳しかった。

「とやかく言うつもりはありませんが、彼女の将来が心配です」

「え？　いやあ、大丈夫だと思いますよ」

　アイシャは賢すぎるぐらい賢いし、優秀だ。そうそう心配するようなことはないとは思うが。

「そうでしょうか……私には、あの子が将来、取り返しのつかない失敗をしてしまうように思えてなりません」

「そうそう取り返しのつかないことなんてありませんし、もしそうなったとしても、助けてあげますよ。俺もいるし、シルフィもロキシーもいる。場合によってはエリスだって、頼もしい助けになってくれますから」

「……そうおっしゃるのであれば、これ以上は何も言いません」

　クレアは、まだ少し、何か言いたそうな顔をしていた。

　でもま、アイシャを心配してのことなら、いいさ。心配ぐらいなら、自由にすればいい。

「次に会う時を楽しみにしていてください。きっとアイシャも、ちょっとは変わっていますよ。クレアさんの望みとは、だいぶ違うかもしれませんけどね」

　紆う余よ曲きょく折せつあったが……クレアも悪い人間ではない。嫌な人ではあるかもしれないが、悪くはない。

　妻や子供を顔見せするぐらいなら、何の問題もない。

　今度こそ、挨拶だけで済ませるのだ。

　元気ですよと顔を見せて、食事を共にして、近況を語り合い、笑顔でバイバイするのだ。

「いいえ、恐らく私の年齢から言って、これが今生の別れとなるでしょう」

　今生の別れ。

　彼女の年齢は、すでに六十を超えている。この世界の平均寿命は知らないが、彼女はまだまだ頑健だ。

　だが、シャリーアまでの往復の距離は約四年。

　近い距離ではない。行ってすぐ戻ってくるわけもなし、次に会うのは、軽く十年以上先。

　その頃、クレアは七十歳以上。何があっても、おかしくない歳ではある。

　と、考えているのだろう。

　実際には、我が家は転移魔法陣を使うので、そんな時間はかからない。

　転移魔法陣のことを伝えてもいいんだが。転移魔法陣を使いまくってます、ってあんまり公に言うと、どこから圧力が掛かるかわからないから、言わないほうが無難だろう。一応、世界的に禁忌とされているものだしな。

　アスラ王国でも、王竜王国でも、おそらくミリスの王家でも、万が一に備えて使われてはいるんだろうけど。

　でも、世界三大国家たる彼らですら隠してるんだよなぁ。

「ルーデウス様。ゼニスを連れてきてくれて、本当にありがとうございました」

　クレアはそう言って、頭を下げた。

　彼女は先日、ゼニスと一緒に馬車に乗って、劇なんか観に行ったりしていたそうだ。

　クレアはずっとしかめっ面のままだったが、お手伝いさん曰く、こんなに嬉うれしそうな大奥様を見るのは久しぶりだと言っていた。

「近いうちに、また来ます」

　気づけば、そんな言葉が出ていた。

「ですが……」

「必ず、来ます」

　腹に力を込めて、強い力で言う。すると、クレアはふっと頬ほおをゆるめた。

「ゼニスは、本当に良い息子を持ちましたね」

　クレアは、最後にそう言って笑った。




　神み子このところにも挨拶に行った。

　おみやげは二つ。

　俺の腕輪とよく似た装飾を持つ腕輪と、オルステッドから送られてきた守護魔獣召喚のスクロールだ。

　この腕輪は、アイシャがこの一ヶ月の間に、ミリスの職人に頼んで作っておいたものだ。

　本来なら宝石がはめ込まれる台座には、石が埋め込まれている。
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　これは俺が土魔術で作った黒く光沢を持つ石で、龍神の紋章が刻まれている。

　誰が見ても、龍神配下の証とわかるだろう。

　そんなものを持って神子を呼び出してもらうと、取り巻き連中が出てきた。その中には、テレーズの姿もあった。

　彼女は、左遷を免れた。俺の名前が書かれた嘆願書が役に立ったらしい。

　まあ、左遷の代わりに降格したらしく、隊長ではなかった。新しく派遣されてきた隊長の下で、副隊長的な位置に落ち着いていた。

　ちなみに、新隊長はあまり柔軟な人ではないようだった。

　腕輪はともかく、教団内で怪しげな召喚魔術を使うなど言語道断と拒否された。

　もっとも、「これなるは龍神オルステッド様が、部下ルーデウスを守ってくれた神子に対する贈り物！　一介の隊長ごときに拒否する権限なんてねぇ!!」なんて感じで無理に押し通したが……。

　この隊長さん、こんなんじゃきっと出世できないな。

　スクロールから出てきたのは、銀色の梟ふくろうだった。

　体長は一メートルぐらい。レオに比べると小さいが、それでも存在感があり、金色の瞳には神々しさがあった。

　ペルギウスの精霊シリーズは出てこなかった。あれはウルトラレアだから、そうそう出てはこないだろう。今回は神子専用ってことで、パックも違うだろうしな。

　何にせよ、聖獣っぽいのが出てよかった。

　これで黒光りするでっかいクモとか出てきたら、隊長さんの拒否を押し通せないところだったかもしれない。

「大切にしますね！」

　神子はその梟に目を輝かせていた。

　手を伸ばして撫なでると、気持ちよさそうに目を細める梟。召喚された直後から自分に懐なついている動物を、神子は大層お気に召したようだ。

「いや、大切にされてください」

　ペットじゃないんだから、大人しく守られていてほしいものである。

「では、またいずれ」

「はい、ルーデウス様も、お達者で！」

　最後に、テレーズ以下、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』にも頭を下げておいた。

　彼らとも、また会うことがあるだろう。




　最後に、クリフだ。

　クリフはというと、こちらも滑り出しは順調であるようだった。

　先日の一件で、クリフの名前が教皇派、枢機卿派の両方に知れ渡ったのだ。

「クリフ・グリモルが『龍神の右腕』ルーデウスを説き伏せ、神子様を救い出した」

「教皇、枢機卿の争う中で正義を語り、正道を通した」

「ミリス教徒の鑑かがみ。あっぱれな男」

　なんて噂うわさがまことしやかに流れている。

　面白いのは噂の出処だ。聞くところによると、神殿騎士団の大隊長ラージリーダー、聖堂騎士団の副団長といった面々が噂を流したらしい。

　ゆえに下っ端の騎士や神父たちは信しん憑ぴょう性せいの高いものとして、教皇が何やら凄すごい懐刀を手に入れたのだ、と認識しているようだ。

　そして、そんな噂に後押しされてか、クリフ自身、実際にお仕事の方も任されるようになったようだ。

　仕事というのは、偉い貴族の冠婚葬祭なんかだ。

　いくら政争があろうとも、坊さんの役目は変わらない。そして、クリフはなんだかんだ言って、シャリーアで実務経験も積んできた。新人とはいえできることは多く、現場でも極めて優秀な人材と見られているようだ。

　そんな彼を煙たがっているヤツもいるようだが……。

　まあ、それは仕方ないだろう。いきなり優秀なヤツが入ってきて、しかもそれが教皇の孫。

　嫉妬の炎を燃やすヤツがいても、おかしくはない。

　それをどうにかするのは、クリフの役目だ。

　もっとも、あまり心配はしていない。

　今のクリフなら。あのクリフなら。

　何かされたとしても、立派に乗り越えてみせるだろう。

　ただ、一つだけ懸念がある。

「じゃあ、クリフ先輩。一いっ旦たん帰ります」

「ああ……リーゼのことを頼む」

「もちろんですよ。浮気しないように言っときます」

　クリフは、まだ結婚したことを誰にも打ち明けていないらしいのだ。心に決めた相手がいる、と公言してはいるそうだが……クリフらしくないねぇ。

　でも、エリナリーゼと結婚したってのを、公表しにくいのはわからんでもない。

　このへんの冒険者にも、エリナリーゼ・ド・ビッチの噂は広まっている。

　特に、現在ベテランとして活躍してる彼らの中には、ハヂメテを奪われちゃった子もいる。

　そんなのと結婚したって話は……まだしないほうがいいだろう。

　多少後ろ指をさされても大丈夫なぐらいビッグになったら公表する、って形でも悪くはあるまい。

　いずれだ。死ぬまで隠し通そうと思っているわけでもないだろう。

　でも、今後、もしかすると見合いの話なんかが出てくるかもしれないだろう。

　ウェンディだって、お手伝いさんで、夜になったら帰るとはいえ、若い男女が一つ屋根の下……。

　いや、大丈夫だ。

　クリフだもの。俺じゃあるまいし。あんな偉そうに説教した人が、浮気なんてするはずもない。

　俺じゃあるまいし！

　……と、こうやって念を押しているとフラグになってしまうな。

　ほんと、頑張ってくださいよ、クリフ先輩。

「クリフ先輩も、くれぐれも浮気しないように。ミリス様が見てますよ」

「僕がするわけないだろ。しばらく、そんな暇はないさ」

　クリフは最近忙しそうにしている。仕事は順調で、さらに教皇の右腕としても認知され始めている。相当な実力者と見て、クリフに近づいてくる貴族もいる。

「ホントですか？　先輩は最近モテモテですからねぇ。ウェンディちゃんあたりをコロッと押し倒したりしちゃったりして」

「ウェンディは妹みたいなもんだ。君じゃあるまいし、手出しするもんか」

　俺だって妹には手出ししてません！

　失礼しちゃうわね！

　と、俺が憮ぶ然ぜんとした顔を作っていると、クリフがフッと視線を落とした。

「それにしても……本当は、自分の力だけでやりたかったんだけどな」

　俺は笑いながら答えた。

「これがクリフ先輩の力じゃなかったら、一体なんなんですか」

「ははっ」

　かっこいいこと言ったつもりだったが鼻で笑われた。確かに、クリフが連れてきた俺が問題を起こして、クリフが解決する。

　マッチポンプ的な形になった感じはある。

　でも、クリフはそんな中で自分らしい行動をして、それが認められたのだ。

　やっぱりクリフの力だよ。

「……何にせよ、お礼は言っとくよ。君のお陰で、少しは認められたと思う」

「こちらこそ、お陰でミリスと顔つなぎができました。傭兵団の方も設置できましたしね」

　ルイジェルド人形の販売は……ちょっとまだ難しそうだ。

　現状で進めていけば販売までは行けるだろうが、買う人が少なそうだ。

　傭兵団の方もまだ安定してないから問題も多そうだが……なに、問題が起きたら、それをクリフの出世の足しにでもしてもらえばいい。

「ここから先は、僕一人でやるからな」

「ええ、頑張ってください」

　予定とは少し違ったが、エリナリーゼとの約束も果たせただろう。

　クリフは、もう大丈夫だ。

　他の神父たちとどう接する形になるかはわからないが、しかし、スタートはうまく決まったと言っても過言ではあるまい。

　今度こそ、クリフに任せよう。まだまだ教皇派と枢機卿派の戦いは続くだろう。その中で、クリフが自分なりに頑張り、成果を上げてほしい。

　まぁ、ダメだったら、戻ってきてウチの社員になればいいだけだ。

　気楽にやってほしいね。

「この一ヶ月、あまり手伝えなくて済まなかったな……」

「いいえ、気にしないでください」

　俺には俺の戦いがあり、クリフにはクリフの戦いがある。

「でも、もしヒトガミの手先に何かされたら、すぐにでも石版でメッセージをください。急いで駆けつけますから」

「もちろんだ」

　クリフは力強く頷うなずいてくれた。手伝わないとは言っても、彼も仲間だ。

　だが、俺が庇ひ護ごしなきゃいけないほど、弱くもないだろう。

「じゃあ、クリフ先輩……お達者で……」

「ああ、君も達者でな」

「といっても、一年後ぐらいにまた顔を出すかもしれませんがね」

「その頃には、リーゼのことを堂々と紹介できるぐらいにはなってるよ」

　そうそう、エリナリーゼの呪いのこともある。長いことお別れってわけではない。

「……それから、君が先輩って呼ぶのもやめてくれるぐらいにもね」

「や、それはもうクセなんで、一生無理だと思いますよ」

　そう言うと、クリフは肩をすくめて苦笑していた。




　こうして、ミリスでの戦いは終わった。

　ラトレイア家との衝突に、ミリス教団内部での抗争。そしてギースの裏切り……。

　いろいろあったが、お陰でまた一つ、目標が決まった。

　次の敵は、ギースだ。







間話「狂剣王と神の子」




　ルーデウスがクリフに別れの挨拶をしていた頃、二人の人物が再会を果たしていた。

　場所は教団本部、春になると色とりどりの花が咲き乱れる麗うららかな春の庭園。

　先日のルーデウスの泥沼によって少し斜めに傾かしいでいる木が多いが、それでも生命力は衰えていない。それが証拠に、サラークの木と入れ替わるように、バルタの木が花を咲かせている。

　その木の前で、二人の女性が向かい合っていた。

　金髪に、赤髪。

　双方共に胸が大きめで、背丈も女性にしては高い。

　腰には剣があり、片方は青い鎧よろいを身につけていた。

　テレーズと、エリスだ。

　そしてテレーズの後ろ、背中に隠れるように神み子こが立っていた。

　彼女はもじもじと膝をすりあわせながら、縮こまっていた。

　さらにその周囲には、何やら青い鎧を着た男たちがいるが、背景のようなものである。

「ほら、神子様。エリス様ですよ。ルーデウスが、時間を作ってくださったんです」

　テレーズは、己の後ろの神子に優しく声を掛けた。

　だが、神子はもじもじと縮こまるだけだ。

「で、でも……あの、エリス様ですよ？」

　彼女の中で、エリスは憧れの存在だった。

　物心ついた時から白い部屋に閉じ込められ、何かある度に外へと連れ出され、追い詰められた大人の汚い記憶を見せられる。

　一切の自由のない世界で、一切の希望もなく生きていた彼女。

　移動の途中で罠わなにはめられ、刺客に囲まれ、絶対絶命になった時も、特に怖いとも死ぬのは嫌だとも思わなかった。ただただ、自分の運命を受け入れた。

　そこに現れたのが、エリスだった。

　一目見た時の感想は『孤高の獣』だった。

　神子には、エリスがどう動いているのかなど、わからなかった。

　ただ記憶に残った。彼女の動きはまっすぐで、でも誰も捉えられなくて、赤い髪だけが残像のように脳裏に刻み込まれた。

　鮮烈だった。

　子供が無事ならいいわ、と言うエリス。

　子供が自分のことだとわかったのは、教団本部に戻ってから。自分が助けられたのだとわかったのは、その時だ。

　そして神子は思い出す。

　瞳を見たので、名前はわかっていた。

　エリス。

　そう、彼女はエリスというのだ。エリス・ボレアス・グレイラット。

　口に出して反はん芻すうすると同時に、己の記憶にあるエリスに強い憧れを持った。

　それ以来、神子は彼女の真似をしてきた。

　何かを目にする度に大きな声を上げて感動を表したり、何かを決める時はとにかく明るく元気よく大きな声ではっきりと宣言したり。ご飯を山盛り食べたりもした。

　そのお陰か、神子の護衛である『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』の面々は、自分に対して優しく接してくれるようになった。

　その結果は、神子にエリスへのさらに強い憧れを与えた。

　エリスのような振る舞いをするようになって、どれだけ経っただろうか。

　自分の理想とする振る舞いが、努力せずとも自然とできるようになった頃。

　ルーデウスと出会った。

　エリスの存在を再確認した。

　神子は、エリスにもう一度会えるとは思っていなかった。会いたいとは思っていたが、自分から会いたいと言ったこともなかった。

　そんな権限がないことは、彼女も理解していた。

　だが、エリスがミリシオンに来ていると、そう聞いた時、神子は我慢できなくなった。

　枢機卿に、教皇に、各所に必死にお願いをした。

　剣王エリスと会ってみたい、と。

　狂剣王は危険な人物ということだが、それでも一目お会いしたい。

　一言、お礼を言いたい。

　そんな小さな願いは、いとも簡単に聞き届けられた。

　危険極まりない狂剣王エリスと神子を引き合わせるという試みは、ルーデウスの「何かあったら俺が責任を取ります」という保証によって実現した。

　でも、いざ目の前にすると、なんと言っていいのかわからない。

　記憶を見るのは失礼かと思い、目も合わせられない。

「……」

　エリスは、神子の目の前で腕を組んで立っている。

　彼女はすでに名乗りを終えていた。ルーデウスの妻、剣王の一人であると宣言し終えていた。

　その後、テレーズが名乗り、以前の礼を述べてから、約五分だ。

「ほら、あまり時間がないのですから」

　エリスはお行儀よく立っている。

　短気な彼女にしては珍しいが、今回彼女はルーデウスから厳しく言いつけられていた。

『相手は今回、俺を助けてくれた人だからね。失礼のないように……ちょっと上から目線で何か言ってくるかもしれないけど、絶対に殴っちゃダメだよ？』

　言いつけは守る。

　だが、さすがにイライラとしてきている。

　彼女は待つのが嫌いなのだ。

「早くしてくれない？」

「は、はい！」

　そんな短い言葉に、神子はぴょんと飛び出した。

　エリスを怒らせているという不安感が、羞恥心に勝ったのだ。

「その、神子です！　以前は命を助けていただいて、ありがとうございました！」

「以前……？　覚えてないわね！」

「え？」

　大きな声ではっきりとそう言い切ったエリスに対し、神子は反射的に、彼女の目を見た。

「……ぁ」

　そして、その記憶の中に、一切、自分のことがないのを見て、悲しげな表情を浮かべた。

　仕方ない。

　わかってはいた。覚えているはずがない。

　でももしかして、と今まで思っていたのもある。

　もしかして、エリスも少しは覚えていてくれるのではないか。

　ああ、あの時の、大きくなったわね、とか言ってくれるのではないか。

　そんな風に思っていたのもある。自分がこれだけ焦がれているのだからと。

　しかし、エリスは自分の顔を見ても、以前と聞いても、一切思い出さなかった。

　あるいは、もっと時間をかけて読み取れば、記憶の片隅に残っているかもしれないが……。

　昔と聞いた彼女の脳裏にあるのは、テレーズがルーデウスを膝の上に抱いて撫なでくりまわしている記憶だけだ。

　神子は『記憶の神子』である。記憶とは忘れるものだという認識があった。

　だが、ショックであることに変わりない。

「でも、ルーデウスを助けてくれたのよね！　感謝するわ！」

　腕を組んだ、高い背のエリスが放つ、小気味いい声。

　ショックを吹き飛ばすような大声に、神子は考えを振り払うように首を振った。

「いいえ……エリス様の夫を助けるのは、当然のことですから」

　前の記憶がないのであっても、自分の憧れと感謝は変わらない。

　そう考えた神子に対し、エリスは追撃をするように言葉を浴びせかける。

「それで、あなたの名前はなんて言うの！　ルーデウスが、これからも世話になるって言ってたから、覚えておくわ！」

「え？」

　名前。

　自分に名前は無い。

　神子は今までそのことを、不自由に思ったことはない。

　だが、今、せっかく、エリスが覚えてくれるというのに、それがない。

　大切なものを持っていない。それがとても、大きな喪失であるかのように思えた。

「えっと……その」

「神子ってのはあれでしょ、ザノバと同じで……それは、名前じゃないわよね？」

　ザノバという単語で、またエリスの瞳を見てしまう。

　どうやら、他国の神子は、名前を持っているらしい。その神子に対しては、エリス自身がさほど興味を持っていないので、名前ぐらいしかわからなかったが。

　しかし、やはり少しショックを受ける。

「貴様！」

「神子様は神子様だ！」

「愚ぐ弄ろうするのか！」

「名前など不要だ！」

「貴様の神はどこにいる！」

　だが、背景の騒ぎのお陰で、少し落ち着いた。

　今まで不自由がなかったのだし、無いものは仕方ない。そう考えられた。

「申し訳ありません。私に名前は無いのです」

「ふぅん……そうなの」

　エリスは気にしなかった。

　何を考えているのかは、瞳を見ない神子にはわからない。だが、もし見ていれば、エリスが「ボレアス」という名前を捨てた経緯を知ることができただろう。

　本当に、名前なんかどうでもいいと思っていることを。

「まぁ、名前なんていらないわね」

　エリスはフンと鼻息を一つ、そう言い切った。

　ひとまず神子はほっとした。

　今までの人生の中で、これほど相手の目を見るかどうかで迷ったのは初めてだった。

「それにしても、驚きました。ミリスにはいらっしゃらないと聞いていましたので」

「ルーデウスがまた怯おびえているっていうから、来てあげたのよ……その、急いでね！」

　転移魔法陣のことは秘密にしておく。

　というのは、エリスも理解している。

　もっとも、神子はすでに転移魔法陣の存在は知っているため、くすくすと笑っただけだ。

「そうですか、さすがエリス様ですね！」

「ふふん、当たり前よ」

　エリスの機嫌がよくなり、場の空気も和やかなものへと変わった。

　それを見た神子は、この方向だと考えた。エリスをおだてて、もっと場の空気を良くしようと考えた。

　普段の神子なら絶対に考えないことである。

「その、私、エリス様にずっと憧れてたんです！」

「そ、そう？」

「はい、どうやったらエリス様みたいになれますか!?」

　そこで、エリスは神子を見下ろした。

　ふっくらとした頬ほお。太めの腕、足。全体的にしまりの足りない、不健康そうなその体を。

「なりたいの？」

「はい！　私もエリス様みたいにかっこよくなりたいなって思ってて、言葉遣いとかも……え？」

　気づけば。

　気づけば、エリスが剣を抜き放っていた。

　反応できた者は、この場にいる人間の中で、二人。神殿騎士団の中でも特に剣術に優れた二人。

　この二人は、知覚したと同時に絶望していた。

　エリスの剣は抜き放たれた。

　その剣けん閃せんはまったく見えないが、しかし、何かを斬った手応えのようなものを感じさせていたからだ。

　斬られた。

　誰が？

　そんなのは決まっている。

「貴様っ！」

「よくも──！」

　ボトリと落ちたのは、神子の手首────の、半分ほどの太さのバルタの木の枝だった。

「……」

「…………」

　それを見て、神殿騎士たちは何事もなかったかのように背景に戻った。

　エリスはそれを拾い上げ、邪魔な小枝をトントンと払っていく。

　神子は、いつしか抜かれたエリスの剣を見て、ずいぶん立派な剣だなぁ、神殿騎士の人でもあんなの持ってる人いないなぁ、と思いつつ、ぼんやりとその動作を見ていた。

　やがて、小枝は全て落ちきり、百センチほどの長さを持った棒となった。

「はい」

　そして、エリスは、それを神子に手渡した。

「……？」

　きょとんとする神子に対し、エリスは横向きになった。

　そして、片手に持った剣を両手に持ち替え、上段に振りかぶって──振り抜いた。

　ビッ、と静寂を打ち破る破邪のごとき音が耳に残る。

「やってみなさい」

「……え？　あ、はい」

　神子もエリスの真似をして、木の棒を振りかぶる。

　そして、「えいやっ」と小さな掛け声を上げて、振り下ろした。

　だが、百センチの木の棒。

　乾かしているわけでもなく、太さもそこそこ、重量も相応、重心もおかしく、神子はたたらを踏んでふらふらと前によろめいた。

　それを見て背景が「ああっ！」と声を上げたが、置いておこう。

「えっと、エリス様みたいには──」

「もっと腰を落としなさい、肘の力は抜いて、背中で動かすことを意識して。もう一回」

「は、はいっ！」

　その後、神子はわけもわからぬまま、木の棒を振り続けた。

　エリスは神子が木の棒を振る度に、アドバイスを口にした。

「……」

「……振る時に声を出しなさい、イチ、ニ、イチ、ニ！」

「イチ、ニ、イチ、ニ！」

　神殿騎士たちは、その光景を止めなかった。

　よくわからないまま、しかしエリスが神子に危害を加えないことは見て取れて、止める気にはならなかった。

　神子が棒きれを振り回しているのが可愛かわいらしかったのもある。

　隊長だけはそれを止めようとして、別の取り巻きに抑えられていたが、所しょ詮せんは背景での出来事である。

「はぁ……はぁ……エリス様……」

　素振りの回数が三十を超えたあたりで、神子が震えた声を上げた。

「腕が……もう……」

「そう、じゃあいいわ、やめなさい」

　神子は言われるがまま、木の棒を下ろした。

　背中から手首にかけて、痺しびれにも似た倦けん怠たい感かんがある。ピシッ、ピシッと、二の腕のあたりから亀裂ができているかのような感覚が伝わってくる。

　耳を近づければ、筋肉がミシミシと音を立てているのが聞こえるのではないだろうか。

「あ、あの……」

　神子は不安げな顔で、エリスを見上げた。

　なぜ木の棒を振らされたのかわからない。何かを試されたのかもしれない。

　失望されてしまったのだろうか。こんなもので私になれるか、と叱しっ責せきされるのかもしれない。
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　そんな悲しい気持ちが湧いて出てくる。

「明日から、毎日やりなさい。それと、この庭でいいから、走りなさい」

「え？」

「やり方がわからなかったら、そいつらに聞きなさい」

　エリスはまっすぐに神子を見ていた。

　神子はその瞳に吸い寄せられるように、エリスの記憶を見た。

　そこにあったのは、剣の聖地での、厳しい修行の毎日だ。

　飲まず食わずで剣を振り、雪の中を走り、叫び、戦い、研ぎ澄ませていく過程だ。

　それは、シンプルな光景だった。

　ただただ、エリスが昔のエリスから、今のエリスへと変化していくだけの光景だった。

　辛つらくもあり、苦しくもあったが、確かに今のエリスを形作っていく過程だった。

「私みたいになれるわ」

　はっきりと言い切ったエリス。

　もしこの場にルーデウスがいれば「いや、さすがに無理じゃないかな……」と苦笑したかもしれない。

　だが、この場にルーデウスはいない。ツッコミ役は不在なのだ。

「えと」

　神子は振り返り、テレーズの目を見た。

　彼女の記憶には、彼女自身の訓練が刻まれていた。

　母に叱責されながらも、陰でこそこそと剣を振り、男に混じって稽古を行い、時に喜び、時に悲しみ、しかし諦めずに剣を振り続けた記憶が。

　さらに神子は、他の神殿騎士たちを見た、順番に。順番に。

　彼らの瞳の奥底にも、エリスほどではないにしろ、努力の記憶があった。剣術だけではなく、魔術や、学問に関する記憶も、深く刻まれていた。

　誰もが、エリスが今見せた方法を、確実なものとして認識していた。

　なれる、なれるのだ。

　きっと辛いに違いない、誰も楽はしていない。

　だが、なれるのだ。

「私にも……できるでしょうか」

「大丈夫だと思います。剣術も魔術も許されませんが、体を鍛えるぐらいなら……皆も、こぞって教えてくれるでしょう」

　答えたのはテレーズだった。

　彼女は背景を見つつそう言ったが、すぐに神子に対して視線を戻した。

　彼女の瞳を覗のぞき込みつつ、真しん摯しな言葉を口にする。

「ただ、もし刺客に襲われても、我らが全滅するまでは決して何もしないとお誓いください」

　そこには、生兵法で敵に挑み、死んだ貴族の記憶があった。

　この者のようにはなるなという、テレーズの優しさがあった。

「はい。ミリス様に誓います」

　神子が嬉うれしそうに頷うなずいた。

　その場に、なんとも和やかな空気が流れる。

　それに釣られてか、庭園をウロウロと歩き回っていた銀ぎん梟きょうが戻ってきた。

　首をかしげながら神子を見上げ、「ホウ」と一声鳴いた。

「あら……どうしたの？」

　神子が中腰になって手を差し伸べると、銀梟は痒かゆいところでも差し出すかのように、額を突き出した。神子がやや爪を立てて撫でると、銀梟のふわふわとした毛が逆立ち、気持ちよさそうに目を細める。

　エリスはそれを見て、ウズウズとしていた。

　彼女は獣族が大好きである。だが、獣族にかぎらず、ふわふわとした毛を持った生き物ならなんでも構わない。

　犬や猫は触る機会も多いが、鳥はない。

　飛んでいる鳥を切り落とすことはできるが、これほど大きな鳥に警戒されずに接近することは稀まれであった。

「……ねえ、私も触っていい？」

「はい！　もちろんです」

　許可を得たエリスは、鼻息荒くしゃがみこんだ。

　その勢いに、銀梟がたじろぐように後ろに下がる。

　と、エリスはそこで動きを止めた。

「……」

　ここで素早く動くからダメなのだ。獣は己よりも素早く力強い生物を、本能的に恐れる。

　完全に屈服されれば従順にもなるが、仲良くなりたいなら怖い生物だと思われないようにしなければならない。

　という話は、ベッドで完全に屈服していたリニアから聞いたものである。

　事実、その教えを守り始めてからというもの、ルーデウス邸のペットたちにビクつかれることはなくなった。今では、ただ観念したかのように、目を閉じるだけである。

　ゆっくりと緩慢に、エリスは手を伸ばした。

　銀梟は動かない。やや怯えにも似た瞳で、鼻息をフッと荒くしたが、神子の意思を尊重してか、手から逃れることはなかった。

　エリスの手が銀梟に触れた。

　遠目にはやや硬そうにも見える梟ふくろうの羽毛は柔らかく、エリスの気持ちを高揚させた。

　そのまま抱きしめつつ顔を埋うずめたいと思ったが、そこまではダメだ。

　そこまですると、逃げられる、レオも、リニアもプルセナも、そうだ。

　だが、そこまでしなければ大丈夫だ。

　そう思いつつ、エリスは銀梟を撫でくりまわした。

　銀梟はさながら、獅子にいたぶられるインパラのように体を硬直させていたが、気にする人間はいない。

「気に入っていただけましたか？」

「鳥もいいわね」

　しばらくその柔らかさを堪能したエリスは、頬を紅潮させながら立ち上がった。

　毛皮もいいが、羽毛の柔らかさは別格なのだなと思いながら。

　そこでふと、エリスはあることが気になった。

「そいつ、名前はなんて言うの？」

「え？　名前ですか？」

　神子はその問いに首をかしげた。

　はて、名前。

「生き物を飼ったら、名前をつけるのが常識よ」

「そうなんですか？」

「ええ、前にルーデウスがそう言ってたもの」

　神子ははたと困った。

　名前と言われても、つけたこともなければ、自分にもない。

　自分は名乗ることを許されてはいないが、確かにあったほうが便利か。

「名前……」

　深く悩み込んでしまった神子に、背景がオロオロとし始める。

「神子様……」

「いっそ俺が」

「いや俺が」

「馬鹿な、神子様が決めねば」

　と、その時であった。庭園に、一人の男が現れた。現在貸し切りになっているはずの庭園に、闖ちん入にゅう者しゃが現れたのだ。

「エリス、終わったよ」

　そう、ルーデウスである。クリフとの別れを終えて、少しおセンチな気分で、いやいや感傷に浸っている暇はない、次は戦いになる。俺はロボット。センチネルな気持ちで動かなければならないと顔を引き締めているルーデウスだ。

　彼は庭園の様子を見て、首をかしげた。

「えっと、何かあった？」

「名前を決めることになったのよ」

「名前……」

　ルーデウスは、庭園を見渡した。

　困った顔をした神子、おろおろとしている取り巻き。状況が飲み込めていなさそうな新しい隊長。

　ただ苦笑しているテレーズ。

　すぐに状況を理解した。

　それは確かに困るだろう、と。きっと、エリスも悪気はなかったのだろう、と。

「あ、ルーデウス様に決めていただくというのはどうでしょうか」

　と、そこで神子がそんな提案をした。

　自分では決められないが、ルーデウスなら問題なかろう、と。

「え？　俺でいいんですか？」

「はい、もちろんです」

　言われ、ルーデウスは難しい顔をした。

　エリスと、神子を見比べる。ヘタな名前はつけられないと思いつつ、しかし唐突のことで頭はあまり回らない。

　ぐるぐるとハムスターの乗る滑車のごとき空転を続けていた彼の脳みそは、ある時ピタリと止まる。ハムスターがコケたのだ。

　そこで浮かんできた名前は、彼の前世で神み子こと関係のあるものであった。

「じゃあ…………ナースで」

「ナースですか、いい名前ですね！　あなたの名前は、今日からナースですよ！」

　神子がしゃがみ込み、足元にいた銀梟ナースの頭を撫でた。

　それを見て、ルーデウスは「あっ」と小さな声を上げた。

「どうかしましたか？」

「いえ、なんでもないです」

　ルーデウスは神子から視線を逸そらした。

　やましいことのある奴のように、顔を逸らした。それに首をかしげながらも、しかし神子は満足だった。

　憧れのエリスにも会えたし、梟の名前も決まった。明日からやるべきことも決まった。

　今日は本当に良い日だと思っていた。

「エリス様。本日はありがとうございました！」

「また来るわ。その時に、また見てあげる」

「はい！」

　エリスも満足だった。梟に触れられただけで、満足だった。

　背景も満足だった。エリスが剣を抜いたことで、少々ヒヤッとした場面もあったが、神子が満足そうにしていたのが満足だった。

　明日からは自分が手取り足取り、体の鍛え方を教えてさしあげようと思っていた。全員が。

　ルーデウスだけが、冷や汗をたらしていた。「やっべぇ」と顔を逸らしていた。

　テレーズだけが、ルーデウスの表情に気づいていた。一体誰に名前をつけようとしたのかを、気づいていた。

　しかし、彼女がそれを口にすることはなかった。

　ただ苦笑するだけだった。

　そんな様子を、銀梟ナースが、首をかしげながら見ていた。




　こうして、エリスにまた一人、弟子が出来た。

　翌日から神子はどんどんスリムになっていき、神殿騎士から今以上にアイドルらしき扱いを受けるようになっていくのだが……それはまた別の話である。







間話「テレーズのお見合い」




　その日、テレーズはラトレイア家へと赴いていた。

　ルーデウスとの一件以来、彼女は実家に戻ることが多くなっていた。

　若い頃はテレーズもクレアに反発し、二度と家になど寄りつくものかと思っていたが、時が経ち、仕事を始め、大人になるにつれて、まぁこの人はこういう人だから、とクレアを受け入れることができるようになった。

　かつては、クレアと顔を合わせれば口くち喧げん嘩かをしてしまうことも多かったが、ルーデウスとの一件以来、クレアの小言も減り、テレーズが家に寄りつく理由に拍車をかけた。

　加えて、実家に戻れば何もしなくても食事が出てくるので、テレーズは何日かに一度は家に戻るようになっていた。

　テレーズは騎士と言えど貴族の娘だ。メイドや召使いの一人や二人雇えそうなものだが、勘当同然で追い出された彼女は、騎士団の薄給に頼るしかない。もちろん、神み子この護衛、中隊長ミドルリーダークラスともなれば、家族を養うに十分な給料が出ている。

　だが、ミリスでは結婚の際、女の側が結納品を持って嫁ぐ場合が多い。

　実家から勘当同然で追い出されたテレーズは、結婚を諦めたわけではない。白馬の王子様を夢見て、日夜お金を貯ため込んでいた。

　実家と復縁したから、貯めたお金も意味のないものになってしまったが、なんとなく取っておいたのだ。

　そんな彼女に、何の脈絡もなく掛けられた言葉は、まるで冷水のようであった。

「それでテレーズ、あなたはいつ結婚するのですか？」

　それはテレーズにとって禁句とも言える言葉だった。

　白馬の王子様を夢見て二十数年。もはや行き遅れとも言われる年齢になってしまった。

　相手など望むべくもない。

「いつ……？」

　今すぐにでも。

　それがテレーズの本心である。

「あなたもいい歳です。女の身ながらに仕事にかまけることについては、もはや何も言いませんが……そろそろ身を固めたほうがいいのではないですか？」

「母様が、それを言いますか？」

「私以外に、誰が言うというのです？　あなたにはあなたの考えがあるかと思いますが、私は母として心配しているのです」

「いや、だって母様……結婚するためには、相手を見つけてくれないと」

　ミリス貴族の場合、基本的に結婚相手は親が決めるものである。

　親には、子供の結婚相手を見つける義務がある。

　無論、自由恋愛を禁止しているわけではないが、そのケースは稀まれである。

　テレーズが結婚できなかった背景には、彼女自身が残念な女性であるということ以上に、紹介する親がいない、とか、ラトレイア家から勘当された娘と結婚してラトレイア家と敵対することになったら面倒だ、という理由も含まれていた。

　とはいえ、テレーズがクレアと和解した以上、それもなくなったはずであった。

「何を言っているのですか？　あなたが自分で、必要ないと言ったではないですか」

「……そんなこと、言いましたか？」

「『権力争いに巻き込まれて死ぬのが幸せですか？』そう言ったのを、私はしっかりと覚えていますよ」

「うっ……そういえば言ったような」

　テレーズは忘れていた。

「あなたにはあなたの考えがあり、自分で見つけると思っていたから、今の今まで何も言わなかったのではないですか」

「そうでしたか……」

　確かに、当時のことは互いに謝った。

　テレーズとしては、当時のことも謝ったつもりだった。

　そして、クレアはクレアで、テレーズの生き方を認めたつもりだった。

「……」

「……」

　それが、今の惨状につながっていたとは、思いもよらなかった。

「その言葉は、撤回させていただきます」

「そういうことなら、私が探しましょう。ラトレイア家の娘にふさわしい相手を」

「お、お願いします……」

「まったく、あなたは昔からそうです。勝手に自分で決めて、状況が変われば勝手に相手も理解してくれていると思っている。よいですかテレーズ、ミリス淑女たるもの──」

　その後、しばらくクレアの小言が続き、テレーズは小さくなっていたが、心の中ではガッツポーズをしていた。

　思わぬ方向に転がったが、結果オーライだ、と。





　　　　★　★　★






　あなたはもうトウが立っているから、好条件は望めないと思いなさい。

　最初こそそう言われたテレーズであったが、数日後にきた縁談は、テレーズからすると中々に好条件に思えた。

　モーカイト家の五男。

　ダスクライト・モーカイト。

　年齢は二十七歳。

　職業は神殿騎士。

　しかし、大した任務は帯びておらず、いわば予備役のような扱いを受けている。

　そのため、基本的に仕事がなく、日がな一日遊び歩いているという。

　それだけ聞くと、まぁあまり良い条件には聞こえない。

　しかし、テレーズ自身は神子の護衛という任務についていることもあって高給取りで、生活の心配はない。

　テレーズは下位の騎士に任務を与える権限を持っているから、なんなら彼女が仕事を与えてもいい。

　年齢に関しては、パーフェクトだ。

　テレーズの趣味趣向としては、成人前ぐらいの年齢が一番好きなのではあるが、年下であるというだけで十分と言えよう。

　四十を超えた脂ぎったオヤジを連れてこられると思っていただけに、思わぬ僥ぎょう倖こうと言えた。

　むしろクレアの方が「あなたはラトレイア家の娘なのですから、もっといい相手がいるはず」と言うぐらいだ。

　テレーズとしても、条件が良いからといって、いきなり結婚とまでは考えていなかった。

　せめて顔を見てから。

　顔が良ければ、絶対に逃さない。

　そう考えていた。

「こちらはラトレイア家の四女、テレーズ・ラトレイアです」

　お見合いの会場となったのは、モーカイト家の屋敷だ。

　お見合いは、結婚する当人のどちらかの屋敷で行われる。

　どちらと決まっているわけではないが、最初は男の屋敷で、二回目は女の屋敷でというのが多かった。

　まずは親と当人、合わせて四人で、互いの家の視察を行うわけである。

　三度目からは、他の家族を紹介することもある。

　要するに、互いの家がどれぐらいの規模であるかだったりを確認するわけだ。

　借金を隠していたり、財政的に難があれば、使用人の態度が悪かったり、掃除が行き届いていなかったり、良からぬ者が出入りしている痕跡があったりと、何かしらの問題が見える場合もある。

　もちろん、ラトレイア家もモーカイト家も、名の知れたミリス貴族であるから、あくまで形式的なものだ。

「少々トウが立っていますし、淑女というには至らないところも多くありますが、ご存知の通り、神殿騎士として働いておりますゆえ、夫の仕事を理解し支えることができましょう。本人も結婚には乗り気ですゆえ、尽くす妻になりましょう」

　褒めているのだか貶けなしているのだかわからない紹介であったが、テレーズは織り込み済みである。

　普段は滅多に着ない、青色のドレスの裾を持ち上げ、優雅にお辞儀をする。

　この日のために練習したのだ。否いな、させられたのだ。

「テレーズです。よろしくお願いしますね」

　この日のために練習した笑顔と、この日のために練習した猫ねこ撫なで声。

　学生時代、もっと真面目にやっておけばよかったと後悔する程度には、ぎこちない仕草であった。

「……げっ」

　そんな挨拶は、相手の顔を見た瞬間、凍りついた。

「……」

　テレーズの顔を見て仏頂面をしていたのは、知った顔であった。

　髭ひげはなく、髪もビシッと整えられている。

　テレーズの知っている彼も、普段からこうしてきっちりと整えられていた。

　たとえ兜かぶとの下で顔が見えずとも、失礼があってはならない、服装の乱れが信心の乱れである、と。

　ああ、おかしなことだ。

　テレーズはダスクライトという男性を知らないはずだ。

　あるいは彼がダスクライトではなく、その隣に立っている中年女性がそうなのだろうか。

「こちらはモーカイト家の五男、ダスクライト・モーカイト。現在は閑職に追いやられてはおりますが、信心深く、腕も立ちますので、将来性には期待していただければと……」

　中年女性の紹介によると、やはりこの男性がダスクライトであるらしい。

「いえ……」

　しかし、テレーズの記憶にあるこの男は、ダスクライトとは呼ばれていない。

　でも、間違いなく彼だ。

　見間違えるはずもない。

　なにせ、毎日のように顔を合わせているのだから。

「はじめまして、ダスクライト・モーカイトです」

　彼もまた、そう名乗る。

　しかし、テレーズは知っている。彼は普段はそう名乗っていない。

　彼が名乗っているのはそう……。




　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』のダスト・ボックス。




　間違いなく、その人であった。

「……」

　とはいえ、それがおかしいことではないのは、テレーズ自身が知っている。

　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』のメンバーは、管理職を除いて、その素性を隠すことを義務付けられている。

　これは様々な理由からくるものであるが、基本的には神子という得がたい存在を守るための措置である。

　かつて神子が殺されかけた事件があった。

　当時は『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』という集団はなく、神殿騎士団の一部隊が護衛を担当していた。

　ある日、神子を暗殺者が狙った。

　神子は運よく助かったものの、その事件がきっかけで、部隊内に裏切り者がいたことが発覚した。

　彼は他国のスパイに家族を人質に取られ、神子の情報を横流ししていたのだ。

　そうして生まれたのが、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』だ。

　護衛は、ミリスと神子への忠誠心を持ち、相当の腕を持つ無名の人物から選出された。

　素性を隠し、そして隠させることで神子の情報が外に出るのを防ぎ、完全に顔を隠した兜を被らせることにより、神子を狙う者への威圧をした。

　素性を隠すということは、神子の護衛をするにあたってはメリットが多いのだ。

　副隊長であるテレーズに部下の素性が知らされないのは、もちろん、副隊長が最も裏切る可能性が高いからである。

　ちなみに顔を知っているのは、中身の入れ替わりを防ぐためだ。

「……」

　ここで副隊長であるテレーズが行うべきことは、『何も見なかったことにする』である。

　ダストの正体を知ることは、テレーズにとっても、ダストにとっても都合が悪い。

　何事もなかったかのように見合いを破談にし、何事もなかったかのように仕事に戻る。

　それが、二人にとって最善と言える結果である。

　あるいは、正体を知られてしまったダストを『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』から外すこと。

　だが、実際のところ、テレーズは副隊長として部下の状態を見る義務がある。

　毎日一緒に仕事をしていれば、わかることも出てくる。

　ブリアル・ガーメントは、ブラックサンクトゥスという黒馬を所有していること。

　コルテージ・ヘッドは、非番の日には必ず町の劇場に足を運んでいること。

　仕事柄独身が多いが、スカル・アッシュだけは妻帯者であること。

　他にもいろいろある。

　そして、そうした情報をたどっていけば、正体を探り当てることは可能だった。

　完全に秘匿することなどできないのだ。

　だから、ダストを『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』から外すことは、憚はばかられた。

　だからこそかどうなのか、テレーズはこう思った。

（こいつ、顔は悪くないな）

　淑女のような笑みを湛たたえたまま、親同士の話が続く。

　ミリス貴族のお見合いは、親による子供自慢から始まる。

　どういう子で、どういうところが凄すごいのか、どういう理由で結婚に適しているのか、といった具合だ。

　結婚に際し、まず親同士が納得する必要がある、ということから、こういった形式が用いられている。

　子供は親の自慢話を聞きながら、相手の情報を取得する。

　自分では言いにくいようなことも、親の口から語られる場合があるので要チェックだ。

　もっとも、テレーズの耳には、何も入っていかなかったが……。

「では、あとは若いものだけで」

　そして、親同士の自慢が終わったら、二人きりでの会話が始まる。

　逢おう瀬せというのは、どこの世界でも、親がいてはやりにくい。

　互いの趣味趣向を知り合ったり、些さ細さいなことで笑いあったり、そもそも親に言いにくいような話をしたり……。

　色気のある時間である。

　ちなみに、ミリス淑女の間では、この時間は必殺の時間と考えられている。

　意中の男性の心を射止めるためには、いかにしてここで自分をアピールするかが大事なのだ。

　逆に、意中でない男性の心を突き放すのも、この時間の重要な役割である。

「ふ～……」

　親が退室するのを見届けて、テレーズは立ち上がった。ダストは動かない。

　テレーズは窓のところまで歩くと、足を肩幅程度に開き、手を後ろで組んだ。

　そして、首をかしげながら、くるっと振り返った。

　きゃるんと音のしそうなポーズ。

　十代の子がやれば、微笑ほほえましかったり、美しかったり、艶つややかだったり、相手に良い印象を与えやすいポーズ。

　テレーズぐらいの年齢の女性がやると、苦笑されがちなポーズ。

　しかし、彼女の目は笑ってはいない。冗談ではなかった。本気でやっていた。

　ダストの背筋に怖おぞ気けが走った。

　自分は今、狙われている。

「ダスクライトさんて、ステキな方ですね☆」

　腹の底から出る、渾こん身しんの猫撫で声。

　彼女は考えたのだ。こいつと結婚しちゃってもいいや、と。

　悪くない、むしろ逆に言えば、いい物件だ、と。

　仕事熱心だし、機密の漏ろう洩えいもまずしない。今回の一件は失態とも言えるが、自分ならそんな失態をフォローすることもできる、と。

「えっ……？　て、テレーズ……様？」

「呼び捨てにしてください。夫婦になるのですから」

　テレーズはたおやかな仕草で頬ほおに手を当て、ゆっくりとダストの方へと歩き出した。

　ダストはその言葉に、仕草に、戦せん慄りつを隠せなかった。

　だが、動けない。

　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』で最も判断速度が速いとさえ言われている、あのダスト・ボックスがである。

　やがてテレーズはダストに肉薄すると、その隣に座った。

「私たち、結婚してもうまくやれると思うんです。ダスクライトさんは、お仕事があまりうまくいっていないようですけど、私はこう見えても中隊長ミドルリーダーですし、お給料もいいので……お家のことに関しては心配しないでください。テレーズ・モーカイト……いい響きですね」

　テレーズがにじり寄る、ダストが離れる。

　ジリジリとダストは逃げ続けたが、やがてソファの端にたどり着いたことで、決断を迫られた。

「いや、待ってください」

「待ちません……」

　テレーズの手が、そっとダストに重ねられる。

　思った以上に力強く、絶対に逃さないという決意が感じられた。

　が、力はダストの方が上だった。

　ダストはテレーズの手を振り払うと、立ち上がって部屋の隅まで逃げた。

　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』随一の特攻野郎と言われた、あのダスト・ボックスがである。

「副隊長、何なんですか！　何の冗談ですか!?」

「何の冗談……ですって？」

　テレーズは、あからさまに拒絶されたことにショックを受けていた。

　どうやら自分の色仕掛けが失敗したことに気づいていた。

　とても勇気を出したのに。今までこんなこと、絶対にやらなかったのに。旦那様にだけ見せる顔だと思っていたのに……。

「ふ～……」

　テレーズはもう一度、深い息をついた。

　どうやら、何も知らないフリをして結婚までこぎつけるのは難しいらしい。

　そりゃそうだ。当然と言える。なぜそれで、素性を隠した騎士と結婚できると思ったのか。テレーズがテンパっているからである。

　だが、テレーズも相応に経験を積んだ騎士である。窮地には何度も陥ってきた。

　彼女は再度立ち上がると、ゆっくりと、窓の方へと歩いた。

　足を肩幅程度に開き、手を後ろで組んだ。

　先ほどと同じポーズに、ダストは意図がわからず、困惑した。

「ダスクライト君……と、あえて呼ばせてもらうよ」

「テレーズ……様？」

「失態だな。ダスクライト君。まさか、私に正体を知られてしまうとは」

「……はい」

　威厳あるテレーズの声音に、ダストは思わず声を落とした。

　テレーズはゆっくりと振り返った。

　先ほどとは違い、騎士らしく、足腰に力を込めて。

　彼女の瞳の奥には、小さくなるダストの姿があった。先ほどまでの仏頂面はなく、申し訳なさそうに眉を歪ゆがめている。

「説明したまえ。どうしてこうなった？　見合い相手の名前ぐらい確認しなかったのかね？」

「ハッ、自分の失態であります。まさか副隊……テレーズ様は、とっくに結婚なさっているものだとばかり思っておりまして、名前を、その、あまり確認せず……」

　煽あおってんのかてめぇ。

　テレーズはそう言いたくなる気持ちをぐっと飲み込んで、話を続けた。

「こうなってしまったからには、私は副隊長の権限で君を免職するほかない。そうでなければ、神子様が危険にさらされてしまう」

「……」

「君も知っての通り、私は弱い。自分では相応に頑張ってきたつもりだが、君たちほど剣や魔術の才能がない。凡人だ。もし神子様を害そうという者がいたとしたら、私は簡単に捕まってしまうだろう」

　テレーズの口は、実になめらかに動いた。

　頭は凄すさまじい速度で回転していた。それが空転だとも知らずに。

「無論、私がいなくなった程度で、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』の総戦力が著しく落ちるということはない。自分では指揮官は天職だと思っているが、君たちは個々人で戦っても十分に強いからね。しかしだ。私は君を知ってしまった。きっと、私は拷問を受ければ、君のことを喋しゃべってしまうだろう。モーカイト家の五男、ダスクライト・モーカイト。きっと神子を害そうとする者は、君の家族を狙うだろう。家族に手を出されたくなければ、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』の他の面々の正体を言え。もちろん君も知らない。なら、タイミングを見て、一人ずつ始末しろ。もしくは、神子様を殺せと言ってくるかもしれない。許されないことだ。そこで私は考えたわけだ。君と私が家族になればいい。君が私を守るんだ。そうすれば、そうした事態に陥ることもない。うん、名案だ。実に名案だ。そうだろう？」

　ベラベラとまくしたてられるテレーズの理論。

　しかし、それを聞いているうちに、若干引き気味だったダストの表情が変わっていた。

　顎あごを引いて、ややのけぞっていた姿勢がまっすぐになり、口元が引き締められていた。

　目は完全に据わり、獣のような瞳でテレーズを見ていた。

「副隊長。そりゃ、あり得ないですよ」

「あり得……ない……？」

　テレーズは鈍器で殴られたかのような気持ちになった。

　まぁ、確かに自分の年齢は、あまり若いとは言えない。ダストも結婚適齢期とは言えない年齢だが、それでも姉さん女房となる。

　とはいえ、ラトレイア家の娘だから顔はいいし、騎士として体を動かし続けてきたからプロポーションも崩れていない。家柄だって十分だ。

　となると性格か。

「何が、どう、あり得ない……ん、でしょうか？」

　直せるところなのか。

　そこが問題だった。もし直せるところなら、テレーズはこの場で部下ダストの足に縋すがりつき、無様に「直すから結婚して」と懇願するつもりであった。

「神子様が害されるとなれば、俺は家族を皆殺しにします」

「……は？」

　テレーズの動きが止まった。

「そうすれば人質はいなくなる。その後、刺し違えてでもそいつらを殺します。だから、あり得ません。神子様が害されるなんて」

　完全にイっちゃった目で言っていた。

　それを聞いて、空転を続けていたテレーズの頭の回転数は落ち、無事にギアへとつながった。

　そして思い出した。

　ダスト・ボックスは妄信者である。

　狂おしいまでにミリス教を信じており、神子たる存在を人生を懸けて守ると誓っている。

　彼女は聖ミリスの生まれ変わりであり、自分の宗教のシンボルそのものだ。

　彼女を崇あがめ奉り、守り抜く。それが、自分の信仰であると頑かたくなに信じて疑わない人間だ。

　『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』は、そういう人物が集められている。

「……」

　同時に、結婚をしたいという気持ちがすっと冷めていく。

　判断を誤っていたと魂が納得していく。

　なぜ自分は、こいつと結婚しようと思っていたのだろうか。こいつが、明らかに結婚に適していない相手であることは、自分でもわかっていただろうに。

　焦っていたのだ。焦りが、知っているはずのことを忘れさせ、理想を現実と思い込んでしまったのだ。顔がいいならもういいや、そう思わせてしまっていたのだ。

　となれば、テレーズの取る道は唯ただ一つ。

「よく言った。それでこそ『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』のダスト・ボックス、神子を守るに値する信仰者だ」

　プライドの死守である。

「ハッ！　ありがたきお言葉です！」

「以後、このような失態がないように、常日頃から気を張れ」

「了解いたしました！」

　これで、テレーズのプライドは守られた。

　テレーズは副隊長として、正体を知られてはならない相手の前にのこのことやってきた部下の信仰心を試し、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』を続けても問題ないかを測ったのだ。

　結婚に焦り、部下に迫ろうとした副隊長など、どこにもいないのだ。

「しかし」

　と、そこでダストが相好を崩した。

「しかし、副隊長の演技もさすがでしたね。ぞっとしましたよ」

「……ぞっとしたのか」

「さすがに、副隊長にあそこまで目をギラギラさせて迫られるとは思ってもみませんでしたから」

　ぞっとした。

　そう聞いて、テレーズの頭に血が上っていく。

　なぜ、失態を犯した部下に、ここまで言われなければならないのか。

　私は自分なりに一生懸命やったのだ。

　そりゃ、学校の礼儀作法の授業を、もっと真面目に受けておけばと思うぐらいではあったが、それでも。

「ぐっときた」

「……え？」

「美しすぎて、艶やかすぎて、思わず手を出してしまいそうになった、そうだろう？」

　有無を言わせぬ強制力。

　ダストの額に冷や汗が流れる。背中がじっとりと湿り、足に震えが走る。

　そう、恐怖だ。

　たとえどんな強敵と相対しても、持ち前の信仰心で眉一つ動かさずに戦い抜ける、『聖墳墓の守り人アナスタシア・キープ』のダスト・ボックスが恐怖していた。

「なんなら、本当に結婚してやってもいいぞ。いや、そうすべきか。君はうかつな男だ。またこのようなことがあるとも限らない。私と結婚すれば、少なくとも見合いの話はなくなるはずだしな」

「いえ、あの……」

「冗談だ。君など、こちらから願い下げだ」

　テレーズはそう言って立ち上がった。

「今日はお互いに非番だったが、明日からはまた神子様の護衛任務だ。決して遅れるなよ」

「……ハッ」

　テレーズは騎士らしく、スカートの裾を翻し、大股で部屋を出ていった。

　ダストはそれを見送り、額にびっしりと浮かんだ冷や汗を拭ぬぐうのであった。





　　　　★　★　★






「順当な結果です」

　屋敷に戻ると、クレアは開口一番そう言った。

「あなたは落ち込んでいるようですが、あの程度の男はラトレイア家の嫁ぎ先にふさわしくありません。あくまで練習相手です。次はもっと良い相手を見つけてきますから、その時までに今回の教訓を活かし、ミリスの淑女たるように──」

　クレアの長々とした説教が始まる中、テレーズは一抹の不安を覚えていた。

　最初の一人は、ダストだった。

　家柄だけを見れば、確かに結婚相手として悪くはない、しかし致命的に結婚相手に適していない相手。

　同じような探し方をすれば、また同じような相手とあたってしまうのではないか……。

「わかりました」

　しかしテレーズは頭を振って、そう答える。

　自分からクレアに頼んだ手前、やっぱりやめたと言いにくいということもあったが……それ以上に、やっぱり結婚したかったからである。

　なに、二度も三度も、酷ひどい相手が見つかってたまるものか。

　次こそは、良縁に恵まれるはずである。

「次も頑張ります」

「その意気ですよ。テレーズ。あなたも仕事で忙しいでしょうが、淑女として扱われるよう、勉強と訓練を欠かさぬように」

「はい！」

　テレーズは元気に返事をした。




　その後、テレーズの予感は見事に的中していくことになるのだが、それはまた別の話である。







間話「猿と狼」




★ ギース視点 ★




　目覚める。

　体を起こし、首をバキバキと鳴らし、体の調子を確認する。

　手足に痺しびれはなく、腹も下していない。肌に変なデキモノも出来てない。

　ちょいとばかし腹は減っているが、体は健康そのもの。

「ふあーぁ」

　テントの外に出て、アクビと同時に伸びをする。腰をバキバキッと鳴らし、日の出を見る。

　日の出を見ることにより、方角を確認。地図と山の稜りょう線せんを見比べ、現在位置を確認。

　昨日、日が落ちる前にも確認したが、朝と夕方では見え方も異なるため、二度、三度と確認することは大事だ。迷う奴は、自分の現在位置を確認しない奴が多い。

「今日は西だったな」

　行くべき方角を見ながら、ぽつりと呟つぶやく。誰も返事をする者はいない。

　今日もまた、夢の中でヒトガミに出会った。

　日の出と共に西に行け、『フェニルの並木道』で三本目に生えている木の根本で休憩をし、五台目に通りかかる馬車に乗せてもらえ。しばらく馬車に乗り続け、たどり着いた町の『新緑の木々亭』という宿に宿泊しろ。

　そうすれば、俺はルード傭よう兵へい団からの追っ手に見つからずに移動することができる……らしい。

　ま、わけわかんねぇよな。

　普通の奴だったら、どっかで疑ってかかると思う。どうしてそうすりゃいいのかって理由までは説明してくんねぇからな。そんで、どっかで助言と違う行動を取って、あっさり捕まっちまうだろう。気持ちはわかる。俺だって昔、似たようなことをした。

　だが、今の俺は、この言葉に従って生きている。

　それが、正しいと思っている。

　俺にとって、ヒトガミの助言は絶対だ。

　──あー、いやいや、皆まで言うな。

　もちろん、助言に従えば全てが順調で完璧だっつーことはない。助言のせいで嫌な目にも辛つらい目にもあうことはある。それも、結構な頻度でな。

　けど、あえて言わせてもらうぜ。

　それがどうした、ってな。

　だってよ、なぁ、考えてもみろよ。

　言葉に従わなくても、嫌な目や辛い目は見るじゃねえか。

　良いことばかりとは限らねえじゃねえか。

　けど、少なくとも。助言に従っておけば、死ぬことはない。

　俺みてえな力のねえ奴が、今の今まで、とてつもなく危険な場所に足を踏み入れながらも生き延びているのが、その証拠だ。

　俺はよ、俺よりずっと力のある奴が、無念のうちに死んでいくのを何度も見た。

　無様なもんだぜ。普段、あれだけ威張り散らしてる奴が、今際いまわの際きわになれば、情けなく助けを求めるんだ。「助けて、死にたくない、おかあちゃーん」ってな。

　別に無様なのはいいんだ。ただ、死ぬことなんざ怖くねえって豪語してる奴がよ、本物の豪傑にしか見えねえヤツがよ、ほとんど例外なくああなるんだ。ぞっとするね。

　人間ってなぁ、死ってもんを忌避するようにできている。本能で死にたくねえって思ってる。死ってのは怖ぇもんだって思ってる。

　俺だって怖ぇ。死にたくねえ。

　だから、死なねぇように助言してくれるってだけで、俺には十分なんだ。

　ヒトガミは、俺を生きながらえさせてくれた。この歳まで。

　言うなれば、俺の守り神ってやつだ。悪神ではあるけどな。

　そんなヒトガミに恩を返す時が来たのは、今から何年か前の話だ。

　アスラ王国の酒場でいつも通り酔っ払って寝ちまった時に、ヒトガミは話しかけてきた。

　どうにも、頼みがあるらしい。

　ヒトガミが「頼む」なんていう時は、大抵ロクなことが起こらねえ。

　前に頼みを聞いた時は、故郷が滅んだ。

　一生分の涙を流したし、声が枯れるまで叫んだ。

　今回も、それと似たようなことが起きるに違いない。あいつは完全に自分を味方だと思わせてから裏切るのが好きなんだ。故郷が滅んで呆ぼう然ぜんとしている時も、あいつは俺の顔を見てゲタゲタと笑ったもんだ。

　……と、思ったが、どうにも様子が違うようだった。

　俺も伊だ達てに人の顔色を窺うかがって生きてきたわけじゃねえ。

　ヒトガミが、ガチで手詰まりになって、助けを求めているってのがわかった。

　だから、頼まれてやることにした。

　演技ってこともあり得たが、あんまり演技が得意な奴でもねえし……それに、本当に困ってるっていうなら、助けてやること自体はやぶさかじゃなかった。

　俺が恩を受けたことに、違いはねえしな。

　ヒトガミはどうにも、ルーデウスに裏切られたらしい。

　どうせ、裏切られたっつーより、俺ん時みたいに、呆然としているところをゲラゲラ笑ってやろうとして、失敗したってところなんだろうけどな。そんで、ルーデウスはヒトガミの敵側についたと。龍神オルステッドつったっけか。七大列強第二位、ま、大物だよな。

　とはいえ、そのあたりに関しちゃどうでもいい。

　問題は、そんな大物についちまったセンパイが、ヒトガミにとって厄介な存在だってことだ。

　ヒトガミは未来を見る力を持っている。

　魔眼なんて目じゃねえぐらい、遠い未来を見ることができる。

　だからどんな相手でも楽勝……ってほど便利なわけでもないらしく、いくつか制約もあるようだ。

　俺はその全てを教えてもらったわけじゃねえが、少なくとも二つ。

　一度に三人の未来しか見ることができねえってこと。

　オルステッドの未来は見ることができねぇってこと。

　せっかく三人分の未来を見ても、オルステッドが関われば、その三人の未来は変わっちまう。けど、ヒトガミの目には、まるで関わっていねえように見えちまうって感じらしい。

　ヒトガミはあの白い部屋にいて、世界全土を見渡せるみてぇだが、オルステッドだけは見ることができねえ。

　で、そんなオルステッドの特性は、なんでかルーデウスにも受け継がれちまってるらしい。

　龍神の加護つってたっけかな。

　オルステッドは、呪いか何かのせいで人に怖がられたり、敵意を持たれたりしちまうせいで、関わる人間が制限されていた。他人に協力なんて求められやしない、仲間なんて存在しなかった。

　それが、センパイが間に入ったことで、多くの人間を仲間にすることができるようになった。

　それがどういう結果を導くか。

　不思議なもんで、ヒトガミは自分の死に様だけは見えるらしい。

　倒れたオルステッドを足あし蹴げにして高笑いしてる映像が、ある日突然、逆転するわけだ。

　オルステッドに足蹴にされて高笑いされている映像に。

　なんでその時だけって思うが、まぁ、多分、ヒトガミと同じ場にオルステッドがいるからだろうな。自分の目で見ることになる映像だから、オルステッドも見られるんだろう。

　ヒトガミの能力がどうなってんのかなんて、これも俺にとっちゃどうでもいい。

　大事なのは、ルーデウスの存在がヒトガミを脅かしてるってことだ。

　早急に、ルーデウスをぶっ殺す必要があるらしく、ヒトガミはあの手この手でルーデウスを亡き者にしようとした。

　でも、どうにもうまいこといかなかった。アスラ王国では、北帝や水神をぶつけてみたけど、芳かんばしくなかったらしい。オルステッドを倒せないならまだしも、ルーデウスすら倒せない。

　このままだと、ルーデウスはどんどん仲間を増やしていっちまう。

　そこでヒトガミは一計を案じた。

　使徒三人で倒せないなら、数を増やせばいいじゃねえか、と。

　要するに、ルーデウスの真似をするわけだ。オルステッドは仲間を増やせないが、センパイを間に入れることで、手足となる仲間を得た。

　ヒトガミは三人しか使徒を操れないが、そのうちの一人に仲間集めをさせれば、結果的に三人以上の配下を得ることができる。

　おお、ナイスアイデアだ。

　で、その仲間集めの適任者として、俺に白羽の矢が立ったってぇわけだ。

　なんで俺がって思う部分もあるが……ま、ヒトガミは用が済んだら、そいつの大事なものを踏みにじってゴミ箱にポイするような奴だ。俺ぐらいしかいなかったんだろう。

　で、その集めた仲間を、適切なタイミングで全部同時にぶっこめば、かのルーデウスも一巻の終わりってわけだ。

　さて、というわけで、俺はヒトガミの仲間集めに奔走している。

　時間制限は、ヒトガミが定めた『適切なタイミング』まで。

　もうそれほど時間はねえが、今のところは順調といえる。

　しかし、この仲間集めってのも、中々に大変だ。

　基本的には、ヒトガミが定めた「こいつだ！」って人物に俺が会って、口先三寸で丸め込んで、『適切なタイミング』に間に合うように、『集合場所』に移動してもらう。

　そのヒトガミが定めた連中ってのがまた、曲くせ者もの揃ぞろいだ。

　実力は申し分ないが、どこか欠落があったり、そもそも話が通じるかどうかも微妙であったり、変な問題を抱えていたり、何考えてんだかわかんない連中ばかり……。まぁ、だからこそ、俺みてぇな怪しい奴の言葉も聞いてくれるってのはあるけどな。

　ただ数が少ない。俺を含めても、両手で数えられる程度だ。

　その代わり、腕っぷしに関してはトップクラスだ。世界的にも有名な使い手や、ミリスのおとぎ話に出てくるような輩やからもいた。

　正直、そんな連中より、金かなんかで雇えるようなわかりやすい奴らを百も二百も仲間に引き入れたほうがいい……という案も提案してみたが、却下された。

　ヒトガミは裏切りを恐れていた。自分が未来を見られず、どう動くかわからねえ連中を大量に抱え込むのは嫌だそうだ。

　ま、もっともな意見だ。

　なんせ、ヒトガミには人望なんてものはまるでねぇからな。

　もしそういう連中がルーデウスあたりに裏切りを唆そそのかされたらどうなるか、結果は明らかだ。

　センパイはああ見えて、身内を作るのはうめぇからな。悩みがあったら一緒になって悩んでくれるし、問題があったら一緒に解決してくれるし、グズでも置いていかねぇで待ってくれる。あんだけすげぇ力を持ってるくせに、弱い奴に優しいんだ。

　だから数には頼らねぇ。実にもっともだ。

　あいにくと、俺も群衆を操れるほどのカリスマ性は持ち合わせちゃいねえしな。

　味方を増やせば増やすほど、敵が増える可能性も増える。作戦を聞かねえ奴も増えるだろうし、そうなりゃ、勝てるもんも勝てなくなる。

　だから少数精鋭だ。

　少なくとも、裏切る確率の低い奴ら。それでいて、使える奴ら。

　そういう連中に、ルーデウスやオルステッドの弱点を教えて倒してもらう。

　うーん……。

　俺が言えるようなこっちゃないが、もうちょっと人を信用したらどうかって思うね。だってそうだろ？　有象無象だって、大勢いりゃあできることが増えるんだしよ。リスクを取らなきゃ、でっけぇリターンはこねぇもんだ。

　ともあれ、今の俺はヒトガミの使徒。

　ボスの言うことは絶対だ。

　ま、今回のことは、ちょいとボスからお叱しかりを受けたけどな。

　なんであの時にルーデウスを殺してしまわなかったんだ。毒殺でもすれば一発だったろう、って。

　ま、おっしゃる通り。

　とはいえ、俺にだって必要なルーティンってのがあるんだよ。

　なんつーかよ。俺はセンパイを裏切るわけだ。つまりそりゃあ、言ってみりゃあ、パウロを裏切るってわけだ。こいつは絶対に裏切れねえって思った相手の息子と敵対して、殺しにいくってわけだ。だからよ、ケジメが必要なわけよ。

　そう言っても、ヒトガミは納得してなかったけどな。

　俺も自分のことはよーくわかってるから言うけどよ。多分、あのまま毒殺とかしてたら、俺は最後のツメを誤ってたと思うぜ。どっかで、腰が引けちまってたと思う。

　けど、ああしたからには、もうそれはない。

　俺はガチで覚悟を決めて、ルーデウス・グレイラットと敵対する。

　てなわけで、俺は今日も今日とて隠れた実力者に助力を乞うべく、移動を開始する。

　これで何人目だったか。三人目だったか、四人目だったか。

　どいつもこいつも一騎当千で、一生のうちに一度たりとも会えねぇと思ってたし、会話を交わすことなんてないとも思ってた連中だ。

　それこそ物語の中とか、そういう雲の上の存在だと思ってた。

　でも、話してみると、意外にも……いや、意外でもなんでもねえか。

　どいつもこいつも人間だった。

　ただの人間だ。

　性格に難はありやがるがな。

　特に最初の一人は、ありゃ俺でも知ってる有名人でありながら、酷ひどく人間臭い奴だった……。





　　　　★　★　★






　あれはそう、ヒトガミから頼み事をされて、しばらく時間が経った頃だ。

　そいつの元に向かう前に、俺はヒトガミの指示を受けていろいろと動いていた。

　例えば、アスラ王国の古道具の倉庫の奥深くに眠っている魔剣の刀身と、王竜王国のとある丘の墓の中にある剣柄を入手し、魔剣を扱える鍛か冶じ師に依頼して、直してもらったり。魔大陸の怪しげな部族のところで作られている酒を手に入れてきたり。

　何に使うのかって聞かれると、俺もわからねえ。

　まぁ、ヒトガミから情報を聞いて、俺なりに先のことを考えた結果、こういうものが入り用になってくるだろうなって思っただけの話だ。備えあればってやつだな。使わないに越したことはない。

　それ以外には情報収集とかだが、ヒトガミ以上の情報を俺が入手できるってわけもなく、空回りが多かった。

　ともあれ、俺はヒトガミの指示に従い、北方大地へと移動した。

　センパイみてぇに古代龍族の転移遺跡を使って移動しているわけじゃねぇから、移動に時間がかかるのがネックだったが、まぁ、実を言うと、古代龍族の遺跡以外にも、転移魔法陣はいくつか存在している。オルステッドがそれの存在を知っているのか知らないのかはわからねぇが、少なくとも使っていないようだったから、そいつを使って移動した。

　数もそんなに多くねえし、世界中を網羅してるってわけでもねえが、大まかな場所までは行ける。

　俺はヒトガミの指示に従って目的地の最寄りの町まで移動し、防寒具を買い込み、積もり始めた雪のなかをえっちらおっちらと移動した。

　行き先は森に囲まれた渓谷だ。

　森は魔物の住処すみかだ。必ず魔物が出る。

　俺みたいな奴が、武器も護衛もなく、一人で入っちゃいけない場所だ。

　だが、俺は知っている。

　ヒトガミの言葉通り、適切なタイミングで森に入り、適切なタイミングで必要なことをすれば、必ず魔物に出あわずに目的地にたどり着ける、ってな。

　例えば、ヒトガミは「道中にある大きなトールネルの木の下にある洞穴の前で、ゆっくりと二十秒数えてから先に進め」と言った。

　俺はそれに従い、トールネルの木を見つける度に、その下を探る。

　見落とすことはない。ヒトガミがそう言ったのなら、俺は洞穴を見つける運命にある。

　見つけたとしても、特に何かあるってわけでもねえ。

　子供が一人、入れるか入れないかってぐらいの小さい穴を前に、中を覗のぞくでもなく、中から何か取り出すでもなく、また中から何かが這はい出てくるってわけでもなく、雪のちらつく中、ゆっくり二十秒数えるだけだ。

　終わっても何も起きない。

　わけがわかろうがわかんなかろうが、俺は足早にその場を去るだけだ。

　ちなみに、ここでわざと居残ったりすれば、大変なことが起きる。

　ていうか、俺もＳ級冒険者だから、この穴がどんな魔物の巣かはわかっている。

　スノーバックっつー、巨大な鹿みてぇな獣が幼体の頃に過ごす場所だ。冬の間はこの中で過ごして、春になると出てくる。

　なんでこんな穴ん中にいるかってーと、天敵から身を守るために他ならない。

　天敵っつーのは、まぁ他の肉食獣やら魔物やらになってくる。

　で、この森に生息している。スノーバックの天敵っていやぁ、アイスクロータイガーだ。

　雪を掘り進むように獲物を追いかけて、油断したところに襲いかかる。

　正直なところ、まったく気づけなかったが、おそらく俺は、アイスクロータイガーに追跡されていたんだろう。

　でも、ここには、俺よりも襲いやすくて、うまい獲物が存在している。

　哀れなスノーバックの幼体に、冥福を祈ろう。

　ま、未来がわかるってのは、そういうこったな。

　危険はあっても死にはしない。予定外のことは起きず、多少の怪我はしようが、必ず目的を遂行できる。

　そんな感じで俺は森を抜けた。




　森を抜けると、渓谷に出た。

　渓谷には冷たい風が吹いていて、岸壁は氷が張り付いている。谷底の川には氷塊が浮いていた。

「ううっ……」

　寒いなんてもんじゃねえ。はえーとこ帰りてえ。

　そんな気持ちを抑えつつ、氷の張り付いた谷を横に見ながら、半日ほど歩いていく。

　すると、崖下へと下りる道が見つかった。

　崖下へと下りて、渓谷をさらに遡さかのぼっていくと、そいつはいた。

　大きめの岩塊に背をもたれさせ、剣を抱くようにして座っていた。

　彼の前には焚たき火があり、串に刺さった肉塊が、チリチリと音を立てて焼かれている。

　何の肉か。

　説明されずとも、俺にはわかった。

　なぜなら、男と焚き火のすぐ奥に、死体が一つ、転がっていたからだ。

　そいつは、大きな爪と牙を持ち、雪のような白い鱗うろこで覆われていた。

　Ｓランクの魔物、スノードラゴンだ。

　元々はＡランクの魔物であるホワイトドレイクの突然変異で、ホワイトドレイクの二倍以上の体格を持ち、口から氷のブレスを吐き、高度な水魔術を操る。翼は飛ぶためではなく跳ぶために存在しており、その太い足で渓谷を三角跳びして獲物に襲いかかる。

　分類上はドラゴンじゃねえが、一般的なホワイトドレイクよりドラゴンに近いことと、そもそもドラゴンと同等の力を持っているから、スノードラゴンと命名された。

　滅多に見られる魔物じゃねえし、ホワイトドレイクの群れを襲って食っちまうような暴君だ。一人で狩れるような魔物でもねえ。

　だが、倒しちまったんだろう。たった一人で。

　どうやって、なんて疑問に思うことすらねえ。なぜなら、それができる男だからだ。

　俺はそんな男の前に立とうとした。

　ある一線を越えたところで、背筋がゾクリと震えた。

　殺気だ。

　ここから先は、俺の間合いだ。近寄るんなら覚悟しろよ。そう言外に言っているのだ。

　俺は引きつりそうな口元を引き締め、必死に笑みを作る。怯おびえを隠した、自信に満ちあふれて見える笑み。

　そんな笑みを湛たたえながら、俺は男の前へと立った。

　俺なんかが見下していい相手じゃねえとは思うが、相手が座ってんだからしょうがねえ。

「なんだてめぇは」

　その誰何すいかは、酷く落ち着いた声音だった。

　脅すでもなく、凄すごむでもなく、ただ淡々と。唐突に現れた俺の名前でも聞いているかのように。

「俺はギースだ」

　だからそう答えたが、

「名前を聞いてんじゃねえよ」

　どうやら違ったらしい。

　じゃあ、さて、何を話すべきか。俺から言いてえことは山ほどある。

　だが、俺はひとまず、黙ってこの男の前に立つことにした。

　この手の男は、雄弁を嫌う。百の言葉より、説得力のあるものを持っているからだ。

　ちなみにそれは世間一般には『暴力』と呼ばれている。俺が持ってねぇやつだな。

　こいつの持っている暴力は、その中でも特に極上のものだ。信頼に値する、世界でも有数の。まず裏切られることのない力だ。

　ただ、この場に暴力は必要ない。俺は持ってねえしな。

　沈黙でいい。

「わけのわからねえことばっかりだ」

　ほらな。俺が黙っていたことで、男は勝手に喋しゃべりだした。

「こないだ、夢を見た。ヒトガミとか名乗る野郎が出てきて、協力してほしいとか言ってきやがった。自分の言うことを聞けば、俺の望みが叶かなう、だと。証拠を示すため、ここの位置を教えられた。そしたらこいつがいた」

　男は、親指で背後にあるスノードラゴンの死体を指さした。

　おいおいヒトガミ様よ、聞いてねえぜ。そんな風に呼び出した、なんてよ。

　俺だったら、呼び出されたところにこんなのがいたら、罠わなにはめられたと思っちまうところだ。

「スノードラゴンは、確かに、俺が若ぇ頃に出あって、命からがら逃げ出した相手だ。いつか殺してやろうと思ってて、いつしか忘れていた相手でもある。まさか、こんなところにいやがったとはな」

　おっと、そういうことかい。

　なるほどね、ヒトガミはこういうのはうめぇんだよな。相手の望むことを叶えるっつーか。

　ともあれ、罠にハメられたとは思っちゃいねえらしい。スノードラゴンをけしかけられて、なお。

　いやはや、剛ごう毅きなこったねぇ。

「そんで殺したら、お前が来た」

　男は続いて、俺を指さした。

「猿顔……てめぇ、ギースっつったか？」

　そこでようやく、俺の方を向いた。

　初めて、この男の顔を見た。

　男は、あまり強そうな顔はしていなかった。年中他人の顔色を窺っている俺は、顔を見ただけで、そいつが強いか弱いか、ある程度わかる。

　といっても、別にイカツいかどうかが判断基準じゃねえ。

　表情だ。

　つえー奴ってのは大抵、前向きな顔をしてる。日常的に努力をしているし、それを苦労と思わねえ。当然と思っている。自己評価がハッキリしていて、ブレが少ねぇ。だから、変に虚勢も張ってねえ。

　男は虚勢こそ張ってなかったが、どうにも、ブレていた。

　ずっと信じていた自己評価を、誰かに打ち砕かれちまって、疲れと焦燥が入り混じってどうしようもねえ。そんな顔だ。

　それもそのはずだ。

　なにしろこいつは、負けてきたんだ。絶対に負けるはずがない、負けるとしてももっと先だろうと思っていた相手に、完膚なきまでに叩たたきのめされてきたんだ。

　それで、自分の今までの言動や信念が揺らいで、ワケがわからなくなっちまっている。

　自信もなくなっちまっている。

　要するに、負け犬だ。

　よーくわかるぜ、俺はそういう連中を何人も見てきたからな。あんたほど、はっきりと実力のあった奴らじゃねえが、それでも十分に実力があった奴らが、増長した鼻を叩き折られて、落ち込んでいる姿は、忘れようとして忘れられるもんじゃねえ。

　とはいえ、どれだけ落ち込もうと、実力が失われたわけじゃねえ。

　この男は、相も変わらず達人で、有用性は疑うべくもない。

「説明しろ」

　そう言われて、俺はようやく口を開く。

　言いてぇことはいくらでもあったし、こいつのプロフィールを聞いていろんな言葉を考えてきた。

　だからこそ、今まで黙っていた。

　こういうタイプは、俺みてぇな口先野郎が突然ペラペラと話し始めると、ひきつけでも起こしたみてえにキレ始めるからな。

　普段まるで使ってねえ小さいオツムで考えて、ワケがわかんねぇが、どうやら話を聞くしかねぇようだ、って段階まで黙ってなきゃ、話にならねぇ。

　話をするってのは、相手に言葉を届かせる作業だ。

「まず、そうだな……俺はヒトガミの名代だ」

「名代だぁあ？」

　おっと、名代の意味も知らねえのかよ。嫌だねえ、学のない奴は。

　ま、俺も学校なんざ行っちゃいねえが。

「ヒトガミはあんたの望みを叶える。その代わり、ちょいとばかしやりたいことがあって人を集めている。俺はまぁ要するに、その集めた連中の陣頭指揮を命じられた小者ってとこだ」

「ハッ、望みねぇ……お前らは、俺の望みが何か、わかってんのか？」

　男はそこで、腰の剣柄を撫なでた。

　おおぉ、こえぇ。

　ただ撫でているだけのようだが、その気になりゃあ、俺が瞬まばたきをする間に剣が抜き放たれ、胴体と首がおさらばする。あるいは右目と左目がバイバイかもしれねえが。

　ともあれ、こいつは言外にこう言ってるわけだ。

　ふざけたことばっか言ってると殺すぞ。

　この返答をしくじれば、俺は死ぬ。

　が、俺はこの男の望みを知っている。事前にヒトガミから、こいつがどうして負け犬みてぇな面つらしてこんなところでくすぶっているのか、知っている。

　とはいえ、もしそれが違っていたら……そう思わずにはいられない。

　頼むぜヒトガミ様よ。

　ここで死んだら、さすがの俺でも笑えねえぜ。




「龍神オルステッド」




　場の空気の温度が、一気に下がった気がした。

　だが、それを感じられるってことは、この返答が正解であると語っている。寒気を感じられないってことは、俺はもう死んでるってことだからな。

　さて、ここからは俺の仕事だ。絶対に言い当てられないはずの答えを言い当てられ、頭が真っ白になっている相手に、二度と頭を使わせないよう、喋りまくる。

「あんたの望みは龍神オルステッドを倒すこと。かつて敗北し、最強を目指して修行を続け、ある種の到達点へとたどり着いたが、気づけばしがらみに雁がん字じ搦がらめにされて、挑むことすら考えなくなった目標であり、最強の敵」

「ヒトガミの目的も、オルステッドだ。ただまぁ、ヒトガミはオルステッドに死んでほしいのであって、倒してぇわけじゃねえ。どんな手段を用いても、な」

「あんたぁ、その手段だ。悪わりぃけど、あんただけじゃ勝てねえから、もう何人か誘うけどな」

「おいおい、そんな怖い顔すんなよ。何か間違ったこと言ったか？　あんただってわかってんだろ？　自分一人じゃオルステッドに勝てねえって」

「だが、それでもあんたは挑みたいはずだ。ずっとそうしてぇって思っていたはずだ。じゃなきゃ、長年住んだ家を飛び出して、長年すがってきたものを放り出して、家族すらも置き去りにして、放浪生活なんかしねぇもんな。あんたほどの腕だ。アスラ王国だろうが王竜王国だろうが、好きなところに仕官できたはずだ。行きたいところに行けたはずだ。違うか？　えぇ？」

「俺が与えてやるのは、オルステッドに挑む権利だ。あんたがこのまま一生彷徨さまよい続けても、オルステッドには出会えねえかもしれねえ。挑んでもけんもほろろに追い返されるかもしれねえ。けど、俺なら、最高の舞台を用意してやれる。オルステッドが逃げも隠れもしねえ状況で、あんたと戦うって状況を作り出してやれる」

「おっと、わかってる。わかってるぜ。あんたはこう言いたいんだろ。俺には挑む資格がねえ」

「確かに、あんたは、オルステッドに敗北した時、決意したはずだ。もう二度と負けねえ。オルステッドにも、他の奴にも、絶対に負けねえ。実際、あんたはごく最近まで負けなしだった。どいつもこいつもぶっ殺してきた」

「確かに、あんたは負けた。二度目の敗北を味わった。決意したはずなのに。あっさりと、いつも自分が一蹴してる雑魚みてぇに。だから負け犬みてぇにとぼとぼとそこらを彷徨い歩いている。オルステッドを捜すでもなく、ただ彷徨ってる。わかるぜ。自分には資格がねぇと思ってんだろ？　一度でも負けた自分には、オルステッドに挑む資格がねえって」

　男の眼光が鋭くなる。

　だが、まだ、まだ剣は飛んでこない。

　代わりに飛んできたのは、言葉だ。

「……違う」

「ああ、違う！　そりゃ違う！　大間違いだ！」

　話は通じている。言葉は届いている。

　だからこいつは返事をするし、剣を振るわず喉を震わせる。

「資格がないだって？　冗談じゃねえ！　あんたには資格がある。誰にだって資格がある。だってそうだろ。なんでナンバーツーにならなきゃ、ナンバーワンに挑んじゃいけねえんだ？　なんで他の奴らに負けたからって、オルステッドに挑んじゃいけねえんだ？　誰が決めたんだそんなこと。誰も決めてねえだろ。そう考えりゃ、あんたは誰よりも資格がある。なんたって、オルステッドに挑むために、ずーっと頑張ってきたんだからな！」

　男の瞳に陰りが見える。

　迷っている。もう少しだ。

「あんたは挑むべきなんだ。勝てそうだろうが負けそうだろうが力不足だろうが体調不良だろうが関係ねえ。むしろいいじゃねえか、逆にいいじゃねえか。長くあんたを縛っていたしがらみが解けたんだ。何の憂いもなく挑もうじゃねえか」

「その結果、無様に負けるかもしれねえが、それがどうしたよ。このまま、どこへ行くでもなく彷徨い続けて、いずれ歳くって衰えてのたれ死んで、それでいいのかよ？　あんたぁそんなタマじゃねえだろ？」

「何を迷うことがある。俺の手を取りな。そんで、オルステッドに挑もうぜ。なぁ？」

　俺はそう言って、手を差し出した。

「……」

　男は陰り、迷い、淀よどみ、据わった目で、こちらを見ていた。

　少し、喋りすぎたかもしれねえ。

　一気に情報を与え、方向性を決めた上で相手に考えさせるのは上策だ。

　だが、こういう手合は情報を与えすぎると、途端に思考停止しちまう。相あい槌づちレベルの返事をしていたから大丈夫だと思ったが、思いのほか思考が止まっていたかもしれねえ。そういう奴には思えねえが、何しろ事が事だからな。

　といっても、逆に会話しながらダラダラと思考を誘導しようとしてもダメだ。途中から面倒くさくなって話なんざ聞かなくなる。

　一気に情報を与え、方向性を決めるんだ。

　結論は、最初からこいつの中にある。結論を妨げる何かも、こいつの中にある。なら、言い訳を与えてやりゃあいい。

　あとは勝手に、自分の都合がいいように考えてくれる。

　そういうもんだと、俺ぁ思う。

　俺なんかよりずっと頭のいい奴だったら、もうちょっと冷静に考えられるのかもしれねえけど、こいつの場合は違うだろうしな。

「……」

　男は、しばらく黙っていた。

　ここは静かだ。

　スノードラゴンの住処であるこの渓谷には、他の魔物は一切存在していない。

　風もなく、凍りついた沢からは、水音すら聞こえてこない。

　ただ、肉の焼けるチリチリという音だけが、時間が経過していることを伝えてきた。

　男は、静かだ。

　微動だにしねえ。死んでるんじゃねえかってレベルだ。まるで、ここにいないかのように、気配を消しているように感じた。

　静けさを感じると、俺は怖くなる。

　静かってことは、俺一人しかいねえってことだ。俺は一人じゃ何にもできねえ。ここに魔物が一匹、どこからか紛れ込んでくれば、俺は死ぬだろう。

　まあ、多少の抵抗はするだろうが、逃げ切れると言い切るほど自分に自信はねえ。

　だからこそ俺は……。

「俺は、誰かの手下になって働くのなんざゴメンだ。クズみてぇに落ちぶれてもな」

　ふと、男はそう言った。

　俺の手を取らなかった。それどころか、腰の剣に手を掛けた。

　冷や汗が流れる。やべぇ、逃げろと俺の全細胞が叫んでいる。

　だが、俺の脳みそは、逃げるなと抵抗した。逃げても無駄だとわかっていた。

　この男は、俺が瞬きをする間に、俺を八等分にできる。

　俺の死体は雪に埋もれ、春になって這い出てきた虫に食われるまで、ここに残り続けるだろう。

　しかし、斬られはしない。

　じらすような男ではない。斬ろうと思えば一瞬だ。なぜ……？

　そう思った時、男がぽつりと聞いた。

「なぁ、猿顔。てめぇはなんで、こんなことしてる？」

　まるでその質問は、死ぬ前に聞いといてやる、とでも言わんばかりであった。

「この俺様の前に出て、ベラベラ適当なことを喋りまくった挙げ句、素っ首叩き落とされて無様な死に様を迎える。そんな可能性、考えなかったか？」

　考えたさ。

　今まで死ぬほど考えた。

　激怒した奴を前にする度に、必死で頭を働かせて、悲鳴が出そうになる喉を抑えて、口先でなだめてきた。

　逆に聞きてえよ。俺が今まで、あんたみてぇな奴らを怒らせねえために、どんだけ苦心してきたか、わかってんのか？　ってな。

「てめぇは、どんな望みを叶えてもらう？　てめぇを動かす理由はなんだ？」

「理由……？」

　まさか、そんなことを聞かれるとは思っていなかった。

　だが、確かにそうか、傍はたから見りゃあ、不思議だよな。

「そりゃあんた、俺はヒトガミ様の敬けい虔けんな──」

「信仰のため、なんてくだらねえこと言うなよ」

　殺気が俺の体をなめた。

　容赦なく足が震え、喉の奥がひくつく。

　今まで俺に向けていたのはなんだったんだってぐらい、強い殺気。俺ぁもう死んでんじゃねえのかって錯覚すら感じた。

「敬虔な信者ってやつぁ、俺も見たことがある。ミリス教導騎士団の連中だ。まさに、神様のためならなんでもしようって気概のある連中だった。てめぇからは、そんな気概は感じられねえ」

　おおっと、そりゃ、あんな連中と一緒にしてもらっちゃ困るぜ。

　ミリスの教導騎士団っていやあ、正真正銘の妄信者じゃねえか。

　でも、そうか。オルステッドに挑むってぇのは、そういうことか。

　確かに、言われてみりゃあそうか。七大列強第二位。この男が、人生を懸けて倒そうと思ってた相手だもんな。

　俺としちゃ、戦うのはあくまでセンパイなんだが……。

　まぁ、それも俺からしてみりゃあ、同じことか。

　絶対に叶わねえ相手、まず手の届かねえ相手、そんなものに、なんで命を張ってまで戦わなきゃいけねえんだって、そう聞かれてんだ。

　軽い理由だったら、従う気にはなれねえ。

　でも、そうか。

　なんでだろうな。

　俺ぁなんで、ヒトガミの頼みを聞いちまってんだろうな……。

「……」

　今度は、俺が黙る番だった。

　こんな短気な奴の前で、黙りこくって立ち尽くすなんざ、自殺行為もいいところだ。

　だが、不思議なことに、この男は待ってくれた。さすが、短気な連中の中でも、トップになりゃあ少しは待つこともできるのか。

　……。

　沈黙が、また場を支配した。

　ふと思い返したのは、昔のことだ。随分と、昔のこと。

　生まれてから、冒険者になって、そしてヒトガミに出会うまでのこと。




　俺は魔大陸の南方にある小さな村で生まれた。村長の息子で、五人兄弟の三人目。少なくとも、村人の平均的な生活と比べると、何不自由なく暮らしていたと言える。

　ただ、当時の俺に言わせてもらうなら、不自由はあった。

　不自由そのものだった。

　生まれた時から許嫁いいなずけが決まっていたし、将来つくべき仕事も決まっていた。

　村長の息子は、決められた人生を送るのが仕事だった。その仕事さえできれば、他の仕事は何もできなくても問題なかった。

　俺に与えられた仕事は記録だ。村でとれた作物や狩猟物、それらと交換した外部の輸入品、交易品、村全体にある物品の数を数え、どこかに書いて、わかりやすいように整頓しておく。

　それだけだ。

　重要な仕事かと言われれば、確かに重要だろう。

　今の俺なら、物品の管理がずさんな商店や、金の使い方がヘタな冒険者連中を見てきたから、その重要さがわかる。

　しかし当時のギース君は思っちまった。つまらねえ、ってな。

　俺はもっといろんなことができる。剣だって魔術だって、学ぶ機会さえあればすぐに達人になってみせるし、そうでなくとも、どこかの国に仕えれば、歴史に名を残すような大きなことを成し遂げてみせる。

　そう豪語しては、親父に殴られていた。

「身の程を知れ」

　それが親父の口癖だった。

　今にして思えば、父親のその言葉は、俺という男の素質を見抜いた上での言葉だったのだろう。この子にどんな才能があり、どんなことができるようになるのか。親の目線から、なんとなくわかっていたのかもしれない。

　もちろん、俺にはわからない。

　身の程など知るわけがない。なんたって、知る機会すらねえんだから。

　だから飛び出した。仕事をほっぽりだし、家を飛び出し、村と交易をしていた商人の馬車に潜り込んで村を飛び出し、家族も許嫁も全部放り出して、近隣で一番大きな町まで逃げた。

　俺の伝説はここから始まる。

　その時は、そう信じて疑わなかった。

　けど、現実はすぐに見えた。

　剣術と魔術は壊滅的。人並みにすらできなかった。

　それ以外に関しては、まぁ人並み程度にはできた。が、決して突出しているわけではなかった。

　でも、必死こいて練習して、なんとか人よりちょっと上手って程度。その筋の達人には、遠く及ばねえ。

　俺は、いろんなところに才能を見み出いだそうとした。

　でもダメだった。人並みという枠からは、到底出られなかった。

　凡人。どこからどう見ても凡人。

　それでも、なんとか冒険者として活動しようとした。

　夢があったんだ。全てを捨ててきたんだ。諦めて、のこのこ村に戻れっかよ、と。

　いろんな技能に手をつけようって思うぐらいには器用だったからか、Ｆランクの依頼はこなすことができた。冒険者がただ一人、寒さに凍えながら、なんとか生活することはできなくもなかった。

　でも、満足なんかできやしねえ。

　Ｆランクの冒険者の依頼ってなぁ、要するに雑用だ。

　町の便利屋、何でも屋。

　村にいた頃と何が違う？　俺はこんなことがしたかったんじゃねえ。

　俺は、血湧き肉躍るような冒険や、聞いた者全てが震えるような偉業を成し遂げたかったんだ。

　それが俺の夢だったんだ。

　だから俺は、夢を叶えようとした。拙つたなく剣を握り、中古の装備で身を固め、必死で仲間をかき集め、町の外に出て、採取や討伐の依頼を受けようとした。

　ダメだった。

　全滅した。

　魔大陸における、大半の初心者パーティがそうであるように、俺たちもまた、あっさりと魔物に蹂じゅう躙りんされた。

　俺が生き残ったのは、直前に見た夢のお陰だった。

　ただただ白い床が続くだけの、何もない空間で、顔の判別できない男から、神託を受けた。

　もしこういう状況になったら、こうすればいいよ。

　そんなゆるい感じで、単なる夢だろうと思っていた。

　もちろん、そいつの言ったような事態に陥るなんて、夢にも思っていなかった。

　そして、当然のように事態が悪化した。

　仲間の首が眼の前で食いちぎられ、たった一人になり、逃げ場を失い、涙と鼻水とよだれを垂れ流しながら取った行動は、謎の男から受けた神託通りのこと。溺れる者は藁わらをも掴つかむ。

　俺は生き残った。

　そしてその日から、ギース君はヒトガミの使徒となったのだ。

　ヒトガミの使徒としての生活は、俺にとって天国とも言えた。

　ヒトガミは剣術や魔術を教えてくれたり、魔眼のようなパワーを授けてくれはしなかったが、しかし未来を教えてくれた。

　俺はその『未来』を使って、のし上がった。

　本来なら俺なんかには到底解決できないような難問を、いとも簡単に解いて、すげー奴らから一目置かれ、そいつらの仲間になった。

　『未来』を使ってすげー奴らを助けて、信頼されるようになった。

　そいつらと、血湧き肉躍る冒険に出た。

　毎日が楽しかった。

「ほらな。俺の言った通りだったろ。俺は喧けん嘩か以外なら、なんでもできるんだ」

　そう、自慢げに話すだけで、俺は満足だった。

　自分が一流の存在になれたような気がしていた。

　なんでもできる存在になれたような気がした。

　すげー奴らが、俺を同等の存在だと認めてくれる。それだけでよかった。

　周囲の有象無象に、すげー奴らと同類と見られているだけで、俺は満足だった。

　故郷を滅ぼされた後、『黒こく狼ろうの[image: ]』に入ってからは、ヒトガミが未来を教えてくれる機会は減ったが、あまりそういうことを考えずに済んだ。パウロに振り回される日々は楽しかったしな。

　ま、それでもたまに出てきてくれて、助かったことが何度もあった。

　俺にとって、ヒトガミの助言ってやつは、人生の一部だった。

　これのお陰で、俺はいっぱしの冒険者になれた。

　だが、どこかに空虚な気持ちがあった。

　黒狼の牙が解散して、一人で転々としている時、特にその気持ちが強くなった。

　自分の力で何かを成し遂げているわけではない。そんな後ろ暗い気持ちが、心のどこかに常駐していた。

　これで喧嘩が強ければ自信の一つも持てただろうが、腕っぷしはからっきし。

　未来を知ってなきゃ、つえー奴ら、すげー奴らにくっついて、そいつらが不得意なことを穴埋めするだけの存在。

　嘘うそで塗り固めた、虚栄の冒険者。

　金魚のフンという言葉がよく似合う、小手先と口先ばかりの人生。

　何一つ、どれ一つとっても一流とは言えねえ存在。

　いいのか、このままで。

　結局、俺ぁ、何がやりたかったんだ？　どうなりたかったんだ？

　そんな気持ちは、心の隅にいつだって存在していた。

「……あんたには、わからねぇかもしれねえが。俺の人生はいつだってうだつがあがらなかった」

　口から出てきたのは、素直な言葉だった。

　説得でもなんでもない。単なる俺の心の映し身だ。

「人の力を借りて、嘘ついて、他人にくっついて、口先三寸でおこぼれをもらうばかりで、自分が主体になって何かを成し遂げたことはなかった」

　俺は自分の目的ってもんを持っていなかった。

　夢はあった。すげー冒険をしたい、歴史に名を残すような偉人になりたい。いや、そこまでいかなくてもいい。歴史なんざどうでもいい。

　俺は、なんつーか、そう、すげー奴になりたかったんだ。

　冒険はできた、けど、それだって、仲間を先導してどうこうってことはなかった。

　俺が行きてぇところに、皆を連れていったことはなかった。

　わかってたんだろうな。心のどっかで、結局これは借り物の力で、こんなものを振りかざして何かを目指しても、意味なんかねえって。ヒトガミのさじ加減一つで、いつでも全てを失っちまうって。

　だから、俺は何も目指さねえ。何かを目指せば、必ず悪いことが起きるし、手は届かない。

　ふわふわと面白おかしく生きて、いつでも要領よく振る舞う。

　そうすりゃ全てがうまくいく。

　ジンクスだ。

　そう思ってた。

　……でも、今はちょっと違う。

　ヒトガミは、俺に助けを求めてきた。あの絶対だった神が、俺のところまで降りてきた。

　俺の力が必要なんだ。何もできねえグズだと思っていた、俺の力が。

　つまり、この戦いに勝つってことは、俺はすげーって証明になるんじゃねえか。

　人の顔色ばっかり窺って、嘘を嘘で塗り固めて、自分では何もできねえ俺が、俺の憧れた強者になれるってことなんじゃねえか。

「だから、なんつーかよ」

　でもこれは、命を懸けるに値する理由なんだろうか。

　俺の心は、違うと答えている。そんなもんどうでもいいだろ、と。

　そんなもん、とっくの昔に答えを出して、納得もしただろ、と。

　わかってる。俺は大した奴じゃねえ。剣も魔術もできねえ。人よりちょいと雑事は得意だが、何かの達人になれるわけでもねえ。どこまでいっても、器用貧乏な猿顔の雑魚だ。

　でも、でも……。

「このままじゃ、終われねえんだよ」

　俺はそこで口を閉じた。

　あまりにもストンと腹に落ちた自分の言葉に驚いていた。

　そうか、俺は、そうだったのか。そう思ってたのか。

　俺は俺なりに人生を謳おう歌かしているつもりでいたし、今のまま、面白おかしく生きて、いずれ野垂れ死にすればいいと思っていたが、本当はそう思っていたのか。

「このままじゃ終われねえ……か……」

　男は、剣から手を離した。

　気が抜けたのか、表情からも険が取れていた。

「ハッ、そうだな。まったく、その通りだ」

　あまり考えずに言った言葉だったが、思えば、この男の現状にも当てはまることだったか。

　このままじゃ終われない。

　俺も、この男も。

「いいぜ」

　男は、伸ばしっぱなしになっている俺の手を取った。

「お前の手下になってやる」

　ニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべ、男は言った。

　あまりにあっさりと。拍子抜けするぐらいに。

　だが、確かに俺は今、口説き落とした。世界最高峰、人族でこいつを知らねぇ奴はいないってぐらい、強力な剣士を。

[image: ]

「で、何をすりゃいいんだ？　お前の護衛でもすりゃいいのか？」

「いや……」

　口元に笑みが浮かびそうになるのを、必死で抑えた。

　抑えなくてもいいのかもしれねえが、なんとなく抑えた。

　こういう時、ニヤニヤと笑っちゃあいけねえ。ニヤけたツラは人が離れる。ジンクスだ。

「ひとまず、この場所に移動してくれ。その後のことは、おいおい伝える。それと、俺を見つけても知り合いみてぇに話しかけるのはやめてくれ。隠密に動いてるんでな」

　俺は一枚の地図を男へと渡した。

　決戦の地は、すでに決まっている。俺はこいつらの勧誘以外にも、そこで事前準備を進めている。

　負けるつもりはねぇから、慎重に、時間をかけて、確実にな。

「わかった。だが最初に言っておくが、俺は演技が得意じゃねえ。バレたくなきゃ、俺の視界に入らねえこったな」

　男はそれを受け取ると、そう言ってスタスタと歩き始めた。

　もう、俺のことなんざ知らねぇ。存在しねぇとでも言わんばかりだ。

　いいねぇ。さすがは剣一筋で生きてきた武人だ。無駄なことはしねぇし、無駄な話も聞かねえ。

　ただこうすると決めたことだけをやる。

　駒として決して使いやすいわけじゃねえが、非常に強力だ。

　そんな男が、俺の手下……か。

「……」

　俺は男の背中を、見えなくなるまで見送った。

　そして見えなくなってから、

「っしゃあ！」

　拳を天に突き上げた。





　　　　★　★　★






　思えば、一人目はイージーだった。

　肩書きはもはや言うまでもないほどの大物で、俺なんかが目の前に立つことすら許さなそうなオーラを纏まとってはいたが、会話だけで、勝手に納得して仲間に加わってくれた。

　タイミングっていやぁそれまでなんだろう。

　俺の、よく考えて悩んで、でも決して説得するために口にしたわけじゃねえ言葉が、偶然にもあいつの心情にマッチしていた。落ち込んでたり、悩んでたりするところにクリティカルな誘い文句を口にされりゃ、そりゃ誰だって心を開く。

　それだけっていやぁ、それだけなんだろう。

　俺はうまくやれた。偶然もあったが、口説き落とせた。

　でもなぁ、ヒトガミ様よ。

　俺ぁ、あの男との会話以来、思うんだよ。

　俺たちは、何か間違ってんじゃねえか……ってな。

　このままじゃ、どっかで変な落とし穴に落ちちまうんじゃねえか……ってな。

　なぁ、ヒトガミ様よ。

　あんたに、わかるかい？
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